




	
		
	


























１９７１年




第132回那覇市議会会議録







＝定例会＝
















１９７１年９月１８日　開会




１９７１年９月２４日　閉会
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会議録目次






○　招集告示


○　会期日程


○　上程案件


　　（議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９３号　市道路線の認定および廃止について）


　　（議案第９４号　町字界の変更について）


　　（議案第９５号　那覇市建築審査会委員の選任について）


　　（議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算）


　　（議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算）


　　（報告第１６号　１９７１年度那覇市継続費繰越計算書について）


　　（報告第１７号　１９７１年度那覇市予算繰越計算書について）


　　（報告第１８号　１９７１年度那覇市下水道事業特別会計継続費繰越計算書について）


　　（報告第１９号　１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越計算書について）


　　（決議案第２号　水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議）


　　（決議案第３号　ドル危機に関する要請決議）







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　上程案件処理結果







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








　９月１８日（招集日）


○　出欠議員氏名


○　市町村自治法第６１条による出席者


○　事務局出席者


○　議事日程


○　会議に付した事件


○　開会・諸般の報告


○　会議録署名議員の指名


○　会期の決定


○　常任委員の選任


○　提案理由の説明


　（議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　（議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　（議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について）


　（議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について）


　（議案第９３号　市道路線の認定および廃止について）


　（議案第９４号　町字界の変更について）


　（議案第９５号　那覇市建築審査会委員の選任について）


　（議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算）


　（議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算）


○　散会











～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












９月２０日（２日目）


○　出欠議員氏名


○　市町村自治法第６１条による出席者


○　事務局出席者


○　議事日程


○　会議に付した事件


○　開議・諸般の報告


○　会議録署名議員の指名


○　議案上程


　　（議案第９５号　那覇市建築審査会委員の選任について）


　￮　表決


○　議案上程（一括）


　　（議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９４号　町字界の変更について）


　　（議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算）


　　（議案第９３号　市道路線の認定および廃止について）


　　（議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について）


　　（議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算）


　￮　質疑


　　 ￮　人民　国吉辰雄議員


　　　　総務部長


　　 ￮　宮里敏慶議員


　　　　第一助役


　　 ￮　上原綱正議員


　　　　土木部長


　　　　建設部長


　　　　第二助役


　　 ￮　仲村正治議員


　　　　土木部長


　　 ￮　島袋宗康議員


　　　　建設部長


　　 ￮　宮城武議員


　　　　財政部長


　　 ￮　仲村正治議員


　　　　財政部長


　　 ￮　大浜長弘議員


　　　　財政部長


　　　　第一助役


　　　　財政部長


　　 ￮　宮城武議員


　　　　財政部長


　　 ￮　又吉久正議員


　　　　財政部長


　　　　第一助役


　 ￮　委員会付記


○　報告第１７号～１９号（承認）


○　散会







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








　９月２４日（３日目）


○　出欠議員氏名


○　説明員


○　事務局出席者


○　議事日程


○　会議に付した事件


○　各常任委員会審査報告書


○　開議・諸般の報告


○　会議録署名議員の指名


○　一般質問


　 ￮　宮城武議員


　　　市長


　　　第一助役


　 ￮　喜舎場盛一議員


　　　教育長


　 ￮　上原綱正議員


　　　第一助役


　 ￮　宮里敏慶議員


　　　第二助役


　 ￮　仲村正治議員


　　　建設部長


　　　企画部長


　　　土木部長


　 ￮　黒潮隆議員


　　　第一助役


　　　第二助役


　　　水道局長


　　　第一助役


○　委員会審査報告


　　総務委員長（議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　　　　　　 （議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について）


　　　　　　　 （議案第９４号　町字界の変更について）


　　　　　　　　（議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算）


　 ￮　質疑


　　 ￮　久高友敏議員


　　　　総務委員長


　 ￮　討論


　　 ￮　瀬長フミ議員


　　 ￮　仲村昌信議員


　 ￮　表決


○　委員会審査報告


　　建設委員長（議案第９３号　市道路線の認定および廃止について）


　 ￮　表決


○　委員会審査報告


　　経済民生教育委員長（議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について）


　　　　　　　　　　　（議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について）


　　　　　　　　　　　（議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算）


　 ￮　表決


○　委員会審査報告


　　総務委員長（陳情第１２号　下水道工事遅延による市税の減免道路復旧舗装費の早期計上方について）


　　　　　　　（陳情第５０号　バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について）


　　　　　　　（陳情第　３号　市立図書館の早期設立について（陳情））


　 ￮　表決


○　委員会審査報告


　　建設委員長（陳情第２３号　石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について）


　　　　　　　（陳情第２７号　国場地内の排水溝整備拡張について）


　　　　　　　（陳情第６１号　土地買上げに対する陳情）


　　　　　　　（陳情第２９号　若狭海岸埋立並びに観光センター建設について）


　 ￮　表決


○　委員会審査報告


　　経済民生教育委員長


　　　　　　　（陳情第１６号　Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情）


　　　　　　　（陳情第２４号　第二牧志公設市場使用料減免措置の継続）


　　　　　　　（陳情第１９号　農産市場の早期設置方について）


　 ￮　表決


○　継続審査申出について


　 ￮　表決


○　決議案上程・提案理由の説明


　　　人民　国吉辰雄議員


　　　　　　　（決議案第２号　水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議）


　 ￮　表決


　　　金城吾郎議員


　　　　　　　（決議案第３号　ドル危機に関する要請決議）


　 ￮　表決


○　閉会




～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




















那覇市告示第５３号　　





１９７１年９月１４日　　









１９７１年第１３２回那覇市議会定例会をつぎのとおり招集する。









那覇市長　　平良良松　　




















　１．日時　１９７１年９月１８日（土）午前１０時










　２．場所　那覇市議会議場








































































































１９７１年第１３２回那覇市議会定例会会期日程








	
			　　自　１９７１年９月１８日
			}
			７日間　　　　　　
	

	
			　　至　１９７１年９月２４日
	













	
			日
			曜
			種別
			日程
			備考
	

	
			１８日
			土
			本会議
			議案上程・説明聴取
			

	

	
			１９日
			日
			休会
			議案研究
			

	

	
			２０日
			月
			本会議
			質疑・委員会付託
			

	

	
			２１日
			火
			休会
			委員会（付託事件の審査）
			

	

	
			２２日
			水
			〃
			〃　　　　 〃
			

	

	
			２３日
			木
			〃
			諸報告の作成（事務整理）
			

	

	
			２４日
			金
			本会議
			一般質問　議案　請願　陳情上程・委員会審査報告・質疑・討論・表決
			

	












　本会議　３日







	
			休会
			４日
			｛
			委員会　
			２日
			休日　　
			１日
	

	
			議案研究
			１日
			事務整理
			１日
	


























第132回那覇市議会会議録









定例会









上程案件






















議案第８９号　　









那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について








　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例を別紙のように制定する。










　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　








　（提案理由）


　市議会議員ならびに監査委員の報酬額を増額するとともに職業訓練所の入所試験委員等の報酬日額を新設し、あわせて条例を整備する必要があるので、この案を提出する。







那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例








　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例（１９５８年那覇市条例第４号）の一部を次のように改正する。






　第８条第１項を次のように改める。










　８月１０日および１２月１０日（以下これらの日を「基準日」という。）においてそれぞれ在職する議員に対しては、那覇市職員の期末手当の支給日にそれぞれ期末手当を支給する。これらの基準日前３０日以内に、任期が満了し、辞職し、死亡し、除名され、または議会の解散により任期が終了した者についても、同様とする。







 
  	　別表中　市議会議員の項を次のように改め、
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 









 
  	　　　監査委員の項を次のように改め
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 










 
  	　消防団正副分団長の項の次に次のように加える。
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 









　　　　　　付則






　この条例は、１９７２年１月１日から施行する。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








　







議案第９０号　　













那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について








　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を別紙のとおり制定するものとする。










　　　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　




















　（提案理由）


　物価および生計費の上昇、琉球政府ならびに民間の給与等を考慮し、市長、助役、収入役の給料を改定する必要があるので、この案を提出する。











那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例








　那覇市職員の給与に関する条例（１９５６年那覇市条例第４号）の一部を次のように改正する。










　別表第１を次のように改める。







 
  	別表第１
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 








　　付則


この条例は、１９７２年１月１日から施行する。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












議案第９１号　　













那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について








　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例を別紙のように制定する。










　　１９７１年９月１８日提出






那覇市長　　平良良松　　











　（提案理由）


　収益金の残金を基金に編入するため、この案を提出する。











那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例








　那覇市奨学基金条例（１９６７年那覇市条例第３７号）の一部を次のように改正する。






第３条中「１５,００１ドル４０セント」を「１５,４３４ドル２１セント」に改める。






　　　　付則


　　この条例は、公布の日から施行する。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
















議案第９２号　　









那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について








　　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例を別紙のように制定する。






　　　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　












　　（提案理由）


　　那覇市字大道に保育所を設置するため、この案を提出する。






　　　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例






　　那覇市保育所設置および管理条例（１９６４年那覇市条例第８号）の一部を次のように改正する。







 
  	　別表に次のように加える。
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 









　　　　　　付則


　　　　この条例は、１９７１年１１月１日から施行する。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




















議案第９３号　　









市道路線の認定および廃止について








　　道路法（１９６５年立法第６４号）第６条第２項および第８条第１項の規定にもとづき、市道の路線を次のとおり認定および廃止する。






　　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　









 
  	　１　認定する路線
 

 
  	　　ＣＳ７８号線外４１本
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
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[image: ]









 
  	　２　廃止する路線
 

 
  	　　ＣＭ１４号線の一部
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 








（提案理由）


１　認定する路線


　(1)　首里地内および字宇栄原、字具志、字上間、字識名、字与儀、字樋川の各字内に位置する計１１本の路線は、主要道路として一般交通の便益に供するため市道として認定し、維持管理する必要がある。


　(2)　Ａ２号延長線外３０本の路線は泊・安謝間の公有水面埋立事業で完成し、安謝港の開港により、一般交通の便益に供するため市道として認定し、維持管理する必要がある。


２　一部廃止する路線


　　　ＣＭ１４号線の一部は、与儀公園内に位置する道路で、当該道路は園路として利用されるべき性質のものであるが、現在認定道路として一般に供用されているため、管理面に支障があるので、今後は園路として維持管理するため廃止する。











 
  	那覇市首里地内認定路線参考図（ＣＳ７８号）
 

 
  	[image: ]
 





 
  	那覇市字上間地内認定路線
 

 
  	[image: ]
 









 
  	那覇市識名小校前認定路線参考図（ＣＳ７１７号）
 

 
  	[image: ]
 





 
  	那覇市字与儀地内認定路線参考図（Ｃｍ３９３号）
 

 
  	[image: ]
 









 
  	那覇市字樋川地内Ｓ７６号延長線の認定参考図
 

 
  	[image: ]
 





 
  	那覇市字宇栄原地内認定路線参考図（Ｃ０７３号）
 

 
  	[image: ]
 










	
			那覇市字具志地内認定路線参考図
			（
			Ｃ０１０２号
			）
	

	
			Ｃ０１０４号
	







[image: ]





 
  	

 

 
  	那覇市宇栄原地内認定路線参考図（Ｃ０１０３号）
 

 
  	[image: ]
 









 
  	泊、安謝間公有水面埋立地内
 

 
  	認定路線参考図　　　　　　
 

 
  	[image: ]
 





 
  	ＣＭ１４号線一部廃止の参考図
 

 
  	[image: ]
 









議案第９４号　　













町字界の変更について








　市町村自治法第６条の３の規定により都市計画事業戦災復興土地区画整理那覇第一地区の換地処分認可告示の日から市内の町字界を別紙のとおり変更する。






　　　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　












　（提案理由）


　住居表示制度の趣旨にもとづき、従来の不明確な町字界を明確にし、地域住民の便宜を図るため旧市街地の町字の一部を変更するについて市議会の議決を求めるため、この案を提出する。









１　町字界の変更について











 
  	　次のとおり町字区域を画する。
 

 
  	[image: ]
 








　　△　以上の土地の沿接する道路を含む。


　　△　変更区域の詳細は下記調書のとおり。







[image: ]












 
  	町界町名整理図
 

 
  	

 

 
  	[image: ]
 










議案第９５号　　













那覇市建築審査会委員の選任について








　次の者を本市の建築審査会委員に選任したいので、同意を求める。










　　　　１９７１年９月１８日提出







那覇市長　　平良良松　　












　　　　　　　　　　　水間平


　　　　　　　　　　　親泊康晴


　　　　　　　　　　　大宜見朝計


　　　　　　　　　　　与世田兼正


　　　　　　　　　　　宮平久米男


　　　　　　　　　　　野原康輝


　　　　　　　　　　　我那覇昇










　（提案理由）


　建築審査会委員の任期満了に伴い委員を選任する必要があるので、この案を提出する。










履歴書








　本籍地　　那覇市天妃町１丁目１番地


　現住所　　那覇市字上之屋２２７番地



水間平　　　　　　　　　





　１９３０年８月３０日生　　　　　　









学歴




１９４８年　３月　　　　鹿児島県立大島中学校卒業


１９４９年　９月　　　　沖繩外語学校速成科卒業


１９５０年　４月　　　　国立千葉大学工学部建築科入学


１９５４年　３月　　　　同校同科卒業







職歴




１９４９年　９月　　　　読谷高校勤務


１９５０年　４月　　　　日本留学のため退職


１９５４年　４月　　　　那覇市役所都計課勤務


１９５６年　９月　　　　退職


　同年　　　９月　　　　平良市　技師


１９５７年１１月　　　　退職


　同年　　１１月　　　　那覇市役所区画整理課長


１９５８年　２月　　　　〃　　　　　　建築課長


　同年９月　　　　　　　〃　　　　　　都計課長


１９５９年　３月　　　　退職


　同年　　　３月　　　　水間一級建築士事務所開設


１９６８年１２月　　　　那覇市役所建設部長を命ぜられる


１９６９年　６月　　　　那覇市建築審査会委員



賞罰




　なし


　上記のとおり相違ありません


　　　　１９７１年９月８日



水間平　　　　












履歴書








　本籍地　　沖繩県那覇市崇元寺町１丁目１０３番地


　現住所　　那覇市首里汀良町２丁目１５番地


親泊康晴　　　　　　　　


１９２６年８月２８日生　　　　　　　　







学歴




１９４４年　３月　　　　沖繩県立第一中学校卒業


　同年　　　４月　　　　九州医学専門学校入学


１９４５年　４月　　　　　　〃　　　　　中退







職歴




１９４７年　４月　　　　沖繩軍政府海運部に翻訳官として勤務


１９４９年　８月　　　　同上　依願退職


　同年　　　９月　　　　琉球政府郵政庁翻訳官として勤務


１９５２年　４月　　　　〃　　郵政局事務官に任命


　同年　　　５月　　　　同上　依願退職


　同年　　　６月　　　　政府立前原英語学校教諭


１９５３年　４月　　　　同校廃校のため退職


　同年　　　５月　　　　労働基準監督官に任命さる


１９５６年　４月　　　　衛生管理者免許試験委員に任命さる


　同年　　１１月　　　　労働局労働基準課賃金係長


１９５７年　３月　　　　　〃　　　　　　安全衛生係長


１９５８年１１月　　　　　〃　　　　　　労働基準係長


１９６０年　９月　　　　労働基準監督官資格試験委員に任命さる


１９６３年１０月　　　　労働基準課総務係長


１９６５年　９月　　　　保険庁保険監察官に配置換


１９６６年　５月　　　　保険庁那覇保険事務所長に転任


　同年　　　９月　　　　労働局職業安定部労政課長に昇任


１９６８年１１月　　　　総務局行政部地方課長


１９６８年１２月　　　　那覇市役所総務部長を命ぜられる


１９６９年　６月　　　　那覇市建築審査会委員







賞罰




　なし










　上記のとおり相違ありません






　　　　１９７１年９月８日















親泊康晴　　　












履歴書








　本籍地　　　那覇市首里汀良町２丁目４６番地


　現住所　　　那覇市字松川２６８番地の２


大宜見朝計　　　　　　　


　１９０７年３月２０日生　　　　　　　







学歴




１９２７年　　　　福岡高等学校理科乙類入学


１９３１年　　　　同校卒業


１９３４年　　　　新潟医科大学入学


１９３８年　　　　同校卒業







職歴




１９３８年　　　　任地方技師沖繩県学務部社会課勤務


１９３９年　　　　内政部兵事厚生課勤務


１９４６年　　　　連合国総司令部覚書により行政分離


　同年　　　　　　任部長公衆衛生部勤務


　同年　　　　　　沖繩民生部創立任部長公衆衛生部勤務


１９５０年　　　　任医官那覇地区病院勤務


　同年　　　　　　沖繩群島政府創立


１９５２年　　　　任病院長　　首里病院勤務


１９５４年　　　　任所長　　那覇検疫所勤務


　同年　　　　　　兼任　　那覇保健所長　　１０ヶ年


１９６３年　　　　琉生病院長　　現在に至る


１９６８年　　　　那覇市建築審査会委員



賞罰




　なし


　上記のとおり相違ありません


　　　　１９７１年９月８日



大宜見朝計　　　














履歴書








　本籍地　　　沖繩県石垣市字大川２０９番地


　現住所　　　沖繩那覇市若狭町２丁目６６０番地



与世田兼正　　　　　　　





　１９２４年２月１８日生　　　　　　　









学歴




１９３８年　４月　　　沖繩県立工業学校建築科入学


１９４１年１２月　　　同校卒業







職歴




１９４２年　２月　　　横浜第一海運燃料実験部設計課勤務


１９４５年１０月　　　同上終戦により退職


１９５２年　２月　　　那覇市役所建設部建築課技手拝命


１９５７年１２月　　　同上建築主事拝命


１９５８年　３月　　　同上建築課長拝命


１９６１年　５月　　　同上退職


　同年　　　５月　　　沖繩銀行入行


　同年　　１１月　　　同上営繕課長拝命　　現在に至る



	
			１９６３年
			}
			　 那覇市建築審査会委員に委嘱
	

	
			１９７１年
	





















免許




１９５５年　　　　　　一級建築士免許取得


１９５７年　　　　　　建築主事資格取得



賞罰




　なし


　上記のとおり相違ありません


　　　　１９７１年９月８日



与世田兼正　　　












履歴書








　本籍地　　沖繩県那覇市字松尾６９番地


　現住所　　同上



宮平久米男　　　　　　　





　１９２５年５月１５日生　　　　　









学歴




１９４４年　　　日大工科建築科より学徒動員す







職歴




１９４５年　　　復員　運輸省名古屋地方建設部入省


１９５０年　　　帰郷国場組本社入社


１９５２年　　　那覇市建築課長兼建築主事を命ぜられる


１９５７年　　　同市退職


　同年　　　　　合資会社宮平建築設計事務所開設


　同年　　　　　琉球政府建築審査会委員


　同年　　　　　琉球政府建築士審議会委員


１９６５年　　　那覇市建築審査会委員を委嘱され


　　　　　　　　現在に至る







賞罰




　なし






　上記のとおり相違ありません






　　　　１９７１年９月８日



宮平久米男　　　












履歴書




　本籍地　　沖繩県島尻郡東風平村字富盛４７３番地


　現住所　　沖繩那覇市字古波蔵２９３番地の１



野原康輝　　　　　　　　





　１９２３年５月２５日生　　　　　　　　





学歴




１９４１年　３月　　　沖繩県立工業学校建築科卒業


１９４４年　　　　　　日本大学高工建築科中退







職歴




１９４１年　４月　　　逓信省中央航空研究所営繕課設計係勤務


１９４４年　４月　　　軍隊服役のため同上休職


１９４９年１２月　　　復員沖繩民政府工務部建築課勤務


１９５１年　４月　　　沖繩郡島政府工務部建築課勤務


１９５２年　４月　　　琉球政府工務交通局建築課勤務


１９５６年　４月　　　琉球政府工務交通局建築課企画係長


１９５９年　３月　　　琉球政府建設運輸局建築課長


１９６３年　３月　　　同上退職


１９６３年　４月　　　現代建築設計事務所設立


１９６８年１０月　　　有限会社現代建築設計事務所退社


　同年　　１０月　　　琉球土地住宅公社理事　現在に至る


　　委員等　　　　　　琉球政府住宅対策審議会会長


　　　　　　　　　　　琉球政府建築士審議会委員


　　　　　　　　　　　琉球政府建設業審議会委員


　　　　　　　　　　　那覇市建築審査会委員



賞罰




　なし


　上記のとおり相違ありません


　　　　１９７１年９月８日



野原康輝　　　













履歴書








　本籍地　　　沖繩県那覇市旭町２３番地


　現住所　　　沖繩那覇市泉町３の１５の４番地



我那覇昇　　　　　　　　





　１９２７年５月１２日生　　　　　　　









学歴




１９５４年　３月　　　　横浜国立大学工学部建築学科卒業







職歴




１９５４年　４月　　　　合資会社国場組建築部へ入社



	
			１９５４年　４月
			}
			 沖繩工業高校講師（非常勤）
	

	
			１９５５年　３月
	

	
			１９５８年　９月
			}
			 琉球政府文化財専門審議会委員
	

	
			１９６０年　８月
	




１９６０年５月現在　　沖繩建築士会理事


１９６１年２月　　　　国場組を退社し、設計事務所設立


１９６１年９月現在　　沖繩設計監理協会理事６８年４月以降同会副会長


１９６２年７月現在　　琉球政府建築士審議会委員


１９６４年４月現在　　琉球政府建築審査会委員


１９６５年４月現在　　琉球政府住宅対策審議会委員


１９６５年４月現在　　那覇市建築審査会委員


１９６６年12月現在　　琉球政府文化センター建設委員会委員


１９７１年８月現在　　首里城復元期成会委員（文化財保護委員会）







賞罰




　なし


　上記のとおり相違ありません


　　　　１９７１年９月８日



我那覇昇　　　　






































































１９７２年度那覇市一般会計補正予算























































































































議案第９６号　　


















１９７２年度那覇市一般会計補正予算（第１号）














１９７２年度那覇市の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。




（歳入歳出予算の補正）




第１条　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３３５,５４７ドルを追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２９,４８３,２７１ドルとする。






２　歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金額は、「第１表歳入歳出予算補正」による。












　　　　　　　　　１９７１年９月１８日　提出









那覇市長　平良良松　　














 
  	　　　　　　第１表　歳入歳出予算補正
 

 
  	　　　　　　　　歳入
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　　歳出
 

 
  	[image: ]
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１９７２年度










予算に関する説明書
























































































那覇市　　　　　　


















 
  	１９７２年度那覇市一般会計補正予算（第１号）
 

 
  	歳入歳出補正予算事項別明細書
 

 
  	　　　　　　　　１歳入
 

 
  	　　　　　　第１款　政府支出金　　第１項　政府補助金
 

 
  	[image: ]
 









 
  	

 

 
  	　　　第２款　寄附金　　第１項　寄附金
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第３款　繰越金　　第１項　繰越金
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　第４款　諸収入　第１項　雑入　　第５款　市債　第１項　市債
 

 
  	[image: ]
 





 
  	　　　２　歳出
 

 
  	　　　　　第１款　議会費　　第１項　議会費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第２款　総務費　　第１項　総務管理費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	第２款　総務費　第２項　戸籍住民登録費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第２款　総務費　　第３項　選挙費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第２款　総務費　　第４項　監査委員費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第３款民生費　　第１項　社会福祉費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第３款　民生費　　第２項　児童福祉費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第３款　民生費　　第３項　生活保護費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第４款　衛生費　　第１項　保健衛生費
 

 
  	[image: ]
 









 
  	

 

 
  	　　　第４款　衛生費　　第２項　清掃費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第５款　労働費　　第１項　労働諸費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第６款　商工費　　第１項　商工費
 

 
  	[image: ]
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  	　　　第７款　土木費　　第１項　道路橋りよう費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第７款　土木費　　第２項　河川費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第７款　土木費　　第３項　都市計画費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第７款　土木費　　第３項　都市計画費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第７款　土木費　　第４項　住宅費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第８款　教育費負担金　　第１項　教育費負担金
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	　　　第９款　消防費　　第１項　消防費
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  	補正予算給与費明細書
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			１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算
	

	
			　　　１　歳入
			議案第９７号　　　
	

	
			[image: ]
	





 
  	

 

 
  	　　　２　　歳出
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１９７２年度










那覇教育区歳入歳出補正予算事項別明細書

















 
  	　　　１　　歳入
 

 
  	（款）１市負担金　　　　（款）３政府支出金　（款）６繰越金　（款）７教育区債
 

 
  	（項）１市教育費負担金　（項）１政府負担金　（項）１繰越金　（項）１教育区債
 

 
  	[image: ]
 









 
  	

 

 
  	　　　２　歳出
 

 
  	　　　　　（款）１教育総務費　　（項）１教育総務費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	

 

 
  	　　　　　（款）２学校教育費　　（項）１小学校費
 

 
  	[image: ]
 





 
  	

 

 
  	

 

 
  	　　　（項）２中学校費
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  	　　（項）２中学校費　　　　　　　　（項）３幼稚園費
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報告第１６号　　













１９７１年度那覇市継続費繰越計算書について












　このことについて、別紙のとおり計算書を調製したので、報告する。



















１９７１年９月１８日提出









那覇市長　平良良松　　












 
  	１９７１年度那覇市継続費繰越計算書
 

 
  	[image: ]
 









報告第１７号　　





















１９７１年度那覇市予算繰越計算書について












　このことについて、別紙のとおり計算書を調製したので、報告する。











１９７１年９月１８日　提出









那覇市長　　平良良松　　












 
  	１９７１年度那覇市予算繰越計算書
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  	[image: ]
 









報告第１８号　　













１９７１年度那覇市下水道事業特別会計継続費繰越計算書について
















　このことについて、別紙のとおり計算書を調製したので報告する。


















　　　　　　　１９７１年９月１８日　　提出



















那覇市長　　　平良良松　　












 
  	１９７１年度那覇市下水道事業特別会計継続費繰越計算書
 

 
  	[image: ]
 









報告第１９号　　













１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越計算書について












　１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越について、市町村公営企業法第25条第３項の規定に基づき、１９７１年８月３１日那覇市水道事業管理者那覇市第二助役前田武行から水道事業会計の繰越額の使用に関する計画について報告があつたので、別紙のとおり報告する。


















　　　　　１９７１年９月１８日　提出



























那覇市長　　平良良松　　













 
  	１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越計算書
 

 
  	市町村公営企業法第２５条第１項の規定による建設改良費の繰越額
 

 
  	[image: ]
 

 
  	　繰越の理由　道路整備の遅延および起債許可が遅れたために、年度内に工事完成の見込がないので、翌年度へ繰越しする。
 











決議案第２号　　













水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議












　このことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので提出する。






　　　　１９７１年９月２４日







提出者　　　　　　　　　　　　　　





　那覇市議会議員　　　　　　　　　





　　人民　国吉辰雄　　宮城武　　　





　　金城吾郎　　　　　玉城栄一　　








賛成者　　　　　　　　　　　　　　




　那覇市議会議員　　　　　　　　　





　　喜舎場盛一　　　　比嘉佑直　　





　　仲村正治　　　　　大浜長弘　　





　　島袋宗康　　　　　辺野喜英興　





　　黒潮隆　　　　　　仲本安一　　












　（提案理由）


　公共料金の値上げは諸物価の高騰をまねくので、これを阻止するため、この案を提出する。










水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議








　米「民政府」は、去る９月９日関係市町村に対し、１１月９日から浄水の卸値を8.4％値上げすると発表している。


　この一方的な値上げは、米軍の独善的な行為であるばかりでなく水道公社と関係市町村との間に結ばれた分水協定にも違反する不当なものであり、ドル危機から来る諸物価の値上がりを懸念している沖繩の現状にてらし、断じて容認することはできない。


　よつて米軍の一方的な水道料金値上げ通告は速かにこれを撤回するよう強く要求する。






　　　　　１９７１年９月２４日



























那覇市議会　　













～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












決議案第３号　　









ドル危機に関する要請決議












　このことについて、別紙のとおり議会の議決を得たいので提出する。










　　　１９７１年９月２４日







提出者　　　　　　　　　　　　　　





　那覇市議会議員　　　　　　　　　





　　金城吾郎　　　　　宮城武　　　





　　人民　国吉辰雄　　玉城栄一　　









賛成者　　　　　　　　　　　　　　





　那覇市議会議員　　　　　　　　　





　　喜舎場盛一　　　　比嘉佑直　　





　　仲村正治　　　　　大浜長弘　　





　　島袋宗康　　　　　辺野喜英興　





　　黒潮隆　　　　　　仲本安一　　












　（提案理由）


　ドル防衛政策、円の変動相場制実施に伴なう経済不安をなくするため日米両政府に対し強力な要請をする必要があるのでこの案を提出する。










ドル危機に関する要請決議












　ニクソンアメリカ合衆国大統領は、去る８月１６日金とドルの交換停止、輸入品に対する課徴金制度の実施を主体とするドル防衛政策を発表した。


　アメリカの突然の政策変更により、混迷する経済状勢の中で日本政府は８月２８日円の変動相場制移行にふみきり、実質的な円切上げを行なつている。


　このことにより沖繩は、大きな損失を蒙り極度の経済混乱におち入るとともに深刻な生活不安にさらされている。


　われわれは第二次世界大戦の結果祖国から分断され、一方的なアメリカの軍事統治下におかれ、犠牲と忍従の生活を余犠なくされて来たが、アメリカの経済政策のゆきづまりにより、いま又かゝる犠牲をしいられることは如何なる国内事情があるにせよ、断じて承服できるものではない。


　よつて日米両国政府は領土主権国たる責任と、唯一の施政権者たる責務において次のことをすみやかに実施するよう強く要請する。











記




１．ドル通貨を即時円通貨に切り替えること。


１．交換レートは１ドル対３６０円とすること。


１．変動相場制採用等一連の措置に伴なう損失については、完全補償をすること。


１．課徴金制度の適用を除外すること。






　　　　１９７１年９月２４日



那覇市議会　　　　





～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





























第132回那覇市議会会議録









定例会









上程案件・処理結果


















第１３２回那覇市議会（定例会）処理結果





開会年月日　１９７１年９月１８日～９月２４日





会期　７日間　　　　　　　　　　　　　　　　










 
  	１９７１年９月１８日（１日目）
  	（午前１０時２１分　開会）
 

 
  	（午後１２時２１分　散会）
 










１．本会議


　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			18
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			２４番議員
２５番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			会期の決定
			〃
			７日間
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			議案第８９号～第９７号
			市長
			説明聴取
	













～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～











 
  	１９７１年９月２０日（２日目）
  	（午前１０時１７分　開議）
 

 
  	（午前１１時２０分　散会）
 










２．本会議


　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			20
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			２６番議員
２７番議員
	

	
			〃
			〃
			〃
			95
			那覇市建築審査会委員の選任について
			市長
			同意
	

	
			〃
			〃
			〃
			89
			那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			総務委員会
付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			90
			那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			〃
	









	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			20
			91
			那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について
			市長
			経民教委員会
付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			92
			那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			93
			市道路線の認定および廃止について
			〃
			建設委員会
付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			94
			町字界の変更について
			〃
			総務委員会
付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			96
			１９７２年度那覇市一般会計補正予算
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			97
			１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算
			〃
			経民教委員会
付託
	

	
			〃
			〃
			〃
			報１６
			１９７１年度那覇市継続費繰越計算書について
			〃
			報告
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃１７
			１９７１年度那覇市予算繰越計算書について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃１８
			１９７１年度那覇市下水道事業特別会計継続費繰越計算書について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃１９
			１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越計算書について
			〃
			〃
	










～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～











 
  	１９７１年９月２４日（３日目）
  	（午後１時１０分　開議）
 

 
  	（午後６時　０分　閉会）
 















３．本会議


　　　　　　　本日の会議事件並びにその結果下記のとおり



	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			24
			

			会議録署名議員の指名
			議長
			２９番議員
３０番議員
	











	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			24
			

			一般質問
			

			質問
	

	
			71
			9
			24
			89
			那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について
			市長
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			90
			那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			94
			町字界の変更について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			96
			１９７２年度那覇市一般会計補正予算
			〃
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			93
			市道路路線の認定および廃止について
			〃
			承認
	

	
			〃
			〃
			〃
			91
			那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			92
			那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			97
			１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算
			〃
			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			陳１２
			下水道工事遅延による市税の減免道路復旧舗装費の早期計上方について
			

			採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃５０
			バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について
			

			一部採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃　３
			市立図書館の早期設立について（陳情）
			

			採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃２３
			石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について
			

			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃２７
			国場地内の排水溝整備拡張について
			

			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃６１
			土地買上げに対する陳情
			

			不採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃２９
			若狭海岸埋立並びに観光センター建設について
			

			採択
	









	
			提出
			件名
			提案者
			結果
	

	
			年
			月
			日
			番号
	

	
			71
			9
			24
			〃１６
			Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情
			

			採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃２４
			第二牧志公設市場使用料減免措置の継続
			

			〃
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃１９
			農産市場の早期設置方について
			

			不採択
	

	
			〃
			〃
			〃
			

			継続審査申出について
			

			承認
	

	
			〃
			〃
			〃
			決　２
			水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議
			１１番議員
外１１名
			原案可決
	

	
			〃
			〃
			〃
			〃　３
			ドル危機に関する要請決議
			１９番議員
外１１名
			〃
	











～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～





























第132回那覇市議会会議録









定例会

９月１８日（初日・土曜日）





























１９７１年第１３２回那覇市議会会議録（定例会）












	○　９月１８日（初日）
	（午前１０時２１分開会）



	（午後１２時２１分散会）











○　出席議員（２５名）






　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　１６番　　高良文雄君


　　２番　　中村昌信君　　　　　　１７番　　又吉久正君


　　３番　　瀬長フミ君　　　　　　１８番　　仲本安一君


　　５番　　喜舎場盛一君　　　　　１９番　　金城吾郎君


　　６番　　仲村正治君　　　　　　２０番　　黒潮隆君


　　７番　　　　欠員　　　　　　　２１番　　久高友敏君


　　８番　　上原綱正君　　　　　　２３番　　宮城武君


　　９番　　金城甚松君　　　　　　２４番　　真栄城嘉園君


　１０番　　島袋宗康君　　　　　　２５番　　比嘉佑直君


　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　２６番　　安見福寿君


　１２番　　　　欠員　　　　　　　２７番　　玉城栄一君


　１３番　　平良信一君　　　　　　２８番　　　　欠員


　１４番　　宮里敏慶君　　　　　　２９番　　椿秀義君


　１５番　　金城重正君　　　　　　３０番　　大浜長弘君






○　欠席議員（２名）


　　４番　　辺野喜英興君（出張）


　２２番　　喜久山　朝重君






○　市町村自治法第６１条による出席者






　　　市長　　　　　　　　平良良松君


　　　第一助役　　　　　　稲嶺成珍君


　　　第二助役　　　　　　前田武行君


　　　収入役　　　　　　　呉屋永得君


　　　総務部長　　　　　　親泊康晴君


　　　企画部長　　　　　　平良清安君


　　　財政部長　　　　　　伊波静男君


　　　経済民生部長　　　　備瀬政太郎君


　　　保健衛生部長　　　　内間武義君


　　　建設部長　　　　　　水間平君


　　　土木部長　　　　　　内間安春君


　　　消防本部長　　　　　具志清一君


　　　水道局長　　　　　　佐久川寛貞君


　　　人事課長　　　　　　宮平洋君


　　　総務課長　　　　　　石川源三君


　　　財政課長　　　　　　上原繁栄君


　　　民生課長　　　　　　真玉橋正勝君


　　　保育課長　　　　　　渡嘉敷真太郎君


　　　都市計画課長　　　　嘉手納是敏君


　　　建築課長　　　　　　金城幸男君


　　　道路管理課長　　　　糸数昌秀君


　　　下水道業務課長　　　屋良利彦君


　　　教育長　　　　　　　赤嶺貞義君


　　　教育次長　　　　　　前城仁幹君


　　　総務課長　　　　　　浦崎直信君



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












○　事務局出席者






　　　局長　　　　　　　　義永栄善君


　　　庶務課長　　　　　　玉城三郎君


　　　議事課長　　　　　　新垣襄二君


　　　議事係長　　　　　　亀島美一君


　　　調査係長　　　　　　永山盛広君






　　　記録係長　　　　　　山城正信君


　　　主事　　　　　　　　徳村政保君


　　　主事　　　　　　　　上原洋子君


　　　主事　　　　　　　　山川恵美子君



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年第１３２回那覇市議会（定例会）議事日程第１号









１９７１年９月１８日（土曜）午前１０時開議








第１　会議録署名議員の指名


第２　会期の決定


第３　常任委員の選任


第４　議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について　（市長提出）


　　　議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について　　　　　（市長提出）


　　　議案第９３号　市道路線の認定および廃止について　　（市長提出）


　　　議案第９４号　町字界の変更について　　　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９５号　那覇市建築審査会委員の選任について　（市長提出）


　　　議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算　（市長提出）


　　　議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　会議に付した事件


　　　　　（議事日程に同じ）







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　これより、１９７１年第１３２回那覇市議会定例会を開会いたします。ただちに、本日の会議を開きます。諸般の報告をいたします。


　　１９７０年６月１３日付那覇市西新町３丁目４４番地、第一食糧株式会社取締役社長仲村兼信から提出された「市有地の賃貸料改訂について」の陳情は、現在総務常任委員会において審査中でありますが、陳情者からお手元に配付のとおり「取り下げ届」が提出されておりますのでそれにより取り下げることをご了承願います。


　　監査委員中山興忠ほか３人から１９７１年度５月分、６月分の例月出納検査の結果報告書が提出されておりましたので、ご報告いたします。７月２９日付琉球水道公社総裁大浜博貞および、８月１１日付、行政主席屋良朝苗から「意見書について」回答文書が送付されておりました。


　　その写は、それぞれお手元に配付してあります。８月２１日付、「陳情の処理経過および結果報告について」および９月１４日付、「議案の送付について」市長から文書の送付がありました。９月１６日付、市長から「議案の一部訂正について」文書の送付がありました。その写はお手元に配付してありますので、これによりご訂正願います。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は真栄城嘉園君、比嘉佑直君を指名いたします。


～～～～～～～～～～～～～～～～～～～







○　副議長（仲本安一君）


　　日程第２、会期の決定を議題といたします。おはかりします。今期定例会の会期は、本日から９月２４日までの７日間といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。



（「異議なし」というものあり）












○　副議長（仲本安一君）


　　ご異議なしと認めます。よつて会期は７日間と決定いたしました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　委員会審査等議事の都合により、２１日から２３日までの３日間は、休会いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。



（「異議なし」というものあり）








○　副議長（仲本安一君）


　　ご異議なしと認めます。よつて９月２１日から２３日まで計３日間は休会することに決しました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　なお、常任委員の配置に関し議会運営委員会を開く必要がございますのでこれにて暫時休憩いたします。







（午前１０時２５分　休憩）




（午前１１時５３分　再開）








○　副議長（仲本安一君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　副議長（仲本安一君）


　　日程第３、「常任委員の選任」を行ないます。おはかりいたします。常任委員の選任については、委員会条例第５条第１項の規定により、仲村正治君、宮里敏慶君、又吉久正君、宮城武君、中村昌信君、仲本安一君、瀬長フミ君、黒潮隆君、玉城栄一君以上９人を総務常任委員に、上原綱正君、喜久山朝重君、真栄城嘉園君、比嘉佑直君、島袋宗康君、金城吾郎君、(人民)国吉辰雄君、安見福寿君、辺野喜英興君、以上９人を建設常任委員に、喜舎場盛一君、平良信一君、金城重正君、高良文雄君、(社大)国吉辰雄君、金城甚松君、久高友敏君、大浜長弘君、椿秀義君、以上９人を経済民生教育委員にそれぞれ指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　副議長（仲本安一君）


　　ご異議なしと認めます。よつて、ただいま指名いたしました以上の諸君をそれぞれの常任委員に選任することに決しました。







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　日程第４、議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について。議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について。議案第９３号、市道路線の認定および廃止について。議案第９４号、町字界の変更について。議案第９５号、那覇市建築審査会委員の選任について。議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算。議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算までの事件を一括して議題とし順次提案者の説明を求めます。






○　総務部長（親泊康晴君）


　　議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について提案理由をご説明いたします。改正の内容といたしましては、市議会議員ならびに監査委員の報酬額を増額するとともに職業訓練所の入所試験委員等の報酬日額を新設し、あわせて条例を整備することであります。報酬改定に当つては、政府、および本土の類似都市との比較、また毎年改善されている一般職員の給与ベースとの関連等諸般の事情を考慮し、適正な報酬額になるよう図つた次第であります。市議会議員の現行の報酬額は２００ドルで議長、副議長も一律ですが、今回の改定においては、その報酬額を職責に応じて議長３６０ドル、副議長３２０ドル、議員２８０ドルにしようとするものであります。


　　なお、市議会議員の報酬額については那覇市特別職報酬等審議会に諮問し、その答申にもとづき改定するものであります。よろしくご審議くださるようお願いいたします。


　　議案第９０号那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について提案理由をご説明いたします。改正の内容といたしましては、市長、助役、収入役の給料を引き上げるため給料表の別表第１を改正するものであります。三役の給料の現行額は１９６７年７月１日に改定されたまま４ヶ年間もすえおきになつており琉球政府の主席、副主席や各公社の役員と比較しても低く、また本土類似都市の三役と比較しても著しく低いので、この格差を是正し適正な額に改正するためにこの議案を提出したものです。


　　なお、この改定案は那覇市特別職報酬等審議会に諮問し、その答申を得て作成されたものです。よろしくご審議くださるようお願いいたします。






○　経済民生部長（備瀬政太郎君）


　　議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部改正する条例制定について提案理由を説明申上げます。この条例は、奨学基金元金から生ずる収入でもつて、学事奨励に要する経費に充当することとされており、市はこれを特別基金財産として設置してありましたが、これが管理、運営のため１９６４年に那覇市奨学基金条例を制定し、更に一般篤志家からの寄付申出も受入れまして、基金とし、これから生ずる収益金でもつて経済的理由により修学が困難な学生に対し奨学基金を給付して有用な人材を養成するための資金に充当しておりますが、なお残額がある場合は、条例第５条によりましてこれを基金に編入することになつておりますので前年度分の残金４３７ドル２２セントを基金……（１５,００１ドル４０セント）に編入し、条例第３条の基金額を１５,４３８ドル６２セントに改正する必要がありますので本案を提案した次第であります。よろしくご審議くださるようおねがいいたします。


　　議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について提案理由をご説明いたします。


　　婦人の職場進出や都市人口の核家族化に伴い保育所に入所措置を必要とする児童が増加の傾向にあるため、本市においては、児童福祉の増進と市民生活の安定向上を図る目的で保育所の増設に努めておりますが、７１年度事業として大道保育所が総工事費６４,７００ドルをかけ去る４月に着工し、１０月末日まで完成する予定であります。そのため条例の一部を改正する必要がありますので、本案を提案いたしました。よろしくご審議くださるようお願いいたします。






○　土木部長（内間安春君）


　　議案第９３号について提案理由を説明いたします。本案はＣＳ７８号線外１１本の路線を認定することと、泊、安謝間公有水面埋立地域内に新設された道路３１本の認定および市道ＣＭ１４号線の一部を廃止するものであります。まず、ＣＳ７８号線外１１本の路線は首里および宇栄原、具志、上間、識名、与儀、樋川、の各字に位置する道路でありまして、各地域内の発展に必要な道路であります、従いまして道路交通の増加にともない、地域住民の生活向上と安全を図るため市道としての形体を整えるため認定するものであります。


　　泊、安謝間公有水面埋立地域内の第４次埋立新設道路は１９７１年４月に竣工した道路でありまして第３次埋立新設道路（１９６７年５月竣工）と一括して市道に認定するものであります。安謝港の開港によりまして、同港を拠点とする新設道路の整備が急務であることは申すまでもなく、今後の発展に備え、道路交通の増加と住民生活の活動に対応するため、市道に認定し、維持管理を図るためであります。市道ＣＭ１４号線の一部廃止は与儀公園内に位置する道路でありまして当該道路は園路として当然利用されるべき性質のものでありますが、市道として一般に供用されているため、車両が自由に出入し、道路施設の破損がめだち、園路としての役割を失われている現状であります、従いまして公園保全の意味から管理制度を明確にし、今後は園路として利用するため当該道路の一部を廃止するものであります。以上の理由により市道の認定および廃止について提案いたします。よろしく御審議のほどお願いします。






○　建設部長（水間平君）


　　議案第９４号、町字界の変更について提案理由をご説明申し上げます。


　１９７０年６月の定例議会の議決を得て告示した旧市街地の町界町名整理事業は土地区画整理事業の換地処分認可手続の準備とあわせて関係課をはじめ政府関係庁と実施の準備をすすめているのでありますが、那覇法務支局との調整の中で新らたに編入手続をとる地域が生じたのであります。即ち先に告示した泉崎２丁目の区域に上泉町１丁目および２丁目の一部を編入することと、上泉町３丁目の一部を字二中前にそれぞれ編入することであります。その為市町村自治法第６条の３の規定により本案を提案した次第であります。宜しく御審議の程お願い致します。






○　総務部長（親泊康晴君）


　　議案第９５号、那覇市建築審査会委員の選任について、提案理由をご説明申し上げます。


　　建築基準法第７５条第２項の規定により建築審査会の委員は建築、都市計画、公衆衛生又は行政に関し学識経験のある者のうちから議会の同意を得て任命することになつております。又、那覇市建築審査会条例第２条の規定により委員７名で組識することになつており、現委員が１９７１年７月３１日に任期満了になるので、引続き選任するために議会の同意を得たいので、この案を提案いたします。よろしくご審議くださいますようお願いします。










○　財政部長（伊波静男君）


　　議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算についてご説明申しあげます。今回の補正予算は、１９７３年度の日政援助事業に対する調査費を中心にして総額３３５,５４７ドルの追加となつております。款を追つて説明いたしますと、歳出の第１款議会費は、議員報酬の改正に要する経費として１３,６８０ドルの追加と議員欠員１人分の報酬、手当等の減３,５５０ドルで計１０,１３０ドルの追加であります。第２款の総務費は、三役と監査委員の給料および報酬の改正による増額分として３,１５２ドル、那覇市総合計画策定のための調査旅費その他事務費１,１７７ドル、財産管理費では首里金城町市有地の危険防止柵と市有地賃貸料収納事務費として１,１０７ドルと本庁庁舎の下水道直結工事不足分３,１３５ドル戸籍制度創設百周年記念式典表彰者の旅費４０２ドルで福岡沖繩戸籍事務所から送付された戸籍届其の整理のための時間外手当等５,６４５ドル、それに選挙費としては永久選挙人名簿作成のための経費８,１８８ドル、合計２２,８０６ドルを追加いたしました。第３款の民生費は、日政援助事業の老人ホームの設計委託費８,８８３ドル、１９７１年度分の大道保育所建設費を１９７２年度に再計上したのでありますが、前年度における未執行分の追加３,４５８ドルと保育所の給食センターの貯水そう工事５０８ドル、それに福祉事務所移管に伴う資料収集および調査のための特別旅費４２０ドル計１３,２６９ドルの追加となつております。第４款衛生費は、一般職給２人の減８,７７６ドルと部新設に伴う備品購入費５５５ドル、それに清掃工場用地購入費６２,４００ドル合計で５４,１７９ドルの追加でありますが、職員給の減額につきましては、当初予算編成のさい科目分類をあやまり、商工費に計上すべきものを、この款に計上されているので減額したものであります。


　　次に第５款労働費は条例改正に伴う職業訓練所講師の日額報酬の追加分として７５ドルを計上しました。第６款商工費は、先ほど説明しました衛生費からの組替えに伴う職員給２人分の増１０,２９３ドル車両１台維持費７２７ドルそれに、東、辻町市場の補修費１,６４２ドル計１２,６６２ドルを追加いたしました。第７款土木費には、道路橋りよう費として、日政援助事業の上間線外４ヵ所の調査測量費８６,６１５ドルと道路工事の標識購入費１,５６０ドル、河川費は古島地内琉球生コン前排水路工事費１３,９２８ドルと備品購入費の５８ドル都市計画費には、日政援助事業の寄宮地区排水工事設計委託１,９３６ドルおよび緑が丘ほか１ヵ所の公園調査費１８,０３０ドル都計事業の用地買収事務を促進するため車両購入および維持費その他調査旅費等で４,７５９ドル安謝橋～政府道４１号線間道路工事追加分２,８０６ドル、泊中通り道路の用地買収および物件補償等２８,７１９ドル、それに公園緑地の清掃と公園管理の充実をはかるための管理人報酬の増額等で４,４５８ドル、また住宅費は１９７３年度公営住宅建設用地造成の設計委託４,０８０ドル、公営住宅割増賃料調査のための用人料２,０７１ドル、市営住宅の共益費として５,００８ドル、それに石嶺高架水そう用地石積工事３,５００ドル等で土木費の合計は１７７,５２８ドルの追加となつております。第８款の教育費負担金には今回の教育区補正予算のうちの市負担分として４４,８９８ドルを追加計上いたしました。


　　以上で歳出補正予算の総額は３３５,５４７ドルの追加であります。これに対する歳入は１９７１年度事業の消防ポンプ自動車購入に対する政府補助金４,５００ドル、それに同じく１９７１年度分の公営住宅建設の起債収入５３,２７６ドル日本自転車振興会および全国市長会からの市民会館建設寄附金３３,８４９ドル、市営住宅の共益費収入５,００８ドル、それに前年度の決算剰余の繰越金２３８,９１４ドル計３３５,５４７ドルであります。以上で説明を終ります。よろしくご審議のほどをお願い申し上げます。






○　教育長（赤嶺貞義君）


　　議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算についてご説明申し上げます。今回の補正予算は歳入として市負担金４４,８９８ドル、政府支出金２１,６３５ドル、１９７１年度決算見込による繰越金５６,０００ドルの追加となつております。更正の分としては教育区債で充当すべき幼稚園々舎建築費の対応費が資金運用部の査定で減額され一般財源で充当するため２２,７４０ドルを更正し計９９,７９３ドルを追加する補正案となつております。


　　歳出の内訳を経費別に分類して説明しますと、まず、１９６９年度分追加費用の共済費として教育総務費で２,２４７ドル、小中学校および幼稚園で１２,５７２ドル計１４,８１９ドルを追加してあります。次に那覇市清掃条例の汚物取扱手数料改正に伴いこれを参考に手数料の値上分として、小中学校および幼稚園で３,５１７ドルを追加してあります。校地拡張関係では校地測量および登記料８５５ドル農作物補償費１,０８０ドル真和志中学校屋内運動場用地購入費３２,５４５ドルおよび建物の補償費１７,６００ドル古島幼稚園用地の借地料１,３６３ドルを追加してあります。


　　中学校の需用費および備品費関係では１９７２年４月より中学校教科書の改訂による年間指導計画印刷費２,３７９ドル屋内運動場の施設備品費４,０００ドルを追加してあります。


　　次に政府支出金で充当する管理職手当が小中学校で２１,６３５ドルを追加してあり、歳出追加額が９９,７９３ドルとなつております。


　以上で簡単に説明を終ります。よろしくご審議をお願いします。






○　副議長（仲本安一君）


　　本日の日程は全部終了いたしました。これにて散会いたします。


　きたる２０日午前１０時から本会議を開きます。



（午後１２時２１分散会）　









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












上会議録を調整し署名する。


　　　　１９７１年９月１８日











副議長　　　仲本安一　　　㊞　　









署名議員　　真栄城嘉園　　㊞　　









署名議員　　比嘉佑直　　　㊞　　
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	○　９月２０日（２日目）
	（午前１０時１７分開議）



	（午前１１時２０分散会）
















○　出席議員（２４名）






　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　１６番　　高良文雄君


　　２番　　中村昌信君　　　　　　１７番　　又吉久正君


　　３番　　瀬長フミ君　　　　　　１８番　　仲本安一君


　　５番　　喜舎場盛一君　　　　　１９番　　金城吾郎君


　　６番　　仲村正治君　　　　　　２０番　　黒潮隆君


　　７番　　　　欠員　　　　　　　２１番　　久高友敏君


　　８番　　上原綱正君　　　　　　２３番　　宮城武君


　　９番　　金城甚松君　　　　　　２４番　　真栄城嘉園君


　１０番　　島袋宗康君　　　　　　２５番　　比嘉佑直君


　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　２６番　　安見福寿君


　１２番　　　　欠員　　　　　　　２７番　　玉城栄一君


　１３番　　平良信一君　　　　　　２８番　　　　欠員


　１４番　　宮里敏慶君　　　　　　２９番　　椿　秀義君


　　　　　　　　　　　　　　　　　３０番　　大浜長弘君














○　欠席議員（３名）


　　４番　　辺野喜英興君（出張）


　１５番　　金城重正君


　２２番　　喜久山朝重君










○　市町村自治法第６１条による出席者






　　　市長　　　　　　　　平良良松君


　　　第一助役　　　　　　稲嶺成珍君


　　　第二助役　　　　　　前田武行君


　　　収入役　　　　　　　呉屋永得君


　　　総務部長　　　　　　親泊康晴君


　　　企画部長　　　　　　平良清安君


　　　財政部長　　　　　　伊波静男君


　　　経済民生部長　　　　備瀬政太郎君


　　　保健衛生部長　　　　内間武義君


　　　建設部長　　　　　　水間平君


　　　土木部長　　　　　　内間安春君


　　　消防本部長　　　　　具志清一君


　　　水道局長　　　　　　佐久川寛貞君


　　　人事課長　　　　　　宮平洋君


　　　総務課長　　　　　　石川源三君


　　　財政課長　　　　　　上原繁栄君


　　　民生課長　　　　　　真玉橋正勝君


　　　保育課長　　　　　　渡嘉敷真太郎君


　　　都市計画課長　　　　嘉手納是敏君


　　　建築課長　　　　　　金城幸男君


　　　道路管理課長　　　　糸数昌秀君


　　　下水道業務課長　　　屋良利彦君


　　　教育長　　　　　　　赤嶺貞義君


　　　教育次長　　　　　　前城仁幹君


　　　総務課長　　　　　　浦崎直信君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












○　事務局出席者


　　　局長　　　　　　　　義永栄善君


　　　庶務課長　　　　　　玉城三郎君


　　　議事課長　　　　　　新垣襄二君


　　　議事係長　　　　　　亀島美一君


　　　調査係長　　　　　　永山盛広君










　　　記録係長　　　　　　山城正信君


　　　主事　　　　　　　　徳村政保君


　　　主事　　　　　　　　上原洋子君


　　　主事　　　　　　　　山川恵美子君



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年第１３２回那覇市議会（定例会）議事日程第２号













１９７１年９月２０日午前１０時開議












第１　会議録署名議員の指名


第２　議案第９５号　那覇市建築審査会委員の選任について　（市長提出）


第３　議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について　（市長提出）


　　　議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について　　　　　（市長提出）


　　　議案第９３号　市道路線の認定および廃止について　　（市長提出）


　　　議案第９４号　町字界の変更について　　　　　　　　（市長提出）


　　　議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算　（市長提出）


　　　議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　　（市長提出）



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　会議に付した事件


　　　　　（議事日程と同じ）



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　これより本日の会議を開きます。諸般の報告をいたします。


　　９月１８日付、各常任委員長並びに議会運営委員長から「委員長及び副委員長当選報告書」が提出されておりましたのでその氏名を報告いたします。


　総務常任委員長、黒潮隆君。総務常任副委員長、中村昌信君。建設常任委員長、比嘉佑直君。建設常任副委員長、島袋宗康君。経済民生教育常任委員長、大浜長弘君。経済民生教育常任副委員長、(社大)国吉辰雄君。議会運営委員長、金城吾郎君。議会運営副委員長、(人民)国吉辰雄君。が互選されております。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　今期定例会において、本日までに受理した陳情はお手元に配付の「陳情文書表」のとおりそれぞれ所管の常任委員会に付託しましたから報告いたします。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。本日の会議録署名議員は安見福寿君、玉城栄一君、を指名いたします。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　日程第２、議案第９５号、那覇市建築審査会委員の選任についてを議題といたし質疑に入ります。



（「質疑なし」というものあり）








○　副議長（仲本安一君）


　　質疑なしと認め、討論を省略し採決に入ります。






○　副議長（仲本安一君）


　　議案第９５号、那覇市建築審査会委員の選出について同意することにご異議ありませんか。







（「異議なし」というものあり）








○　副議長（仲本安一君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり同意されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　副議長（仲本安一君）


　　日程第３、議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について。議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について。議案第９３号、市道路線の認定および廃止について。議案第９４号、町字界の変更について。議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算。議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算。までの事件を一括して議題とし質疑に入ります。






○　人民（国吉辰雄君）


　　議案第８９号についての質疑でございます。従来、議員平等の原則に立つてこれまで議員の報酬は正副議長、一般議員もおのおの２００ドルの報酬を受けておりました。しかし責任の度合いを考えて正副議長は交際費でカバーして来たわけでございます。ご承知のようにその交際費は機密費の性格を有するものであつたと考えております。ところで今回の報酬の改正によつて一般議員と正、副議長は差額を出しているわけでございますが、正副議長の交際費の支給はあるのかないのか、この点についてお尋ねいたします。






○　総務部長（親泊康晴君）


　　お答えします。従来の正副議長の交際費につきましては従来どおり支給するようになつております。






○　人民（国吉辰雄君）


　　答弁の語尾がはつきりしませんが支給するとおつしやつたのか、おつしやらなかつたのか。






○　総務部長（親泊康晴君）


　　支給するようになつております。






○　宮里敏慶君


　　去る６月の本会議におきまして議員報酬の件が提案されなかつた理由として財政困難だということを当局はおつしやつておりますが、しかし今議会に提案されております。これは財政事情がよくなつたのかどうか。その点をお尋ねいたします。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　６月定例議会では当初条例により諮問委員会を設置いたしまして答申を得ておりますが、そのときにはそれを改正するつもりでおりましたが、予算の都合がうまくゆかなくて見合わせました。その後、本会議あるいは委員会において次の議会に必らず提案したいということを申し上げました。今回は予算の枠が非常に小さくなつておりますので、当初は５万ドルぐらい入る計画でありましたが、今度１３,０００ドルぐらいで三役並びに議員の給与の改訂が出来るというので財源がみつかりましたので提案したのであります。






○　宮里敏慶君


　　６月議会の時点で財政困難により提案出来なかつたということでありましたが、そのときの提案しない理由として与党議員の一部の方々が反対して出来なかつたということでしたが事実であるかどうか。また、今回は与党議員はこれを納得しているかどうか、話し合いをしているかどうか、お伺いいたします。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　前回、提案しなかつたのは主に予算の都合でありました。今回は与党議員の皆さんが賛成だということになつて一応は提案しまして議会のほうで同意を得たいとこのように思つております。






○　上原綱正君


　　議案第９３号について２点だけお伺いいたします。ＣＭ１４号線の一部が現在認定道路として一般に供用されておるため、管理面に支障を来たしているので廃止したいということですが、園路として認定した場合にその管理維持面はどういうふうになるのか。園路としてこれを認定した場合に制約を受けるのかお聞かせ願いたいと思います。






○　土木部長（内間安春君）


　　ＣＭ１４号線の廃止について管理はどうするかということについてでございますが、ご承知のとおりこの路線は与儀公園地域にあります路線を市道から廃止しようということでございます。道路法の制約をうけますと当然一般の交通の用に供しなければならないということになりますので、この地域は公園でございますので交通上からも問題はありますし、また公園管理上からも問題がありますので、これを廃止いたしまして公園の施設として今後維持管理したほうが適切ではないかということでございます。






○　上原綱正君


　　もう１点。この廃止される道路が公園道路として指定された場合にどういうふうなことになるのか、ということをお答え願いたいと思います。










○　建設部長（水間平君）


　　お答えいたします。この道路は公園地域内に現在も入つております。そういうふうなことで公園の維持管理上、適当な方法で管理運営をしなくちやあいけないと考えております。原則といたしまして通過交通は禁止すべきじやないかというふうにわれわれのほうでは考えております。






○　上原綱正君


　　いまわれわれ沖繩全体のことを取り上げてみましても、それから那覇市の道路状態というものを取り上げてみましても、道路が舗装もされてない、整備されてない、ということを私考えるわけですけれども、この道路につきましてはいままで認定道路として相当の利用価値のある道路であると私は思うわけですけれども、この道路をいま公園道路として認定された場合に、あそこの交通のほうがさしさわりがないかどうかお答え願いたいと思います。






○　第二助役（前田武行君）


　　答弁いたします。このいま廃止される道路はすでに公園として指定されている範囲内に道路があるわけなんです。だからそこで道路として管理されるのか、市道として管理されるのか、公園として管理されるのか。それだけの違いでありまして、ここを道路としていかように管理運営していくか、それから公園としてどのような管理をしていくか。いわゆる公園内の道路として公園課のほうでどのように使つていくかという、その差が出るだけでありまして、その管理の問題については公園課のほうでどう考えるか。あるいは人間だけを通すか、車も入つていただくか。たとえば石嶺団地のあの道路と同じでありまして、やはり車も通つている。その管理はだれがしているか。やつぱり行政財産であるという観点にたつていただきたい。この管理の問題は、これは公園課がどのようにしていくか。場合によつては交通が十分果たし得るとなれば、ローラー・スケート場に使うか、あるいはもつと美化して植え込みを多くするか、あるいは、計画をじやまするような状態であれば公園に入つてくる道路とぶつつかる、これは公園課の計画としてやられるんで、それほど支障があるもんだとは考えておりません。






○　上原綱正君


　　いまの助役の説明を聞きますと、この道路については公園路のほうに認定されようともいままでどおりずつと車両の出入りもできるということであるのか。それについては、公園課のほうでなければわからないというふうなことであるのか。それをひとつはつきりしていただきたい。






○　第二助役（前田武行君）


　　答弁いたします。これはすでに公園として認定されているわけです。だから行政財産が重複して二つの行政財産が重なつている。だからすでに道路を認定したのが場合によつては間違つていたということです。だから何に使うかということになると、やつぱり公園の行政財産である以上公園管理の中で考えられるべきだ。だからいまのところは早急に現状をどうしよう、ということは考えられないわけです。しかし将来公園課がどう使うかということで、あの中に車を通さないということになれば、一般道路であればこれは警察の規制も受けますけれども、これは一般道路じやなくなつて公園の行政財産となりますと那覇市の権限だけで警察と合議する必要がないということで管理の問題が出るわけなんです。だから現在直ちにどうするということじやなくて、そのような重複した行政財産としての重なり合いがあるので、これは一応配慮すべきだということ。そこで公園の財産として、どのように運営するかということは、日本本土でも公園の中にも道路があるわけで車も通つているのもあります。そこは道路が整備された段階になれば子供たちに開放してローラー・スケート場をつくることも考えられるし、それから植え込みを多くして歩道だけに利用するということも考えられる。これはきようあすの問題じやなくて、公園に指定された以上市道認定された以上二つを明確に分離して管理していく。それだけのことであります。将来場合によればローラー・スケー卜場になるかもしれない。そういうことであります。






○　仲村正治君


　　「議案第９３号、市道路線の認定および廃止について」お尋ねいたしたいと思います。今回認定される路線の整理番号７５１号のＣＳ７８号線でございますが、これの起点がＣＳ１２号線で、終点が金城町２７番地の排水路の交点というふうになつておりますが、これからいたしますと何か袋路みたいな感じがいたしますけれども、どういう状態になるのかお尋ねいたしたいと思います。






○　土木部長（内間安春君）


　　お答えいたします。整理番号７５１ＣＳ７８号線についての終点が袋路になるんではないか、というご質問でありますが、この路線はいわゆる部落道路と申しますか、私道になつておりまして、地域が相当広うございまして、すなわち観音堂から琉大の女子寮に行く線と、さらに松川から試験場に抜ける線、その間にはさまつている地域でございますが、もともとからこの地域は住居が相当ございまして、坂道がございまして非常に不便な地域でございます。そのためにどうしても地域の住民の利便、さらに学道の設置がどうしても必要である。さらに観音堂から首里琉大女子寮に行く道路を市が工事した場合に、その取り付け部分が相当不便をかこつているので、その部分を改修する必要があるということで、今回市道認定して市がこの道路の維持管理を行なう。終点部分で文化財になつている金城町の道路がございますが、あの道路に通ずる道路でございまして袋路にはなつておりません。以上。






○　仲村正治君


　　見取図の説明によりますと、延長１５２メーター、幅員１メーター５０というふうになつておりますが、市道に認定する道路の幅員の基準というのが最低どれだけあればいいのか。それをお尋ねいたしたいと思います。










○　土木部長（内間安春君）


　　お答えいたします。市道の幅員の認定基準でございますが、これは去つた１９７１年の５月の１８日に訓令第４号で「市道の認定基準等に関する規程」ということを定めてございます。この第２条５項に〞市長が諸般の交通事情及び公共的な見地から市道に編入することが適当と認めた道路、たとえば通学通園道路〞というふうに条項を規定してございます。どうしても道路は車道でありますと、この３条に〞幅員を原則として４メーター以上〞というふうに規定してございます。けれども、通学路その他交通上どうしても専用歩道、専用道路が必要とするところに対しては歩道専用の道路をつくりましよう、ということでその場合の幅員の範囲は大体１メーター５０から３メーターだというふうな考え方になつております。そのひとつの例が横断歩道橋がございます。１号線にもそのほかにもございますが、これが幅員が大体１メーター５０から４メーター範囲内というふうなことの設置もされておりますので、そういう考え方で今後そういう地域に対しては歩道の設置だという考え方で市道を認定していきたい、というふうな考え方でございます。






○　仲村正治君


　　従来市内の道路の改修の問題についていろいろと市民の中から要望が出る場合に、認定道路でないので改修できないという返事がしばしば市当局から出ているようでございます。これについて改修をするのが先であるのか、あるいは認定をするのが先であるのか。この道路の要件からいたしますと、従来の市道認定できる道路としての条件、これが十分備わつていないという感じがいたしますけれども、今後は市長の判断でぜひ周囲の利便のために改修をしなければならないという場合には、従来の最小限４メーターの幅員でなくても市の認定道路として認定をし、維持管理をする考え方があるかどうか。その点をもう一度お尋ねいたしたいと思います。






○　土木部長（内間安春君）


　　お答えいたします。先ほども申し上げましたとおり市道認定基準を設定いたしまして、これの根拠に基づいて今後那覇市の市道を積極的に認定し、さらにその施設の改善を行ない、さらに維持管理をするという根拠を設定してございます。そのために道路法からの根拠といたしましても、市道を認定してその後に改修計画を立てて改修工事を行ない、さらに維持管理を行なうのがたてまえでございます。そのためにはいまの幅員４メーターの問題でございますけれども、原則といたしまして４メーター以上というふうなことがひとつの根拠でありますと同時にその他道路の交差点、車両の通行に支障がないという程度の角切りがあるとか、あるいは勾配の問題とか、あるいは道路境界の問題とかいうようなことを一応基準を明らかにしまして、今後積極的に市道として認定していこうと、しかし最終的にこの道路を１車線にするのか、あるいは２車線にするのか、１車線にすれば最低巾員は４メーターで現に巾員４メーターの道路の確保が十分できるかどうかというふうな問題もはつきりしてから市道として認定するのが建前ではないかと思います。






○　島袋宗康君


　　議案第９４号、町字界の変更について関連いたしましてお尋ねをいたしたいと思います。旧真和志に行政区域として楚辺区二中前、あるいは壺川、松尾、桶川というふうに行政区域が残つております。そこで、私どもそこに住んでいるのでたえずそこの行政区域内を楚辺区というふうに呼んでおりますけれども、たまたま旧真和志の現在の字楚辺というのがありまして、字楚辺と行政区域の楚辺というものが重複するわけであります。そこでこういつた行政区域ということと町名界の整備というものはこれは市にとつても非常に問題にしなくちやならないものじやないかというふうに考えております。たとえば同じ寄宮地域に平野、宮城区、二中前、楚辺区、大原、寄宮というふうな行政区域がありまして、郵便物の配達状況などを勘案いたしますと問題が多々あるわけであります。そういうことと関連いたしましてこの町名界の整備というものは早急にやるべきじやないかというふうに考えますけれども、日本復帰を来年に控えましてこういうものの整備についていかようになつておるか。その見通しについてお伺いいたします。






○　建設部長（水間平君）


　　お答えいたします。町界町名の整理につきましてはただいまのご質問の中にもありましたように、住民の生活と密接な関係をもつているわけでございます。ところでこの事業は市民に及ぼす影響が非常に大きいし事務的にも膨大な事業であります。そういうふうなことで全市に及ぼしていくということは現在の体制では不可能かと思います。そこで私たちの当面の計画といたしては区画整理事業、あるいは不良住宅街改造事業、そういうふうな事業と合わせて変更していくような形で町界町名整備を行なつていきたい。そしてそれを進める中で全市に町界町名の変更をして整備というものを進めていくと、そのような考え方をもつております。






○　宮城武君


　　補正予算書とそれから私どもが６月定例議会で可決いたしました当初予算との款項の打ち方の点をお聞きしたい。当初予算の予算書には歳入第１款は市税となつておりますが、今度出ました補正のほうではどうも款の打ち方がばらばらで違うようでございますけれども、これはどういうわけでこういうふうにして提出なさつたのか。何か理由があつたらお聞かせ願いたいと思うのであります。






○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。今回の補正予算につきましては本年度から予算編成の制度が変わりまして、当初予算の項目、あるいは条文とは全く関係なしに単独に編成することになつておりまして、そのようになつたわけであります。


　　　　（「聞こえません。もう一度説明して下さい」という者あり）






○　財政部長（伊波静男君）


　　もう一度申し上げます。予算編成制度の改正によりまして補正予算は当初の条文とかその款とは関係なしに、独立した形での編成をすることになつたのであります。






○　仲村正治君


　　議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算についてお伺いしたいと思います。歳入第２款寄附金１目総務費寄附金が３万３,８４９ドル補正されておりますが、それが市民会館建設寄附金というようになつております。この寄附金は年度当初においては予定されてなかつたのかどうか。さらにまたそれの支出が歳出第２款総務費の３目市民会館費として一般財源から充ててあるのを特定財源、その他に３万３,８４９ドルというふうになつておりますが、今後このような寄附金がふえるようなことがあるかどうか。


　　さらに歳出第３款民生費の１目児童福祉施設費の大道保育所建設工事費の不足分３,４５８ドルが補正増になつておりますが、この大道保育所の場合は工事中途において約１か月ぐらい、請負業者が倒産をして工事がストツプしておりますけれども、放つたらかされたために工事費が重んできたのかどうか。この２点についてお伺いいたします。






○　財政部長（伊波静男君）

　　お答えいたします。寄附金につきまして年度中途において予定されていなかつたかどうかということでございますけれども、一応考えられておりましたけれども確定するまでには至つてなかつたということでございます。さらにこのことについて今後まだふえる可能性があるかということにつきましては、これは先に助役が本土へ出張いたしましたときに確定しておりますので、その額は変わらないと思つております。保育所の問題につきましては当初予定した工事の未執行分が再計上した形になつておりまして、財政上の実質的な増減はないわけであります。






○　仲村正治君


　　市民会館の寄附金につきましては当初１６万ドル予定されておりましたけれども、その寄附金総額は幾ら集つたのか。その寄附金予定額に達せない分はどういうふうに賄つたのか。さらに今回日本自転車振興会、あるいは全国市長会から建設寄附金としてきておりますけれども、今回それがそのまま市民会館の運営費に入つておるようでございますけれども、寄附金として貰つた金を運営費に充てていいのかどうか。その２点についてお尋ねいたします。






○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。７１年度に収納しました寄附金は総額７万３,１０２ドル４３セントでございます。予算に計上した額に対する不足分は一般財源をもつて立て替えたわけでございます。さらに７２年度このたび計上いたしました３万３,８４９ドル６９セントにつきましては前年度で予算計上されていたわけでございますけれども、７２年度で入ることが確認されましたのでこのたび計上したわけであります。






○　大浜長弘君


　　９６号議案についてお尋ねいたします。さつき２３番議員からご質問がありましたけれども、部長の答弁では当初予算と補正予算の編成の仕方が変わつたというふうな答弁でございますけれども、今後補正予算には款が必ず変わるという意味なのか。あるいは今後はずつと１款は政府支出金になるのか。あるいはまた補正予算の１款に政府支出金があつたり、１款が寄附金になつたりするのか。その点をお尋ねいたします。






○　財政部長（伊波静男君）


　　今回の補正予算につきましては行政府地方課の指導もありましたし、また私どものいろいろな参考資料、あるいは研究の結果こうあるべきだと。当初予算と関係なしに条文、あるいは款を独立した形で補正したと申し上げましたけれども、今後もそのようにやつていく考えでございます。






○　大浜長弘君


　　どのように。






○　財政部長（伊波静男君）


　　今回と同じような様式でやる考えでございます。






○　大浜長弘君


　　今後の予算は、全部１款は政府支出金になるんですか。






○　財政部長（伊波静男君）


　　補正するたんびにかわつていくということでございます。






○　副議長（仲本安一君）


　　休憩いたします。



（午前１１時３分　休憩）





（午前１１時４分　再開）








○　副議長（仲本安一君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　大浜長弘君

　　では質問いたしますけれども決算の場合の１款は、一応当初予算では市税になつておりましたけれども、歳入の款が補正され、１款が全部違つておるわけです。そうなつてくると決算の１款は何々ですか。決算の１款は何をとるんですか、たとえば当初予算の１款は市税であるのが、補正予算では１款はいま政府支出金になつています。そうなつてくると次の１２月、３月からすると決算度の１款は何々ですか。






○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。決算、当初予算、それから補正とそれぞれ独立した予算になつておりますので、それはそれぞれに決算をしなければならないと考えております。






○　大浜長弘君


　　従来の決算の仕方は、７１年度の予算全体の決算をやつておりましたけれども、今後の決算の仕方は当初予算の決算と各補正予算の決算と別々にやるということですか、いまの答弁では。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　財政部長からお答えいたしましたが、私からも一点申し上げます。予算は様式が違いまして、当初予算もひとつの予算であり、補正予算もその都度独立した予算の形になります。ですから様式は変わつておりますが決算は決算で決算様式がございますからその款、項、目に補正されたものがみな集まるわけでありまして、それで補正予算も決算も独立したものになりまして、決算は決算様式によつてやられるわけでありますので、たとえば第１款、政府支出金と今回の場合補正予算は出ておりますが、決算の様式によつて政府支出金は一ヵ所に集まるということになるわけであります。予算様式がそれぞれ独立した形によつてできるということでございます。






○　大浜長弘君


　　これは琉球政府からの示達であるのか、あるいは自治省あたりからそういうふうないろいろの指導があつたのですか。そういうようなことも組み入れてやつているのか、どちらの示達ですか。その示達は必ず守らなければならないのか。本土政府もそういうふうにやつているのかどうか、その３点をお－伺いいたします。






○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。このことにつきましては地方課から文書による通達もございましたし、また本土の自治省から出ております。〞新しい市町村予算の建て方〞という参考資料の中にもそのようになつております。






○　宮城武君


　　本員は、これはたいしたことじやないと思いまして軽く聞き流そうとしましたが、財政当局はこれをもうちよつとお考え願いたいと思うんですよ、６月の当初予算の中で款の趣きというのはひとつの様式であるし、これは守つていただかなくちやならないと思う。私たちの議決も済んできた。しかし先ほどの財政部長の答弁は当初予算とは関係なく、補正は独立した形でやつていくんだというような答弁があつたと本員は記憶しております。しかし関係ないということはあり得ない、たとえば今後の決算との関係で助役は答弁をなさつておられたんですが、そのような関連、いろいろなもろもろの情勢からしまして１款はですね、款は款を合わさなくちやあどうしてこれが一緒になり得るかという理屈も成り立つと思うんですよ、そこら辺の皆さんの見解がありましたらひとつ述べていただきたいと思います。もう１点は、今後こういう形でやつていくのかといつたら関係なく補正の場合には１款が２款にもなり得るし、２款が３款にでもなり得るというふうな答弁もあつたわけです。そういうふうに理解していいのかどうか、これをひとつお答え願いたいと思います。






○　財政部長（伊波静男君）

　　お答えいたします。表現が舌足らずであつたことを認めましてもう少し詳しくご説明申し上げたいと思います。それぞれの補正につきましては独立した条文と款を設けまして、その結果につきましては当初予算の中にこの予算は入つていくわけでございます。従いまして決算に当たりましては当初予算の中にそれぞれ補正によつて入つていきますので、全体として決算されるということでございます。






○　宮城武君


　　ですから皆さん方が款は独立させてやつているんだということはもつともそのとおりである、原稿もそのとおりである、そうであるがゆえに１款は１款としてつなげという理屈なんです、ひとつは。何でいままでやつた当初の款を、前は６款で組んだやつを今回の補正予算の１款にもつてこなくちやあならなかつたか、１款は１款と結ばせなさいという考え方なんですよ、しかもこれが基本になるのは６月にやつた当初の予算であるとぼくは思う、そうしたらすべての面に何のひつかかりもなくスムーズにやつていけるんじやないか。それをなぜあえて６款を１款にもつてこなくちやならなかつたかということなんです。だから先ほどの自治省の予算の建て方の参考資料であるなり、あるいは琉球政府の指示があつたとするならば何で６月の当初でやらなかつたのか。当初予算の中でいまの１款、政府支出金とやるならば１款、政府支出金でいいんじやないかという考え方、しかし１款は市税としてやつた以上は、こういう中でも市税は市税の欄で款は当ててやつたほうが補正予算としては、やりいいということなんです。そういうことになるのか、そこを中心にして聞いているわけです。










○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。ただいまのご意見につきましては、私どもも、この補正予算を編成するときには十分論議をしたわけでございます。研究したわけでございますけれども、それでいろいろ私どもも疑問もありましたが本土においてもそういうふうに補正予算の場合は便宜上、番号を飛ばすことなく補正そのものの整理上のことだと思いますけれども、地方課の指示も指導もそういうふうになつておりますし、また本土の事例を見てもそういうふうになつておりますし今後の研究課題ともなるかと思いますが、一応本土の例にならつてこのようにしたわけでございます。






○　又吉久正君


　　先に６番議員からもご質問がありましたが、２款の寄附金、合計１０万６,０００ドル余りでございますが、その額をはつきり聞きませんでしたが幾らになつておりますか、７万３,０００ドル余りに、３万３,８４９ドルですか、合計はどういうふうになつておるか。






○　財政部長（伊波静男君）


　　お答えいたします。合計１０万６,９５２ドル１２セントでございます。






○　又吉久正君


　　当初予算で１６万ドルの寄附金を計上しておりまして、質疑の中で市長は１６万ドル越して必ず達成するというふうにおつしやつておられましたが、それからみると５万３,０００ドル余りの目標額を達成していない。それについてどういうふうないきさつでこれだけの目標額を達成できなかつたのか、これを具体的にご答弁願いたいと思います。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　お答えいたします。寄附金につきましては、申し上げましたとおり１０万ドル余りでありますが、これにつきましては私たちも１６万ドルに達成するよう努力をして、本土関係にも呼びかけまして幸い自転車振興会からも３万ドルもらうようになりました。一生懸命にやりましたがなかなか集まりませんのでこういう状態になりました。１６万ドル達成すべくいろいろやつてみたんですけれども、現実には１６万ドルの寄附金というものは非常に無理でございましてできなかつたような状態でございます。以上ご報告申し上げますが、とにかく１６万ドルという金が寄附金として非常に困難な額でありまして、いろいろやつてみたんでありますがこのような結果になりましたのでお知らせいたします。






○　又吉久正君


　　非常に努力はしたが１６万ドル達成できなかつたというような助役のご答弁でございますが、これは前任者のほうで確かに１６万ドル計上したと覚えておりますが、そこでその当時においても、平良市長になりまして、はたして１６万ドル集まるかどうかわれわれも非常に疑問視したわけでございます。そこで質疑の中で平良市長は十分努力して達成するとおしやつておられたのでございますが、こういう寄付金でございますので自信のないのは自信のないように、あるいは１０万ドルぐらいに落してやればこういうことにもならなかつたと思うわけでございますが、十分努力して達成するとおつしやつたのが、ここで５万３,０００ドルぐらい足りないということについて本当に努力しなかつたのか。市長は達成するというふうにおつしやつておりましたが、努力が足りなかつたのか。努力したがこれ以上どうにもならなかつたのか。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　十分努力したのでありますが、集まらないのを遺憾に思つております。本土の大蔵省あたりにも出かけまして本土でもらう寄付金については税金がかからないような処置を講ずるよう努力したのでありますが、集まらなくて遺憾に思つております。努力が足りなかつたといわれればそれまででありますが、私たちといたしましては極力１６万ドル集めるつもりでおりましたが、結果はこのような状態であります。私たちは十分努力したつもりであります。






○　又吉久正君


　　十分努力なさつたと思いますが、それでは国場組、赤丸宗、あるいは大城鎌吉さん、そういつたところにも１万ドルずつ要請されていたが、あれはどういうふうになつてるか、報告したように順調に入つているかどうか。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　国場組にも１万ドル寄付していただくよう交渉しました。市長もたびたび国場幸太郎さんにお願いします、ということでありましたが入りませんでした。企業にとつて１万ドルというお金は相当大きいのでありまして私たちは国場さんにもお願いしたんでありますが、額はいくら入つたか覚えておりませんが、そのとおりは入つておりません。具志堅さんもそのとおりでございます。



（「委員会付託」というものあり）








○　副議長（仲本安一君）


　　質疑を終結いたします。なお、議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９４号町字界の変更について。議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算。についてはその審査を総務委員会に、議案第９６号中、歳出、７款「土木費」は建設委員会に審査依頼。第３款「民生費」。第４款「衛生費」。第５款「労働費」。第６款「商工費」。第８款「教育費負担金」は経済民生教育委員会に審査依頼。議案第９３号、市道路線の認定および廃止についてはその審査を建設委員会に。議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について。議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について。議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算についてはその審査を経済民生教育委員会に。それぞれ付託いたします。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○　副議長（仲本安一君）


　　日程第４、報告第１６号、１９７１年度那覇市継続費繰越計算書について。報告第１７号、１９７１年度那覇市予算繰越計算書について。報告第１８号、１９７１年度那覇市下水道事業特別会計継続費繰越計算書について。報告第１９号、１９７１年度那覇市水道事業会計予算繰越計算書について。までの事件を一括して議題といたします。


　　本件についてはお手元に配付いたしましたとおり、市長から報告書が提出されておりますので、それによりご了承願います。






○　副議長（仲本安一君）


　　本日の日程は、全部終了いたしました。これにて散会いたします。来る２４日本会議を開きます。


（午前１１時２０分　散会）　








～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








　　上会議録を調整し署名する。


　　　　１９７１年９月２０日











副議長　　　仲本安一　㊞　　









署名議員　　安見福寿　㊞　　









署名議員　　玉城栄一　㊞　　


































第132回那覇市議会会議録









定例会




９月２４日（３日目・金曜日）















１９７１年第１３２回那覇市議会会議録（定例会）














	○　９月２４日（３日目）
	（午後１時１０分開議）



	（午後６時　０分閉会）











○　出席議員（２６名）






　　１番(社大)国吉辰雄君　　　　１６番　　高良文雄君


　　２番　　中村昌信君　　　　　　１７番　　又吉久正君


　　３番　　瀬長フミ君　　　　　　１８番　　仲本安一君


　　４番　　辺野喜英興君　　　　　１９番　　金城吾郎君


　　５番　　喜舎場盛一君　　　　　２０番　　黒潮隆君


　　６番　　仲村正治君　　　　　　２１番　　久高友敏君


　　７番　　　　欠員　　　　　　　２３番　　宮城武君


　　８番　　上原綱正君　　　　　　２４番　　真栄城嘉園君


　　９番　　金城甚松君　　　　　　２５番　　比嘉佑直君


　１０番　　島袋宗康君　　　　　　２６番　　安見福寿君


　１１番(人民)国吉辰雄君　　　　２７番　　玉城栄一君


　１２番　　　　欠員　　　　　　　２８番　　　　欠員


　１３番　　平良信一君　　　　　　２９番　　椿秀義君


　１４番　　宮里敏慶君　　　　　　３０番　　大浜長弘君


　１５番　　金城重正君






○　欠席議員（１名）


　２２番　　喜久山朝重君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












○　市町村自治法第６１条による出席者






　　　市長　　　　　　　　平良良松君


　　　第一助役　　　　　　稲嶺成珍君


　　　第二助役　　　　　　前田武行君


　　　収入役　　　　　　　呉屋永得君


　　　総務部長　　　　　　親泊康晴君


　　　企画部長　　　　　　平良清安君


　　　財政部長　　　　　　伊波静男君


　　　経済民生部長　　　　備瀬政太郎君


　　　保健衛生部長　　　　内間武義君


　　　建設部長　　　　　　水間平君


　　　土木部長　　　　　　内間安春君


　　　消防本部長　　　　　具志清一君


　　　水道局長　　　　　　佐久川寛貞君


　　　人事課長　　　　　　宮平洋君


　　　総務課長　　　　　　石川源三君


　　　財政課長　　　　　　上原繁栄君


　　　民生課長　　　　　　真玉橋正勝君


　　　保育課長　　　　　　渡嘉敷真太郎君


　　　都市計画課長　　　　嘉手納是敏君


　　　建築課長　　　　　　金城幸男君


　　　道路管理課長　　　　糸数昌秀君


　　　下水道業務課長　　　屋良利彦君


　　　教次長　　　　　　　赤嶺貞義君


　　　教育次長　　　　　　前城仁幹君


　　　総務課長　　　　　　浦崎直信君







～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～











○　事務局出席者






　　　局長　　　　　　　　義永栄善君


　　　庶務課長　　　　　　玉城三郎君


　　　議事課長　　　　　　新垣襄二君


　　　議事係長　　　　　　亀島美一君


　　　調査係長　　　　　　永山盛広君










　　　記録係長　　　　　　山城正信君


　　　主事　　　　　　　　徳村政保君


　　　主事　　　　　　　　上原洋子君


　　　主事　　　　　　　　山川恵美子君



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年第１３２回那覇市議会（定例会）議事日程第３号









１９７１年９月２４日（金曜）午前１０時開議








第１　　会議録署名議員の指名


第２　　一般質問


第３　　議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について　（総務委員長審査報告）


　　　　議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　（総務委員長審査報告）


　　　　議案第９４号　町字界の変更について　　（総務委員長審査報告）


　　　　議案第９６号　１９７２年度那覇市一般会計補正予算　　　　　　　　　　　　　　　　（総務委員長審査報告）


第４　　議案第９３号　市道路線の認定および廃止について　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）


第５　　議案第９１号　那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について　　　　　　　　（経済民生教育委員長審査報告）


　　　　議案第９２号　那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について　　（経済民生教育委員長審査報告）


　　　　議案第９７号　１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算　　　　　　　　　　　　　　（経済民生教育委員長審査報告）


第６　　陳情第１２号　下水道工事遅延による市税の減免道路復旧舗装費の早期計上方について　（総務委員長審査報告）


　　　　陳情第５０号　バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について　　（総務委員長審査報告）


　　　　陳情第　３号　市立図書館の早期設立について（陳情）　　　　　　　　　　　　　　　（総務委員長審査報告）


第７　　陳情第２３号　石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）


　　　　陳情第２７号　国場地内の排水溝整備拡張について　　　　　　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）


　　　　陳情第６１号　土地買上げに対する陳情　　（建設委員長審査報告）


　　　　陳情第２９号　若狭海岸埋立並びに観光センター建設について　　　　　　　　　　　　（建設委員長審査報告）


第８　　陳情第１６号　Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情　　　　　　　　　　　　　　　　（経済民生教育委員長審査報告）


　　　　陳情第２４号　第二牧志公設市場使用料減免措置の継続　　　　　　　　　　　　　　　（経済民生教育委員長審査報告）


　　　　陳情第１９号　農産市場の早期設置方について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（経済民生教育委員長審査報告）


第９　　継続審査申出について


第１０　決議案第２号　水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議　　　　　　　　　　　　　　（議員人民国吉辰雄君ほか１１人提出）


第１１　決議案第３号　ドル危機に関する要請決議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（議員金城吾郎君ほか１１人提出）



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～




○　会議に付した事件


　　　　（議事日程と同じ）



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２４日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿











総務常任委員長　　　　　





黒潮隆　　　









委員会審査報告書








　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第１０１条の規定により報告します。







記









	
			事件の番号
			件名
			議決の結果
	

	
			議案第８９号
			那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について
			原案可決
	

	
			〃　第９０号
			那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について
			原案可決
	

	
			〃　第９４号
			町字界の変更について
			原案可決
	

	
			〃　第９６号
			１９７２年度那覇市一般会計補正予算
			原案可決
	









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２３日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







総務常任委員長　　　　





黒潮隆　　　









陳情審査報告書








　本委員会に付託の陳情を審査の結果、下記のとおり決定したから会議規則第１３７条第１項の規定により報告します。







記









	
			受理番号
			件名
			審査結果
			措置
	

	
			陳情第１２号
			下水道工事遅延による市税の減免、道路復旧舗装費の早期計上方について
			一部採択すべきものと決定
			市長において措置することを適当と認む
	

	
			〃　第５０号
			バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免、土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について
			〃
			〃
	

	
			〃　第 ３ 号
			市立図書館の早期設立について（陳情）
			採択すべきものと決定
			〃
	









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２３日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







総務常任委員長　　　　　





　黒潮隆　　　　









閉会中継続審査申出書




　本委員会は、審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第１０２条の規定により申し出ます。







記




１．事件


　(1) 　陳情第１６号　市有地の賃貸料値下げについて


　(2) 　陳情第２５号　泊港の漁港として開放要請について


　(3) 　陳情第４１号　那覇新港営業倉庫建設用地割当陳情


　(4) 　陳情第５０号　株式会社首里バス株民間に譲渡方の陳情


　(5) 　陳情第４２号　土地譲渡に関する陳情


　(6) 　陳情第　１号　木材処理場用地及び輸出港貸与に関する陳情


　(7) 　陳情第　２号　土地随意譲渡陳情


　(8) 　陳情第　４号　漁業損害補償申請について陳情


　(9) 　陳情第　８号　那覇新港木材専用バース及び木材専用野積場指定設置に関する陳情


　(10)　陳情第　９号　那覇市安謝埋立市有地の譲渡又は貸与についての陳情


　(11)　陳情第３０号　アルミメツキ工場の増設に反対する陳情


　(12)　陳情第３６号　安謝新港埋立地払い下げについての陳情


　(13)　陳情第３８号　市有地（安謝埋立地）の特別売却方について陳情


　(14)　陳情第４０号　浮島神宮境内地無償譲渡の件


２．理由


　　上記１４件については、なお慎重に審査をする必要がある。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２２日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







建設常任委員長　　　　　





比嘉佑直　　









委員会審査報告書








　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第１０１条の規定により報告します。







記









	
			事件の番号
			件名
			議決の結果
	

	
			議案第９３号
			市道路線の認定および廃止について
			承認
	









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２２日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







建設常任委員長　　　　





比嘉佑直　　









陳情審査報告書








　本委員会に付託の陳情を審査の結果、下記のとおり決定したから、会議規則第１３７条第１項の規定により報告します。







記









	
			受理番号
			件名
			審査結果
			措置
	

	
			第２３号
			石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について
			採択すべきものと決定
			市長において措置することを適当と認む
	

	
			第２７号
			国場地内の排水溝整備拡張について
			〃
			〃
	

	
			第６１号
			土地買上げに対する陳情
			不採択とすべきものと決定
			

	

	
			第２９号
			若狭海岸埋立地並びに観光センター建設について
			採択すべきものと決定
			市長において措置することを適当と認む
	









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










１９７１年９月２２日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







建設常任委員長　　　　　





比嘉佑直　　









閉会中継続審査申出書








　本委員会は、審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第１０２条の規定により申し出ます。







記




１．事件


　　陳情


　　(1)　第１１号　　「琉生住宅小禄団地に対する水道施設の敷設について」


　　(2)　第１３号　　「水道施設の早期施工、下水溝の新設および市道の敷設について」


　　(3)　第１５号　　「真地地内道路整備について」


　　(4)　第１５号　　「崎山団地から、琉大女子寮東側に通ずる道路開設方について陳情」


　　(5)　第１７号　　「那覇高校裏（西側）排水溝並びに通路の整備方について」


　　(6)　第１８号　　「末吉町風致地区指定解除についての陳情」


　　(7)　第２２号　　「那覇市牧志第二公設市場発展促進に関する陳情」


　　(8)　第２５号　　「天久地内道路の封鎖解除について」


　　(9)　第２８号　　「古波蔵地内のアスフアルト舗装について」


　 (10)　第３１号　　「認定道路の補強工事並びにその整備方について」


　 (11)　第３６号　　「真地地内の上水道支線工事に対する陳情」


　 (12)　第３９号　　「都市計画に基づく壺川地域の道路の復活陳情」


　 (13)　第３９号　　「非細分地料の一部を区画整理事業の工事費に充当還付することについて」


　 (14)　第４３号　　「繁多川、識名、上間三地域の簡易水道還元補助について」


　 (15)　第４６号　　「識名地内の簡易水道に関する陳情」


　 (16)　第６９号　　「鏡原町内における道路の新設方について」


　 (17)　第３３号　　「古島地内の暗渠整備方について」


　 (18)　第３４号　　「寄宮地域土地区画整理事業の促進方について」


　 (19)　第３５号の１「那覇商業高校周辺の保安燈、街燈設置並びに横断橋架設について」


　 (20)　第３７号　　「通学路設置について」


　 (21)　第３９号　　「聖マタイ幼稚園前道路及び河川の整備方について陳情」






２．理由


　　以上２１件については、なお慎重に審査をする必要がある。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～










１９７１年９月２３日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







経済民生教育常任委員長　　　　　





大浜長弘　　









委員会審査報告書








　本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したから、会議規則第１０１条の規定により報告します。







記









	
			事件の番号
			件名
			議決の結果
	

	
			議案第９１号
			那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について
			原案可決
	

	
			〃　第９２号
			那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について
			〃
	

	
			〃　第９７号
			１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算
			〃
	









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２３日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







経済民生教育常任委員長　　　





大浜長弘　　









陳情審査報告書








　本委員会に付託の陳情を審査の結果、下記のとおり決定したから会議規則第１３７条第１項の規定により報告します。







記









	
			受理番号
			件名
			審査結果
			措置
	

	
			陳情第１６号
			Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情
			採択すべきものと決定
			市長において措置することを適当と認む
	

	
			〃　第２４号
			第２牧志公設市場使用料減免措置の継続
			〃
			〃
	

	
			〃　第１９号
			農産市場の早期設置方について
			不採択とすべきものと決定
			

	













～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～












１９７１年９月２３日　　








　那覇市議会議長


　　辺野喜英興殿







経済民生教育常任委員長　　　





大浜長弘　　









閉会中継続審査申出書








　本委員会は、審査中の事件について、下記により閉会中もなお継続審査を要するものと決定したから、会議規則第１０２条の規定により申し出ます。







記




１．事件


　　(1)　陳情第４９号　真和志公設市場使用料減免継続について陳情


　　(2)　陳情第２４号　牧志公設市場政策についての陳情


　　(3)　陳情第４２号　牧志公設西市場敷地返還請求に関する陳情


　　(4)　陳情第２３号　牧志公設西市場敷地返還請求に関する再陳情


　　(5)　陳情第２８号　牧志西公設市場問題について


　　(6)　陳情第４０号　牧志西公設市場敷地の明渡しについて


　　(7)　陳情第　７号　開南交番から平和橋に至る新設道路のでき上つている車道の部分の仮設市場の建物撤去に対する陳情


　　(8)　陳情第１９号　八軒食堂の家屋所有権返還について


　　(9)　陳情第３３号　若松公設市場第２期工事に伴う仮設市場に対する補償請求について


　 (10)　陳情第２２号　那覇市牧志第２公設市場発展促進に関する陳情


　 (11)　陳情第５４号　那覇商業高校周辺の国県市有地を解放し、那覇商業高校

　 　　　　　　　　　　高校の教育のために使用させる陳情


　 (12)　陳情第３５号　那覇商業高校周辺の保安燈、街燈設置並びに横断橋架設について






２．理由


　　上記１２件については、なお慎重に審査をする必要がある。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　これより本日の会議を開きます。


　　諸般の報告をいたします。各常任委員長から会議規則第１０１条の規定による「委員会審査報告書」および同規則第１０２条の規定による「閉会中継続審査申出書」が提出されておりました。９月２４日付、議員人民国吉辰雄君ほか１１名から、会議規則第１４条の規定により、決議案第２号「水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議」および議員金城吾郎君ほか１１名から、会議規則第１４条の規定により、決議案第３号「ドル危機に関する要請決議」の提出がありました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第１、会議録署名議員の指名を行ないます。


　　本日の会議録署名議員は椿秀義君、大浜長弘君、を指名いたします。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第２、一般質問を行ないます。


　　今回の一般質問の発言方法および発言時間については、議会運営委員会でご検討願つた結果、代表質問制を採用し、答弁を含めて新政会２時間、社大党３０分、公明党３０分、人民党３０分、という割り当てで発言を許すことになつております。なお、発言の順序は、お手元に配付の表のとおり、会派構成の多い順で行なうことに決定していますので、ご了承願います。宮城武君の質問を許します。






○　宮城武君


　　一般質問を行ないます。最初に財政問題につきまして市当局がお考えになつておられる基本的構想、あるいは復帰を明年に控えまして、すでに次年度の予算編成準備等が取り行なわれておるものだと思料いたしまして、その面についてお尋ねをいたしたいと思います。次に復帰対策、これは復帰対策になるかどうかちよつと時期的に疑問もございますが、今日まで出されてきたもろもろの問題、及び問題といたしまして提起されておる基地と自衛隊配備との関連において少々お尋ねいたしたいと思います。また復帰後の３割自治等ということばが巷間よく使われておりますが、お互いの生活基盤である地域社会と国家との関係、という面から少々市長の基本的なお考え方をお尋ねしてみたいというふうに考えて質問いたしたいと思います。最初に財政問題でございますが、これまで２回にわたる市長の施政方針の中で、市民要求の側に立つた市政のあり方、及びそれに基づく予算編成ということが高くうたわれてきたのであります。そのことが住民福祉を中心とする行政目的の達成に継がるものであるという趣旨のことをたびたび述べてまいつたのでございます。その点からいろいろやりたい事業、あるいは市民要求に早くこたえていかなくちやあならない問題等が山積しておる中で財政の事情から意はあつても力足りずいというふうなことが今日までしばしばあつたわけでございます。そこで今回お尋ね申し上げたいのは、復帰後の、現在本土の類似都市と那覇市における財政の格差、あるいは市民生活を中心にしたもろもろの社会資本と申しましようか、施設の格差等各般にわたるいろいろな差があると思うわけでございます。これに対応していくために今後長期財政計画というのをどのようにお立てになり、今後何を重点的にやつていこうとお考えになつておられるのか。しかも今後この予算編成について重点主義をとつていかれるのか、それとも市民全般の福祉を中心とする細切れのすべての要求を満たしていく、いわゆる総花的な考え方でやつていかれるのか。そこら辺をお聞きしておきたいと思うわけでございます。なお最近の新聞紙上における市長の基本的な考え方の一面が報じられております。いうところの港湾の一元化というのがいわれております。この港湾の一元化というのは今後の沖縄経済をはかる意味からもどうしても必要なことであるということはよく本員も理解し、これに賛意を表するものでございますが、今日まで市長がとつてこられた政策、及び政治姿勢からしてあれだけの港湾を整備し一元化して大型化していきましても、それを利用し得るそれだけの機能が完備できるか。あるいは那覇市を中心としてこの機能をフルに使えるだけの企業体、あるいは経済活動が営まれるのであるかどうか。それについてどのようにお考えになつておられるか。現在の経済活動の規模じやあとてもじやないがフル回転できないし能力を十分発揮し得ない。遊休施設になつたんじやあ意味がないというふうに本員は考えるのでございますが、それについて自信がおありなのかどうかそれをお尋ねしたいと思います。また他面、市長が打ち出されました那覇市の建設５ヶ年計画というりつぱな長期展望の計画書が出ております。その計画書の財政的裏づけを見ますとおおむね中央政府、本土政府と申しましようか、中央依存財源である。しかも今日行なわれておる本土の制度等を考え合わせました場合に対応費の工面、自己財源の捻出にどのような財源をそれに充てていかれるようとしておるのかお尋ねを申し上げたい。ちなみに７２年度の予算編成を見ますと私どもの市税でまかなえない部分、本土援助に対する対応費の工面というのは財産処分による収入というのがおおかたの財源をなしている。それを対応費に充てておられる。７２年度までは売払財産があつたからよろしいんですが、今後そういう売払財産もなくなればそれを補塡する財産をどこに求めておられるのか。また自主財源の確保というのをどのような考え方で今後運営をしていこうとお考えになつておられるのか。それをお尋ね申し上げたいと思うのでございます。さて予算編成につきましてこれまで市長がたびたび申されておりました戦災復興資金と申しましようか、それに類似したような何か特別措置なりを講じまして、沖繩に対する援助というのを獲得するんだという強い意気込みがあられた。それにこたえられるような制度、あるいは援助の可能性があるかどうか。あと一点、次年度の予算編成というのはこれから本土へ復帰する前年の予算編成最後の機会である。その機会に何か新しい継続事業をなし得るような大きい仕事ができるかどうか。それだけに見合う財政援助が得られるかどうか。そこら辺の見通し等をお尋ねしたいと思うのでございます。なお私どもの、個人あたりの市税負担に対する住民個人の還元率を見ますと７２会計年度によつては予算の段階では約４倍の還元率を見込んでおられる。はたしてそのような還元ができるかどうか、その確信の程をお尋ねしたい。次に基地問題と自衛隊の配備でございますが、私どもの基本的な考え方といたしまして、みずからの国土を、みずからの国民の安全を守るのはみずからの力で守つていかなくちやあならないというのはいま原則だと思います。私どもが反対しようが、しまいがいかなる方法においてもひとつの国策として自衛隊が配備されることは、これは確実であると思うのでございます。しかし市長は新聞紙上、自衛隊配備に対して反対の態度を表明なさつておられる。その反対の理由。自衛隊そのものが反対であるのか、沖繩に配備するのが反対であるのか、そこら辺を基本的にお尋ねをしたいということでございます。最後に自治と国家との関係におきまして、国家の存続を、国家の制度というものを私ども現在認めておるわけでございます。認めるがゆえに今回このような自治体の中で、生活を営んでおるわけでございますが、中央政府と自治体の関連ということは基本的な考え方としてどうしても市長に明示願いたいことは国家の政策、ちなみに国家を媒介とする国際社会との継がり、そういう中でもろもろの世界を相手にした経済政策の中で国家経済というのが確立されていくわけでございます。いまや１９世紀初期でいわれるような閉鎖国家ではなくてオープン国家になつておる。そういうふうな情勢の中で中央政府の打ち出していく政策如何によつて地方自治体に大きな影響を及ぼすことは理の当然でございます。そういう点から国家の政策転換に関する問題、あるいは年度ごとに行なわれる予算編成のあり方等は最も為政者として意を用いてそれを推察し、あるいは見極めて、みずからの態度を打ち出していかなくちやあならない重要なポイントであると本員は思うのでございます。そういう点から国家の打ち出す政策、特に今回留意を払いたいのは米国のドル危機、円の変動相場制移行に伴なうもろもろの経済情勢の変化というのが起きておるわけでございます。そういう中で市長は中央と自治体との関係、本土の政策転換に合わせてみずからの自治体運営というのを考えていかれるかどうか。そこら辺をお尋ね申し上げたいと思います。以上基本的な面をお聞きいたしまして、あと自席において質問さしていただきたいと思います。






○　市長（平良良松君）


　　お答えいたします。財政問題に関連して那覇市の財政運営、ひいては那覇市全体の運営構想についてのお尋ねでございますが、去る３月２７日に改正されました市町村自治法（１９５３年立法第１号）の第２条第４項に基づきこのたび市町村はその事務を処理するに当つては、議会の決定を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の運営を図るための基本構想を定め、これに即して行なうようにしなければならない、と規定されましてこのことにつきまして去る４月２１日付で琉球政府総務局長から「市町村自治法の一部を改正する立法の施行について」という通達がございました。そこで本市におきましてはこれまで３回に亘り那覇市建設計画を検討するとともに、８月の機構改革で企画部企画課に企画担当を新設いたしまして本格的に基本構想、基本計画及び実施計画の総合計画を策定すべくその準備に着手しております。特に基本構想につきましては、本市の置かれている自然的、歴史的及び社会、経済的諸条件に応じて将来の振興発展を展望する都市像を規定する長期的かつ総合的な計画であります。これは国、県の上位計画と適合するように配慮することとともに、地域の特性を活かし市民サイドからの自からの都市づくりを計画して、主体的に要求していくという性格の計画であります。また基本構想の内容につきましては人口、産業の基礎指数、資料利用について、本市の地域社会、経済のビジヨンを明らかにすること、市街地における施設の配置、交通通信体系、土地利用の構想などを定めること。そういうことによつて総合的な地域社会の構造を明らかにするものであります。この都市像をより具体的にする施策の大綱といたしましては市街地の整備、交通通信施設の整備、防災対策に関する事項。２番目に生活環境衛生、保健衛生、社会福祉行政、文化に関する事項。３番目に農村、水産業、中小商工業に関する事項。行財政の合理化に関する事項を原則として文言形式による必要があるものについては表、図表や略図などを活用して策定いたしたいと考えております。さて本市はただいま総合計画の策定を１９７３年３月までの約１年半の期間をもつて完了する計画であります。総合計画については基準年度を昭和４６年度（１９７１年４月～１９７２年３月）までとして、初年度を昭和４７年度（１９７２年４月～１９７３年３月まで）として、目標年度は昭和５６年（１９８１年４月～１９８２年３月）といたしております。計画期間につきましては、まず基本構想を１０年、会計年度として昭和４７年度から昭和５６年度（１９７０年４月～１９８２年３月）までとして基本計画を５か年及び実施計画を３年といたしております。特に今回は市民参加を企画し、条例で「那覇市総合計画策定審議会」を設置したいと考えております。以上総合計画策定の基本的な考え方を申し上げましたが、自らの地域社会を自らの手で主体的に計画し住みよくするための市議会議員のみなさん、または市民各位のご協力もご教授も仰ぎたいと思いますが、こういう基本構想をはたして実現するための財政措置、財政計画はどういうふうにするかという具体的な作業などのご説明には、のちに財政部長をしてご説明申し上げることにいたします。予算編成をどういうふうにやつていくかというような問題につきましても財政部長をしてご説明申し上げさせることにいたします。それからそういうことについての援助要請をしきりにやつているがその実現の可能性はあるかというご質問でございますが、はたしてこちらが要求するとおりものが出てくるかどうかは今後の本土政府の対応の如何によるもので予断を許さないし、また事実ドルシヨツクは沖繩だけのものではございませんで今後の日本経済にも相当きびしい波が押し寄せてくる。そういう中で沖繩の対策を強く要求することでありますが事態はけつしてそのような悠長なものではない、また安易なものではないと考えております。しかしこの点につきましては総理府をはじめ本土政府当局もしばしば沖繩の格差是正のためには極力努力をする、ということを言明されておりますし、復帰の時点において各自治体に補助の率も本土とは違つた特別の考慮をはらわなければならないということも明言されておりますので、われわれの計画が具体的でありそして肯定に価するというのであれば本土政府を動かして、この依存財源の獲得もできるんじやないかというふうに考えております。特に２５年に亘る格差の是正につきましてこれを短期間に成しとげるということになりますと、単なる補助事業じやなくしてやはりそこにはこの格差を是正する補助事業という考え方で推進いたしますというと、いきおいそこに地方自治体、県、市の対応費などの問題も出てまいりますので、その点につきましても特別の考慮をはらつていただくように再三要請をしております。でありますのでこの問題が実現するまでは県民を挙げて、この格差是正を十分に行なえるために、沖繩の財政要求をぜひ本土政府に理解してもらい、あるいは推進してもらうことに努力を続けなくちやいけないと考えております。


　　次に基地問題と自衛隊の問題について那覇市長は反対しておるがそういう国策に反するような態度でいいのかというご質問でございますが、この点について那覇市長の立場を一応みなさんにもご理解いただきたいと思います。本土政府はこのたびの返還協定や沖繩局地防衛に関する日米取り決めに基づきまして、近く沖繩へ自衛隊を配備する計画のようであります。その件で実は昨晩、防衛庁政務次官にお会いいたしましたら崎原のほうの小禄航空隊のわきにあるホイールエリアを明渡して、そこをぜひ自衛隊に使用させてもらいたい、市長の協力を頼む、というようなお話もございましたが、しかしわれわれとしてはご承知のように沖繩現地におきまして、行政主席をはじめ主要市町村長は自衛隊の配備に反対を続けております。それはご指摘のように反国家的思想や行動というものではなくて、沖繩の歴史的な体験に深く根ざし多大の犠牲をはらつて知つた沖繩戦の教訓として、県民の心に深くやきついておる反戦思想に根ざすものであると考えております。日本は経済成長による国力に応じて必要な防衛力を増強すべきであるという論理を進めております。また米国は日本に対しアジア諸国への経済援助を呼びかけておりますが、この経済援助が米国の戦略を側面から補ない、やがて軍事援助の性格にまで及んでくるものとわれわれは考えます。私たちはこのような方向で進むのを最も警戒しなければ、また去る太平洋戦争の二の舞いをするんじやないかというふうに憂慮しておるわけであります。１９７２年本土復帰に伴う沖繩県民の要求は、軍事基地を撤去し沖繩の土地を産業と都市開発のために活用させることであつて、琉球政府の長期経済開発計画も基地のない沖繩が前提とされております。那覇市の都市計画におきましても、市内における軍用地の都市建設への転用、道路、港湾、その他の公共施設を都市産業の基本施設とすることが前提とされているわけでございます。琉球政府および那覇市はこのような基本的な考え方をもつて復帰施策を要望してまいりました。特に那覇市においては、市内の軍用地開放が都市発展のため不可欠の要因となつていることは皆さんもご存じのとおりであります。私たちのこのような要望に対して具体的に何らの施策も提示されない前に、一番反対をしている自衛隊配備計画がまつ先に示されるということは、再び軍事優先の国策が沖繩に続けられることを示すものであつて、県民の願いとははなはだしく相違するもんである、私は以上の理由からこの自衛隊配備に強く反対をいたしました。しかし、そういう態度で地方自治をあずかる者が国の中央と裏腹な態度で仕事がやつていけるかとおつしやいますけれども、われわれは地方自治というものは名の示すとおり、自ら治めていく態度がなくちやあいけない。これだけ県民が戦禍にさいなまれ、戦後も基地あるがゆえに人権を無視されるような危険が続発している今日、しかもその基地の返還要求というものはほとんどなれてなくて、１２４件の基地の中から３３件を返えすといつておりますが、しかし実質的には何ら基地の重要さが変わつていない。そのうえさらに自衛隊を配置する必要がどこにあるかということを考えました場合に、三たび沖縄県民は万一のときに犠牲にすればいいといつた本土側の、きわめて打算的な沖縄差別がありありとそこにあらわれてきているのじやないかというふうにもわれわれ考えます。今日、沖縄が軍事上、戦略上重要な地点といわれておりますけれども、いまや、ミサイル兵器、核兵器、あるいはその他の恐しい兵器が発達している今日、もし戦略上の要点というのであれば世界いずこの海上であろうと、陸上であろうとみな要点に違いない。何を好んで沖縄だけをかなめ石にして十重二十重の軍備を押しつけてくるのか、われわれはその点については納得がいかない、あくまでもこれは、沖縄人を万一のときは見殺しにすればそれで済むんだといつたような安易な考え方をもつて沖縄を差別しているんじやないかというふうに考えまして、これには強い反対の意思を表明し続けてまいつたわけであります。しかし国の政治というものは戦前と違いまして主権在民が地方の民意をいち早く汲みとつて国の政策に具現しなくちやあいけない、これが政府の責任であろうと思うのであります。よしんばわれわれの反対が容れられようと容れられまいと反対すべきことは反対しなくちやあいけない、それが主権在民の民主主義の理念を貫いていき、新しい日本国家をつくつていく重要な要素ではないかというふうに考えます。戦前のように報復的な措置によりまして自衛隊に反対するのは交付税をやらないといつたような考え方は、万々一にも政府にも出てこないんじやないかというふうに思いまして、私といたしましては自衛隊の配備に対してはあくまでも反対を続けなくちやいけないというふうに考えております。またそうした反対意見をも取り入れて国の対外政策というものをそのつど軌道修正をしていかなくちやいけないんじやないか、いま本土政府におきましても、また与党、自民党の中におきましてもこの軌道修正のためのプランがあるように私どもみております。そういつた国民の声、国民の努力が積み重なつてこそ全世界の良識ある政策が生まれ国際的にも恒久平和がもたらされるゆえんであろうと思います。それを支えるものは何といいましても、やはり地方自治に携わるわれわれが率直に国民の声を中央に反映させるということが責任のひとつであろうと考えております。


　　次は、港湾管理の一元化についてのご質問でございますが、那覇港、泊港、那覇新港の三港は那覇市の地先にございます。管理運営上種々の問題があつて従来の管理の一元化ということがしばしば考えられてまいりました。すなわち那覇港は特殊港湾として琉球政府が管理し、泊港および新港は重要港湾として那覇市が管理しておる現状でございます。一元管理については、その利点として復帰に際しては本土法による港の資格の指定が特殊重要港湾として位置づけられるのに有利である。このことについては那覇市の要望もとり入れられまして、それに復帰対策要綱第二次分で明らかにされております。２番目に、管理の一元化を通して各港の占用、利用区分がはかられ、それぞれの港湾区分が使用目的によつてはかられる。３番目に今後の港湾問題、整理上も望ましい。４番目に港湾管理運営上または行政上もきわめて有利となるなどの基本的な事項について、管理者である琉球政府と那覇市は意見の一致をみておりますが、その管理者の決定が問題とされているわけであります。だれを管理者にするかということにつきまして４つの方法があるわけであります。すなわち、県が管理者になるか、那覇市が単独で管理者になるか、県と市による一部事務組合をつくるか、または港務局というものを設置して独立した管理をさせるか、いずれの管理が最も適当かについて政府と那覇市の間に過去数回にわたつて協議を重ねてまいりました。去る９月１日に政府は副主席、経済局長、及び関係部課長をお招きし、市は市長、両助役、関係部課長の間で協議の結果、結論といたしまして那覇市が管理するという方向で政府は積極的に取組み、９月中には局長会議を開いて決定して、管理の具体的な作業を進めることになつております。さらにそのことは９月３日の運輸省の港湾局にも報告いたしまして、運輸省も了解をいたしております。時期については現行の沖縄の港湾法の立法改正が必要とされそれがされることなどもあつて復帰時点で行なうことが得策だと考えられておりますが、そのほか財産の移管、職員の引き継ぎ問題等もありまして、現在これらのことについては作業を進めております。ぜひ新しい港湾構想が実現するように万全をきしてやつていきたいというふうに私考えております。






○　宮城武君


　　議事の進行運営についてお願い申し上げます。一般質問は皆さんのお手元に配付した表の中でおのおの各派時間割り振りになつておるんですよ、しかも通告制を採用しておる関係上、私どもは通告をしておる。いまの答弁は一体なんですか、過剰答弁もはなはだしいんだ、こつちは聞いているんじやあないんですよ、質問していない部分だけ一生懸命時間をかけておられる。自衛隊配備についても基本的には反対なのかどうかということを聞いている。一体なんですか、これは答弁なのか、親切だとおつしやるなら過剰答弁はやめていただきたい。私の質問は７分で終わつたんです、一体なんですかいまの答弁は、４０分も取つちやつて時間がないですよ。これじやあとても新政会の質問はできないですよ、そういう関係で一応休憩していただきたい。






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩いたします。


（午後１時５３分　休憩）



（午後１時５５分　再開）






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　宮城武君


　　先ほど市長の答弁の中で私の聞こうとしているところに触れてないんですよ。基本構想というものは、たとえば予算編成にあたりましても対応費の考え方であるとか、今の本土政府の援助のあり方でいいのかということと、対応費がそんなにかさんでゆくんだからそのために７０年度の自主財源は財産処分をして当てたじやないかと、今度売るものがなくなつたらどこに財源を求めるか、その基本的な態度というものを聞きたい。また港湾の一元化という考え方があるが、その運用をどうするかとかいうようなそんなチヤチな考え方を聞いているのじやない。港湾をそれだけ大型化してゆけばそれに伴う経済活動についてはどういう基本的な考え方をもつているのか。どういう大型企業を誘致するのか、あるいは貿易を中心とした都市開発をやるのかという基本構想を聞いているのである。将来、観光商業都市として発展してゆくだろうということはわかる。しかし、市長が今後どのような政策でのぞんでゆくかを聞いているんですよ。どうも人の質問を聞かないで自分で準備をした作文を読んでもらつては困る。しつかりした基本的なものをやつてもらいたい。自衛隊の問題についても基本的なものはわかる。ただし、市長はみずからの姿勢としてイデオロギイ的には反対でないといつておられますが基本的には反対なのかどうかを聞いておるんです。そこからしか論議が出てこない。基本的に反対であるとか何とかいつてもしようがない。そういうことなんですよ。いちいち作文を聞こうとはいつてない。基本的なものを簡潔にお答え願いたいと思います。それと財政当局に一つおききしたい、先程お話し申し上げましたように私どもも自主財源の枯渇していることは知つております。それについて私ども政治家の一人として心を砕くものであります。そういうところの自主財源の確保というものは大いに力をあわせて考えなければいけないと思います。今後の予算編成について今までの本土政府のあり方、援助率の問題、そういうもので本当に格差の是正、都市計画が出来るかどうか、明快にお答え願いたい。それだけの自主財源の確保に自信がありや否や、そういうところを聞いている。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　基本的方針につきましては市長から答弁がございましたが、ご質問の問題を二つに分けて簡単にお答え申し上げます。まず一番目に復帰後の財政の格差、それから各般の格差を埋めるためには財政計画はどうするかということでございますが、ご質問のとおりでありまして、これにつきましては現在那覇市と類似都市を比較いたしましていろいろの行政で５０％ないし６０％である。たとえば道路面積にしましても類似都市に比較いたしまして少ないので結局財政需要額が少ないわけであります。そのために財政需要額で計算されました交付税額は少なくなるわけでありましてそれがいつまでたつても格差が追いつかないということで、この前地方債課長がまいりましたときにもその旨を強く申し上げております。私、先月東京に行きましたときに、自治庁の次官にその旨を申し上げまして、決して現状における財政需要だけでは何年たつても格差は縮まりませんので、現われてない財政需要については特別にご配慮をお願いするよう申し上げております。その方向でこれからも政府にお願いする以外にないと思つております。それから予算の編成については重点政策にするのか、総花式にするのかということでございますが、役所の行政につきましては一貫して継続的にやらなければならないのでありますから、重点的な施行をしながらも、さらに継続的なものにつきましては計上してゆかなければならないと思つております。港湾の一元化につきましては第二助役からご説明いたさせます。那覇市の建設計画は中央政府依存である、対応費はこれからどうするかということでございますが、対応費につきましても先にお答えいたしましたとおり、対応費の分についても起債、たとえば今までは埋立地の処分なんかで対応費にあてておりましたが、起債につきましては長期低利にしていただくよう地方債課長にその旨申し上げております。そういうような救済策がなければ対応費の捻出は困難だと思います。






○　宮城武君


　　時間的に制約がありますので市長に簡単にお願いします。私が申し上げておるのは中央政府にどうしてくれ、こうしてくれというお願いではない。那覇市の経済活動の刺激剤になる、あるいは住民感情、経済胎動をどういうふうにとらえるかということでございます。港湾活動を中心にそれを述べたつもりであります。あれだけの港湾施設を大型化してゆく。これの管理をどうやつてゆくかという運営の方法を聞いているんではなくてこれだけの港湾を大きくすればそれに伴う経済活動があるはずである。皆さんがおつしやつておることは企業誘致をしようということであれば企業に反対であるとか何とかではそれは出て来ない。今後これに見合う経済活動、企業活動を充実させて市税なり、事業税等による自主財源の確保などいろいろあろうかと思います。それがあつたら述べてもらいたいということです。港湾を大きくしてゆけば当然それに伴う経済活動、胎動が出てくると思います。そこら辺の見通しがあるかどうか、それを市長にお伺いしたい。港湾の運営とか何とかじやないんですよ、那覇市の今後の経済活動をお聞きしているんですよ。






○　市長（平良良松君）


　　お答えいたします。那覇市の現在行つております新港計画をあわせましても、これが完成した暁に２８０万トン程の貨物取扱い能力しかない。そうすると復帰の時点ではたちまち狭隘を感ずる。さらに長期計画については年間の取扱いが７００万ないし８００万トンを予想しておりますので今の倍以上の貨物の取扱いをしなければいけない。さらに、それにプラスアルフアの要因があると思いますのでそういつた点で那覇市の産業経済の中心となつてゆく。さらに政府の長期計画とも見合わせまして那覇市が経済上、産業上どういうような義務を果してゆくかということをその都度政府と摩擦を生じないように、あるいは無駄な投資をしないようにいろいろと折衝してゆきたいと考えております。






○　宮城武君


　　どうも答弁がすつきりしない。政府の１０ヵ年計画というものは以前に発表されております。その中で那覇市の位置づけが一方的なものがあるにせよある程度はわかる。しかしそれに対する市長のビジヨンが聞けないのは残念であります。復帰に伴い現在本土の行つている援助のあり方、制度上の問題では到底どうにもならない点があると思いますのでそれに見合う方法を見出すこと。もう一点は、このようにりつぱな港湾を一元化してゆくというビジヨンは大賛成であります。それに伴う経済ビジヨン、胎動というものを考えて悔いのない産業を刺激していつて、率先して努力していただきたい。また、次年度の予算編成準備にかかつていると思いますが、それについてはすでにその作成に入つているわけでございますが、悔いのない新しい気分で予算編成にあたつていただきたいということを要望して質問を終ります。






○　喜舎場盛一君


　　教育長にお伺いいたします。本土復帰を明年に控えまして沖縄でもつとも大きい非合法的な政治団体沖縄教職会がこのたび３０日をもつて沖縄教職員組合として再発足するようになつております。その組合移行についてでございますが従来の教職員会と新しく移行される職員組合というのとはどのように異なりどのような利点、欠点があるのかご説明願いたい。二番目に新聞報道によりますと、その組合移行は会員の９０％以上の同意を得て組合に移行するというようなことでございますが、那覇地区職員組合支部、そこにおいてもいろいろと組合移行について、あるいは分会において意思決定がなされただろうと思います。本員の手元に沖縄教職員組合あるいは支部規約なるものもございます。支部におきましては９月１８日までに各分会において意思を確認、投票を行なうというような日程、この移行作業をやつておるようでございますが、那覇市においてこういつた確認あるいは移行についての意思決定につきまして何パーセント以上の同意を得たのか。あるいはまた中央においても１０％ほどのいわゆる同意しない教員がおられるということでございますが、那覇市においてはどの程度組合に参加しないという教員がおつたのか、これを説明していただきたい。３番目に教育長を含めていわゆる現在学校教育に従事している先生方あるいは教育長はじめ皆さんは公務員であるのか、あるいは労働者であるのかお答えを願いたい。以上質問いたしまして自席から再び質問を行ないます。






○　教育長（赤嶺貞義君）

　　お答えいたします。第一点、沖縄教職員会が沖縄県教職員組合に移行するということであるが、その場合その利点と欠点について、ということでございます。明確に利点は何か、欠点は何かということはたいへん困難でございます。と申しますのは、その利点は対極的にどうかということになりますと、実際にこの組合が移行した後の実績によつてしかわかりませんし、また客観的に教職員会の場合は任意団体でございまして、民法３４条の公益社団法人でございましたけれども、今度は労働組合に移行いたしますと労働組合法による労働組合でございまして、その場合、教職員会の立場からは利点、欠点ということはいえると思うわけです。教職員につきましてはいま一般の労働組合になるということにつきまして関心はもつておりますけれども、私たちは一応その自主的に決定する移行につきまして内部に介入することはできませんので利点、欠点については申し上げられません。なおこれにつきましてはいままでの性格とか、あるいは権利等についてどのように違うかということにつきましては調べてございますので後ほどその点につきましてお答え申し上げてよろしいかと思います。いずれにしましても、全住民に奉仕している、全体の奉仕者という立場から子供の教育を順調に進めていくためにどうか、ということについて私たちはいま関心をもつております。第２点、９０％以上の全沖縄教職員会員が移行に賛成であるという情報であるが、あるいは那覇地区でもそのような情報があるが、同意しない方が１０％あるというが、どうかということでございますがこれにつきましても同じようにたいへんすみませんけどお答えできません。と申し上げるのはこれは教職員組合側がこちらといつしよに話し合いの場、そういつたものを持つているんじやなくて、やはりそれは独立した教職員会の自主性に基づいて行なつているのでございまして、しいて言いますとこのことにつきましては労使不介入の立場が基本的かと思いまして、そのように明確に何パーセントが同意していないということも実際には情報を得ていないわけでございます。第３点につきまして、教職員は公務員であるか労働者であるか、というご質問でございますが、これにつきましては、いうなれば公務員でございます。そして労働者という定義によると、賃金をもらつてその対価として労働を提供しているという意味からは労働者ということになるわけでございます。結果から申しますと、教育公務員勤労者として住民に奉仕していると、こういうふうに考えております。　以上。






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩します。



（午後２時１５分　休憩）




（午後２時１８分　再開）








○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　喜舎場盛一君


　　教育長は教職員会から組合に移行されても、やはり全体の奉仕者である、ということで何ら利点、欠点はありえないんだ、なつてみなければわからないんだ、というようなご答弁でございます。全体の奉仕者、これはもちろん法の精神からいいましてそのとおりであると本員も思います。ところがこの全体の奉仕者である公務員が新聞紙上からみますると組合移行についてのいろいろの協議事項がございまするが、今後沖縄教職員会が、いわゆるスト権、団結権、こういつたのを強力に推進していくというようなことが真つ先に取り上げられております。そういうようないわゆる偏向的な一方的なこの行き方についてわれわれは心配するものでございます。従来の２５ヵ年間にわたる教育の格差是正が各方面から要望されてございます。ところがこういつたものはそつちのけにいたしまして、自分のいわゆる給料ベース、経済闘争を主体とする労働組合の運動を強固にしていくんだといつた方向に立つているこの組合移行に危惧を感ずるわけでございます。いろいろと問題はあろうかと思いますが、復帰になりますといろいろ合法的な法のもとに教育行政も運用されるかと存じます。こういう一方的な誤りは誤りとして現段階において行政指導をやりまして、りつぱな教育推進に励んでもらいたいと思います。さらに全体の奉仕者であるから一方的なことについてのみ組織をあげて団結行動してはならないと思います。真に教育の立場で組合移行を教職員の皆さんがほんとに誠意を込めてやつていくのであるならば、いわゆるスト権といつたものを公務員といたしまして放棄をし、そして憲法に自由、及び権利、国民はこれを乱用してはならないとございますし、児童はみずから権利を主張して、やはり勉強受けたいのでございます。過去のあの５.１９のゼネストの結果から見ましても、西原における児童が当日先生方が学校を放棄してなければ授業を受けにいつて交通事故にもあわないで済んだであろうけれども、あの５.１９ゼネストを決行したがゆえに尊い人命を失なつております。児童のそういつた授業を受けたいという権利を、ただ自分の経済闘争のために授業を放棄し、そうしてストをやる、そういつた矛盾点をこれから改めていつてもらいたい。こういうふうにお願いをし、さらにはあと一点お尋ねをいたしますが、この那覇市における組合移行について各学校の管理職にある校長、教頭、そういう方々も全員参加をして組合移行をするんであるのか。その点をご説明願いたいと思います。






○　教育長（赤嶺貞義君）


　　お答えいたします。組合に移行する際に那覇市内の校長、教頭がそれに加入するのか、ということにつきましてはこれも現在のところその情報を私たちは受けておりませんし、労働組合でございますので、これにつきましては加入する方もいるし、しない方もいるように法規の上ではなるかとも思われます。もつと研究してみたいと思うのでございますけれども、職員団体ではございませんのでその辺にちよつと問題がございます。なお、加入する、しないということは本人にかかつておりますので管理職がこれに加入するということにつきましても問題はいろいろあるかと思いますので、この程度のお答えしかできません。






○　上原綱正君

　　先にご通告申し上げました市民憲章、保健衛生についての質問に入ります前に当局にお願いを申し上げます。２３番議員のご質問に対しまして市長の答弁の中にいろいろ過剰な答弁、それからそれによるところのいろいろな説明をしておりましたけれども、一つご質問の問題点に触れてご答弁をしていただくようお願いしたい、かように思いまして今からご通告申し上げました市民憲章だけについてご質問をさせていただきます。私たち那覇市民であることに誇りをもつてみんなで明るい住みよい街づくりのために、進んで次のことを守りましよう、ということによりまして５項目によりますところの条項が謳われております。〞私たちは街を美しくしましよう〞〞公共物を大切にしましよう〞〞時間を守りましよう〞〞交通道徳を重んじましよう〞〞だれにも親切にしましよう〞と謳われております。このように１９６４年に明るい住みよい街にするためにりつぱな那覇市民憲章が制定され歴代市長及び市民憲章推進協議会の方々、また心ある那覇市民が非常なる努力をしてきたことについては了といたしますが、市民憲章制定して早や８か年にもなりますが未だに市民憲章に謳われておるところの１項目でも守られているとはお世辞にも言えないのが偽わらない実情だと本員は考えます。まことに残念でなりません。市長は今後いかようなる方策を立て市民憲章が那覇市民としての誇りの上に守られ明るい住みよい街の建設方針をもつておられるかお伺いいたします。あとは自席から答弁によつて質問を続行いたします。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　ただいま市民憲章についてご質問がございました。憲章は５つの事項が決定されておりますが一つも守られていない、ということでありますが、これにつきましては市民憲章推進協議会がございましてそちらで主にその活躍や広報活動を続けておりますが、ご承知のように当市から補助金も出しまして市民憲章推進協議会が主に推進団体にしているわけでございます。私たちは街を美しくしましようということで市民憲章推進協議会が毎月主催しまして、市の三役も毎月参加しまして清掃をして美しい街をつくりましようと努力をしておりますが、なかなか市民のみなさんの協力の足らないところもあります。たとえば公園におきまして公園を美しくするために電灯をつけますと石を投げて割つてしまう、そこで石を投げても当らないように金網を張りますと空気銃みたいなもので壊してしまうというような状態で市民の良識にもまたなければならないと非常に痛感しているわけでございます。あらゆる機会に自治会を通じ、あるいは役所の広報、市民の友を通じ、あるいは学校を通じ、あるいは青少年育成協議会の各地区、これは各中学校を単位としておりますがそれを通じても努力をしておりますがなかなかいかないというような状態で非常に困惑しております。しかしこれはやつぱり１９６４年に決められた一つの那覇市民の守るべき憲章でありますのでこれからも努力を続けていきたい、その憲章の目的が達成できるように継続的に力を注ぎたいとかように思つております。






○　上原綱正君


　　ただいまの第一助役のご答弁をお聞きしますと何かしら今まで通りのことを繰り返えして、継続的にやつていくんだというような考え方しかないんじやないかと、かように私は思うわけでございますけれども、一体ここで謳われており、８か年にもならんとしておるところの市民憲章について、今ごろそういつたことが守られないということについて、いかにすれば守ることができるか、ということを真剣に取組んでもらわなければならないと思つております。私たちのこの街を美しくしようということでございますけれども、１号線から国際通りに向つてまいりますと、政府の手前に入るところの久茂地川の問題でございますけれども、一体街を美しくするということがどういうことであるのか。ここを車で通つて見ても臭気ふんぷんとしておる状態です。ここを如何なる方法でりつぱな川として、りつぱな沖縄の県都としてもつていかれるか。これについてお答えを願いたい。さらに今私たちが国際通りや主要道路を毎日のように歩いておりますけれども、あの道路の横にございますところの公共物、それに電柱、そういつたものにいろいろの広告が出ております。それにつきましては私が指摘するまでもないんですけれども、そういつた広告はちやんとした報道機関がございますがそこを利用させるべく指導しているかどうか。また今後こういうふうなことが指導しても守られていかないということであれば、それを何らかの形でやめさせるような規制を考えておられるかどうかお伺いいたします。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　お答えいたします。河川につきましては現在河川に流れ込む汚水、あるいは汚物がその汚れの原因かと思いますので、そのためにわれわれは毎日工事を日夜続けております下水道工事、これにより幾らかでも河川が改善されるよう努力を続けております。河川の汚れは非常に複雑なものでありまして、いろいろの条件で汚れているんじやないか、たとえば都市の規模が小さい、あるいは今申し上げました下水道が完備していない、市民の自覚、そういうあらゆる総合的な面でこのように汚れているんじやないかと思います。それにつきましてはいろいろな面から対策を取るべきじやないかと思います。


　　さらにまた市民憲章制定以来８年も経過しておるのに何らの成果もないじやないかと言われますが私はそうは思いません。８年で那覇の街はきれいになつたと私はむしろこのように思います。たとえば歩道にしましても、河川の周囲に植えられた並木にしましても、あるいは与儀公園にしましても那覇市の街は８年間で大部私はきれいになつたと思つております。それから中央通りの広告につきましては、これは電柱に広告をしておりますが、配電会社、それから電々公社は道路使用の許可を受けております。そこにはそういうような条件も付いておりまして、電柱に貼られた広告は配電会社の責任で取らなければなりません。それから電話線の架設の電柱に貼られたものは電々公社が責任をもつて取ることになつております。そのことは配電会社及び電々公社に対し厳重に注意をしておりまして〞はげ〞というよう命令を強く出してあります。もしそれが違反であれば道路の使用許可を与えないということもできるわけでございます。強い姿勢で臨んでおります。それは電々公社も配電会社も呼び出して話し合つております。そういうことで指導しておりまして全然そういうものに無関心ではないということを一つご理解いただきたいと思います。






○　上原綱正君


　　みなさんが行政指導してもなおかつ今のようなことが続くということであれば、それを規制する考え方はないかどうか。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　都市ではたとえばそういうものに対する条例の設定が考えられますけれども、私たちは条例、あるいは罰則を作つてまで市民を規制していいかどうかというような疑問をもつております。もつと市民の良識に訴えてきれいにすべきじやないか、あるいは公共物を壊わさないようにすべきじやないか、条例でできないこともないとは思いますがしかしそこまでは踏み切つておりません。もし不足でありますならば市民憲章推進協議会にもつと助成をしまして、そこを中心にして推進していく。そういうような行政指導面のことは考えられますけれども、規制していくというようなことは今どうかというふうに考えております。市民の良識に絶えずそれを訴えながら市民憲章の趣旨を徹底していくという以外にはないんじやないかと思うのであります。






○　宮里敏慶君


　　私の質問は一つ復帰記念の特別国体について。二つ公園及び風致地区についての２点になつておりますが時間もございませんし、また市長もいらつしやいませんので一番目の復帰記念の特別国体について一つお伺いいたします。沖縄１００万県民の願望による本土復帰もあと１年近くで実現するようになりましたことは、まことに喜びに絶えない次第でございます。沖縄の復帰を記念するために１９７３年に復帰記念特別国体が開催されることになつております。この特別国体の開催に平良市長も相当ご努力なされましたことに対し敬意を表します。このたびの国体の中心舞台は那覇市の奥武山競技場であります。いま、琉球政府の建設局では特別国体に向けて環境整備と関連道路整備を急いでいますが、現在建設局の進めている特別国体関連道路７号線改修舗装、２３号線新設道路の２本でありますが、そのうちの７号線改修舗装は那覇軍港前を起点に那覇大橋の延長線を交点とした全長７００メートルで、その道路の幅員が２２メートルの四車線の規模であります。この道路の幅員拡張に７号線の周辺では９４世帯の約３５６人が立ち退き、または一部建物の取りこわしがありますなお、奥武山公園内に居住しているひと４２世帯、約２００名も国体による競技場の環境整備によつて全部立ち退きを余儀なくされております。市長は、特別国体についていま申し上げました奥武山競技場の周辺の環境整備に、琉球政府より協力方の要請があれば協力する意志がおありであるかどうか、もしあるとすればどういうふうに協力する考えであるかについてお伺いいたします。あとは自席からご答弁によりまして質問いたします。






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩いたします。



（午後２時４３分　休憩）




（午後２時４５分　再開）








○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。






○　第二助役（前田武行君）


　　お答えいたします。どのような趣旨で質問されたか明確でありませんが、奥武山公園の一部に住居やその他があります。それから７号線の立ち退きの問題、これらについて特に奥武山の公園内にある立ち退きの問題について、収用法の手続きを那覇市のほうでしてくれないかという要請もありましたが、この点について那覇市は、いま安謝から与儀へ約５００万ドル近い予算をもつておりますし、それから金城町のほうに土地買収問題としてだいぶ予算がついておりまして、この仕事で精一ぱいなんだというわけで収用手続きを那覇市のほうでしてくれということを一応お断わりしたことはあります。それから７号線の立ち退きなどについても那覇市のほうに大体どのぐらいの土地評価をすべきか、その評価についての依頼が来ております。これはおそらく那覇市のほうで評価のほうは引き受けるんじやないかと思われますが、何しろ那覇市も国体に向けて収用すべき土地が前年度の３倍、４倍、５倍というふうにだんだん数字が多くなつておりますんで、那覇市の陣容ではとうていそのような協力までは手が届かないんじやあないかとこのように考えております。






○　宮里敏慶君


　　１９５７年ごろと思いますが、当時の兼次市長のときに奥武山陸上競技場が建設されるということで、琉球政府から那覇市に対して協力方の要請があり当時の兼次市長は、いまの競技場のあるところにおつた奥武山区民、６０世帯ぐらいを若狭町に３０坪の土地を貸して移動させております。また引つ越し料として当時のＢ円の１万円を一戸当たりに出して協力をしておりますが、このたび国体が開催されるに当たつて、琉球政府からもしそういう要請があつた場合に、奥武山の区民並びに７号線周辺の方々で立ち退きになる方もおりますが、前兼次市長がやつたような協力ができないものかどうかお尋ねいたします。






○　第二助役（前田武行君）


　　国体に向けて那覇市が担当している事業、琉球政府が担当している事業、おのずから別々にありまして、政府がやつている事業につきましては日政援助がついて事業をやつているわけなんです。それに加えて那覇市が琉球政府の事業に対して金を出すということは、とうてい那覇市としては引き受けられません。しかし、もうひとつは立ち退きに際して、那覇市に土地があればその土地を提供してくれないかというような意味であると思いますが、現在のところそれだけの十分な土地を持つておりませんし、安謝の埋立ても港湾事業の背後地としていま計画しておりますし、そこで余るとか、そういうことが出ますとそういうことは十分考慮したいとこう考えておりますが、現在背後地の張りつけで余るか余らないかわからないし、かえつて足りない状態でありますので、その点は、那覇市としては現在非常に困難な事情にあります。答弁を終わります。






○　宮里敏慶君


　　いま第二助役のご答弁によりますと、政府からの協力要請があつても金銭面、代替地の面で協力できないということをはつきりおつしやつておりますが、特別国体ということは沖縄にとつては大きな記念事業であるが、何も協力しないというふうに解してよろしゆうございますか。






○　第二助役（前田武行君）


　　那覇市は大体２回にわたつて琉球政府をお呼びいたしまして正式に意見を聞こうということでやつています。第１回目は向こうに出向かれませんでしたので、向こうから来ていただいていろいろ話をしております。〞積極的な協力は惜しまない、しかしできることとできないことがある、事業分担もある〞とそういうことなんです。終わります。






○　宮里敏慶君


　　先ほど私は、金銭面ならびに代替地の援助ができないということかということを申し上げましたが、私が申し上げましたことをちよつと変更いたします。代替地については、先ほど助役はいろいろ検討して考えられることもあるということだし、その面について今後非常に協力することをお願い申し上げて質問を終わります。






○　仲村正治君


　　先にご通告申し上げましたとおり、新政会を代表して市政全般について当局の考え方をただしていきたいと思います。先ほどの答弁は、いろいろ限られた時間内での質問をいいことにいたしまして、ややもすると時間つぶしのような答弁があるやに見受けられましたけれども、われわれ議員といたしましては市政の正しい運営と進展をはかる考え方から、当局の行政執行と都市建設計画を見守る責務を市民から負わされているということを十分ご理解をいただき、当局の誠意ある答弁をお願いする次第であります。まず、第１番目に港湾行政についてでございますが、この件につきましては先ほど２３番議員からご質問がありましたので、あるいは重複する点も出てこようかと思いますけれども、なるべくそういうことを避けて質問をしたいと思います。ご承知のとおり今年は那覇市制施行５０周年の記念すべき年を迎えておりますが、那覇市の歴史は港とともに発展成長してきたと言つても過言ではございません。いろいろ交通機関の発達、あるいは変化等はあるにいたしましても那覇市のもつ那覇港、泊港、安謝新港は沖縄県の海の玄関として、また那覇市はもちろん沖縄県の産業発展の窓口として、県民の繁栄に果たす役割はますます増大し、その責務が重く負荷されていくことは申し上げるまでもございません。それと同時に那覇市の発展のバロメーターになるものだと考えるものでございます。去年の９月議会でも本員は那覇港の管理を琉球政府から移譲すべきであるということをその施設の改善と合わせて当局の考え方をただしてまいりましたが、幸い最近の新聞紙上で市当局が３つの港湾の一元的な建設計画、管理計画を琉球政府と話し合い、那覇港の管理移譲についても琉球政府が前向きに検討し、明るい見通しがあるやに承つておりますが、その管理移譲の時期と３つの港湾の一元的建設計画、さらにそれの資金的目途がどのようになつているかをお尋ねいたしたいと思います。２番目に復帰記念国体の準備に関する質問でありますが、まずそのために那覇市としては道路整備を急がなければならないんじやないかと思うわけでございます。那覇市は市内全域にまたがつて都市計画、道路の整備計画が立てられているが、それの達成状況がきわめて悪い。そのために都市の発展と産業の振興、市民に著しく不利益を与えていることを考えますときにまことに遺憾に思う次第でございます。これらの建設予算については、もちろん、ある部分については７０年度から７１年度、そうして７１年度から７２年度へと繰越し繰越しで予算の計上はなされております。それの繰越し累積で今年度は街路事業費として５１６万８,５２６ドルも予算計上されておりますが、今日までの当局の工事の進捗状況からいたしまして、はたしてこれがどの程度の予算消化ができるかたいへん疑問に思うものでございます。特に那覇市は７３年に行なわれる予定の復帰記念国体主会場に予定されている奥武山スポーツ公園と周辺の道路整備を急速に進めていかなければなりません。この問題につきましては先程１４番議員から質問のありましたように琉球政府が受けもつことと、那覇市がやるべきことといろいろあるというふうなことでありますけれども私はこの復帰記念国体が行なわれる機会に那覇市の都市計画としてやらなければならない道路の整備や、スポーツ公園の整備を促進すべきであり、当局としてもこのチヤンスを逃がしてはならないとかように思いますがこれに対して当局はどのように対処しているかお伺いいたします。第３点目に、下水道事業についてお尋ねいたします。下水道事業は当初１９６５年を初年度として１９７３年までの９ヵ年計画で実施されておりますがその後諸般の事情で１４ヵ年計画に変更されております。しかし過去２、３ヵ年の事業進捗情況が非常に悪い感じがいたします。これは去年、一昨年の下水道特別会計予算の補正減額からいたしましても十分推測されることでありますが地区ごとの実施年度のズレがないかどうか。さらに本事業は米国政府援助による政府補助金と市の対応費で執行されていると思いますが、それの比率と対応費の割合いはどうなつているか併わせてお尋ねいたします。あとは答弁によつて自席より質問を続けたいと思います。






○　建設部長（水間平君）


　　お答えいたします。臨時国体に向けての都市計画道路につきましては従来用地買収や物件補償が遅れましてその執行は非常に憂慮されたわけであります。そこで市といたしましては用地課を新しく建設部の中に設けましてその用地物件の補償事務を強化してあります。そういうようなことで７３年の３月までには大丈夫間に合わせるという体制を整えております。ただ安謝橋から内間の間で１２０万から１５０万ドルぐらいの予算の不足がございますのでこの点についても琉球政府、日本政府のほうともいろいろ話しを詰めてその見通しも明るいものがありますので大丈夫間に合わせることが出来ると思います。






○　企画部長（平良清安君）


　　国体準備についての那覇市のとりきめ、基本的な考え方について総括してご答弁いたしたいと思います。まず那覇市といたしましては復帰記念の国体に関しまして先程６番議員からご指摘のありましたようにこの機会に奥武山を中心とするスポーツ公園の整備、周辺道路の整備、そして漫湖の整備をあわせて、道路あるいは公衆衛生面を含めて強化してゆきたいとこのように考え、市としても琉球政府の復帰国体実行委員会の設立と相呼応して市独自の実行委員会なり、受入体制をとつてゆきたいと考えております。１４番議員からも質問がありましたのでこれまでの琉球政府の動きを若干説明してゆきたいと思います。特別国体は７３年５月３日から６日までで、日本政府主催、そして日本体育協会、琉球政府の共催ということで決定を見ております。琉球政府におきましては今日まで準備委員会を結成いたしまして主もに会場の選定、それから予算折衝をして来ております。会場はご承知のように那覇市が主要会場になります。競技種目は２１種目で競技別にいたしますと４６種別で参加チームは３８５、参加人員が本土側が２,７７１名、沖縄側が３５５名、計３,１２６名というふうになつております。予算につきましては運営費、施設費併せまして現在まで確定したのが４１億円でありますが、なお運営費と施設費の追加分として４７年度までに９億６千万円を要請しておりまして、また受入れ側の関係市町村の対応費といいますか、その分の７億７,１００万円を関係市町村への交付金という形で要請しております。従いまして琉球政府は１０月１日付で準備委員会を実行委員会方式に切り換えて正副主席が本部長、副部長となり各局長、４団体の長、受け入れ市町村の長を網羅した実行委員会を作ることになつております。その実行委員会のもとに１２の専門委員会が設置されます。これは具体的に総務委員会とか、式典競技委員会、交通警備委員会、競技専門委員会、輸送専門委員会、衛生専門委員会等々と１２の専門委員会があります。この１２の専門委員会におきましても関係市町村の部課長を網羅して専門的にとりまとめてゆく。その説明会を実はあした関係市町村の担当者を集めて持つことになつております。その中で先程から話しがありました、いわゆる琉球政府の分担事業、あるいは受け入れ市町村が行なう事業、事務等について明確な論議がなされると思います。那覇市といたしましてはこれまでの政府の考え方に触れまして問題を提起しまして選手だけで３,０００人ですが沖縄本島、日本本土からも少なくとも万余の観衆がメインスタジアムである奥武山に来ると思いますが、その場合のごみ処理、し尿処理の問題、漫湖周辺の整備を一体どうするのか、あるいは駐車場はどうするのか。現在まで予定されております７号線とか主要道路、主会場から他会場への道路は一体どこが負担するのか、その資金はどこから出るのか、その沿道対策、美化安全対策、をどうするか。さらに公衆便所これも単に会場周辺だけではなくて那覇市内を含めて公衆便所等も整備しなければならない。また下水、排水をどうするか、等々受け入れ市町村との作業分担が明確にされておりません。従いましてあしたの説明を受けて那覇市も関係部課で受け入れ実行委員会を作つて万全の態勢を作つてゆきたいとかように思つております。






○　土木部長（内間安春君）


　　第１点の港湾の管理上の問題といたしまして那覇港の移管の問題についてお答えいたします。先程市長からもお答えがありましたが、琉球政府と那覇市が協議した結果、時期的に現行の沖縄港湾法の改正が必要とされる、ですからこれを復帰時点において、いわゆる本土法の適用によつて一元管理、さらに移管したほうがよかろうということで現在のところ復帰時点で一元管理の移管をするということで話し合いを進めております。第２点の港湾建設について、ご承知のとおり港湾の一元管理につきましては管理体系の問題からではなしにいろいろの問題からそれが利点とされておるわけでございますが、しかし現在那覇地区の港湾貨物処理量が大体３００万トンの実績をあげております。ところが泊港、那覇港をあわせてもその処理能力が１３４万トンでありまして標準の貨物処理能力をはるかに突破しておるわけでございます。そこで現在那覇新港の現在の建設事業が進行しておりますが、これを併わせましても２７９万トンということで現在の貨物処理能力以下であるということで、新らしく港湾開発を図るべきだということを考えます場合に、さらに今後政府の策定いたしました長期経済計画によりましても少なくとも１９８０年には約８００万トン前後の貨物が推定される。そのうち那覇地区の港につきましては商業港区という位置づけを明確にしまして、そのうち６００万トンから６５０万トンの貨物の処理を推定しております。さらに５年後の１９７６年には貨物の処理能力を４６０万トンと推定しております。このような今後の沖縄経済の発展に鑑みましてその港湾の整備、開発は極わめて必要であるということがいえるわけでありまして、そのような長期の展望からいたしましても３港の一元管理は当然なことでありますし、また新しく港の開発につきましても早急に手をつけなければならない、ということでこれを計画いたしまして、また復帰時点にも備えまして本土政府の運輸省、港湾局ともいろいろ調整をし、あるいはまた具体的な計画の内容、あるいは問題点についてもいろいろと調整検討いたしまして、このわれわれが立てた計画を運輸省は承知いたしております。さらにまた現地調査もいたしまして、いろいろその面からの検討をいたしてございます。そのためにこれに対応するために１,５００メーターぐらいの岸壁が不足でありますので、これを優先的に施工しなければならないしそのためには現在の防波堤の外側に岸壁をつくる。さらにまた今後、広域的な港を考えまして、防波堤をさらに外側に設置いたしまして、那覇港、泊港、新港と合わした全体の保全という立場からも考慮いたしましてこのような計画をしておるわけでございます。その工費が概算いたしまして大体１７８億９,０００万円、ドルにいたしますと約５,０００万ドルになりますけれども、そのほかにまた機能施設、さらに背後地の都市行政、そういういわゆる施設で約１４億６,０００万円、ドルに直しまして約４０万ドルになりますがこういう計画を立てまして、先ほども申し上げましたとおり、その必要性、事業の効果、経済的な妥当性について詳細に、運輸省の関係各担当者と協議をいたし調整いたしております。これが今後の沖縄の開発、またそれに対する対応策としての港湾の必要性ということで、ぜひ実現する方向に努力していきたい。また本土の直接の担当である港湾建設局長以下の方々もそのことについて十分なご理解の上熱心に取り組んでおられるので必ず実現するものと思います。ところで財源の問題でございますけれども、少なくとも復帰した時点で現在の施工状況、あるいはまた現在の市の対応費の関係をよくする方向にもつていくべきであるし、また工事そのものも短縮施工しなけりやあならないということでは一応了解しておりますので、その面は今後少なくともいい方向にいきやせんかということで期待をしております。次は下水道の件ですが、下水道は従来ご指摘のように１９６５年から７８年度までの１４年計画で、これは９ヵ年を途中で事業計画変更いたしまして１４年計画の目標で現在施工中でございますけれども、途中実績がそうあがらないというご指摘もありますけれども、ところがこの事業費はほとんど米国援助金をこれに投入したために予算執行上この予算承認の時期がどうしても、１２月、あるいは１月になるのでそれで５月までの執行期間がないということで従来繰越されたり、あるいは不用額を生じたりというふうな事例を生じてきたわけですが、昨年度からこれを継続費の設定いたしまして予算が効率的に、しかも計画的に執行できるような措置を講じてきたわけでございます。その実績にいたしましては事業実施の１９６５年、６年はズレもありますけれども、それ以降の各年度においては大体実績どおりの成果をあげております。以上でございます。






○　仲村正治君


　　工事費の援助費と対応費の比率。






○　土木部長（内間安春君）


　　対応費の関係は現在先ほども申し上げましたとおり米国援助金を財源といたしまして、琉球政府の補助事業として実施されておりますが、その率は工事金の９１％というふうな補助率になつております。以上です。






○　議長（辺野喜英興君）


　　時間ちようどですので終わります。


　　　　　　　　（「ちよつと休憩してください」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩します。



（午後３時１７分　休憩）




（午後３時１９分　再開）




○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。


　　　　　　（「議長、いまの話まだ終わらぬでしよう」という者あり）






○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩します。



（午後３時２０分　休憩）




（午後３時２１分　再開）








○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。



（「でたらめだ」という者あり）








○　黒潮隆君


　　ドル危機と円切り上げ問題、そして２番目に水道料金問題について一般質問を行ないます。まず最初にドル防衛に対するニクソン声明以後間もなく、日本政府は円の変動制相場の実施に踏み切り、そしてそのために日本経済への打撃をはじめ、沖縄県民にも大きなシヨツクを与え、ドル価値の低下と相まつて物価の値上がりなど県民に大きな損失を与えていると私たちは見ております。そこで当局にお尋ねしたいのは経済状態のこういう昏迷の中で沖縄県民が大きな損失をこうむり、極度の経済混乱に陥り深刻な生活不安にさらされていると当局は見ておられるかどうか。２番目に水道問題についてお尋ねいたします。民政府、水道公社の一方的な水道卸料金の値上げ宣告によつて、関係２７市町村をはじめ婦人団体、高教組など、あるいは各政党が民政府、あるいは水道公社に抗議を行なつたわけでございます。しかるにそれを撤回しようとしておりません。また那覇市議会も全会一致でその撤回方を要求する決議を行なう予定になつておりますが、それでもなお値上げ通告を撤回しない場合に那覇市当局はどういう態度を取ろうとしているのか、すなわち水道料金の受け取り書、値上げを認めない場合に水道料金の値上げ拒否などがある場合、供託をしてまで反対闘争を組むのかどうか。それについてお答え願いたいと思います。そしてあとは自席で質問を行ないます。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　お答え申し上げます。８月１６日に発表されました米国の通貨制度に関する緊急措置につきましては、日本をはじめ欧州諸国でも米貨切り下げを主にした各国の通貨調整が非常に緊急な問題になつているようであります。日本におきましても９月２８日から変動相場制をとりまして、ご承知のようにドルの相場は毎日変動しております。新聞紙上を見ますと３ドル３７セント、３ドル３８セントというような状態であります。ですから実質的にはこの変動相場制といいますのは、円の切り上げを行なつたような結果になつておりまして、沖縄は現在ドルを使つておりますし、非常に沖縄のものが損失をこうむつているのはご承知のとおりだと思います。さらに沖縄が７２年に返還されるということでありますが基本的にはそれまではアメリカの行政下にありますので、ドルを使用するということでありこのまま推移をしていきますと沖縄のいろいろな政策上、あるいは沖縄県民の生活上非常に莫大な損失を被ることがわかります。そのためにすでにいろいろ各種団体が復帰前にドルを公定相場であります３６０円で替えてくれという運動を猛烈にしていると思います。すでに円切り上げの思惑をもちまして円建て貿易決済への移行、あるいは円切り上げの損失による価格の引き上げなんかが見込まれまして物価が高騰していくような状態であります。それで日本政府は取りあえずご承知のように貿易の差損金を補塡するために１０億ドルを計上し、さらに本土学生への送金に対する損失、すなわち学生が従来１００ドル貰つておつたのが１００ドルの価値がなくなつたというその損失につきましては１億ドルで相殺をするというようなことを本土政府は発表しております。そういう意味におきまして今ご質問がありましたとおり、市はどのような対策をとつておるかということにつきましてはみなさん、ご承知のように市にとつてもこの問題は非常に大きな問題じやないかとこのように思つております。さらに予算につきましてもそれだけの予算が、たとえば今２,９００万ドルの予算を組んでおりますが日本との取引きにおいてはその価値が下つていくというような状態になるわけでございます。逆に日本から貰う国庫補助金、これはどういうふうな措置をとるかしれませんが、一般的に考えられることは日本からくる援助の補助金につきましてそのまま計算していただく。沖縄にきた場合には高くなるというようなことが考えられるのであります。しかし一般的には予算もある程度の補正をしなければならない、あるいはその損金、差損につきましては本土政府が補助していただくというふうにしなければならないとこのように思つております。ご質問のとおり市においてもこの問題は重要視をしまして９月１日には、市長は市長会の会長としまして本土政府に強くその要請をしており書類にしまして、本土政府にほかの団体と一諸になりまして、沖縄のドルシヨツクによる不安の排除、すなわち即時３６０円で賛えてくれということを要請しております。以上であります。






○　第二助役（前田武行君）


　　お答えいたします。水道料金の水道公社からの値上げについての戦いをどう取組んでいくかというご質問でございますが、われわれはこの水道公社の水道料金の値上げに対しては、まず、布令８号であるところの水道公社設立、この中にある公社運営の手続きに反しているんじやないか、それから市町村と結んでおりますところの分水協定１２項にも反しているんじやないか、このような見解からそのような一方的な値上げ通告は違法であるという態度をとつておりますし、さらに復帰を前にして諸物価が値上がりしようとしておりその上また円の切り上げ問題で沖縄は混乱しようとしておる。その中で琉球政府や那覇市のいわゆる物価の値上がりを阻止しようという政策に反したような公共料金の値上げには絶対に応じられない、このような態度を水道協会、那覇市とも決定しております。われわれはいかなることがあろうともこの水道料金値上げに対しては最後まで戦い抜く覚悟であります。細いご質問でしたら水道局長から答弁させていただきたいと思います。






○　黒潮隆君


　　第１番目の質問については簡単に聞きましたけれどもかなり詳しい答弁がありまして、私の質問の要旨を認められたことだと思います。ところがその中に沖縄から本土へいつてそこで学んでおる学生への送金の差損補償額を１億ドルでまかなうというのはちよつと違うんじやないか、これは１億円であります。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　先ほどの答弁で１０億ドル、１億ドルと申しましたのは円でありますので訂正します。









○　黒潮隆君


　　そこで私がお尋ねしたいのは、今市長はじめ琉球政府、立法院、あるいはその他の民主団体、経済団体などが本土政府、あるいはアメリカ政府などに対して県民の要求を取り上げて戦つていることもよくわかるわけなんです。しかしながら依然として日本政府の態度は沖縄県民の要求に応えていないわけであります。先ほどの１億円の学生送金に対する差損補償、さらに貿易による本土から輸入される生活必需品の差損補償は１０億円であると発表しております。しかし本土から沖縄へ輸入される品物は今年は４億２,０００万ドルというふうに見込まれておるわけであります。そうしますと１００億ないし１３０億円なければ差損補償はできないということは、これは専門家が一致して新聞やあるいはラジオ、テレビなんかでも報道されておるとおりでございます。焼け石に水ということがはつきり言えるものだと思います。そういう方向で県民の要求を無視し続けるならばさらに物価がどんどん上つていき県民の生活がますます苦しくなります、日を追つてそのような方向にいくもんだと考えます。場合によつては５０％値上りしておる品物もあります。ですからそれは那覇市の予算にも大きくひびくものだと私たちは考えておりますがそのように市当局としても見ているのか。さらにひびくとする場合、先ほどの第１助役の答弁にもございましたように、この予算の落ち込みなどすべてドル防衛の中から出てきておるし、実質的な円切り上げがなされているのでその差損をすべて日本政府に要求していくということは正しいわけですが、その時期ですね、だいたいでよろしいと思いますが見通しですね、自治体の予算なども予算に計上したとおり執行できるような見通し、その時期をいつごろと見ておられるのかということについてお尋ねしたいと思います。　さらに水道問題になりますが、先日米国民政府に人民党が抗議に行つたときに、私も参加しましたが公益事業部長、この方とお会いしましたが分水協定の１２項、つまり６０日前に値上げの通告をし、その場合に計算の基礎などを示し、さらに双方が協議、同意の上改訂ができるものだと、いうふうに追求していつたらそうではなく一方的に通告して改正できる、というふうな解釈を述べております。さらにもう一つ注目すべきことは、この水道料金を４.８％を値上げすることによつて那覇市が年間約１０万ドルしか値上りしない。しかし那覇市の場合には、７１年度と言つておりましたが、それは歴年度なのか予算年度かはつきりわかりませんが、２０万ドルぐらいの純益があり黒字になつておる、そういう資料を手にしておる、ですから１０万ドル値上りしてもそのもうけの２０万ドルの中から操作できるといつています。そこで、もし、水道料金を値上げして市民へしわ寄せが来る場合は民政府の責任ではないかといつたら、それは違うんだ、それはみなさんの持つておる資料とは違うかもしれない、というふうに言つておりましたが、本当に２０万ドルという純益があるのか、そうなればずつと以前に那覇市の水道料金を５セントないし１０セントでも値下げをすることができたじやないのかというふうに私はみておりますが、そこら辺をお聞かせ願いたいと思うのであります。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　お答え申し上げます。ご質問の内容であります貿易の差損補償のため１０億円計上しておるがそれでは足りないということはよくわかつておりまして、そのためにその額を上げてもらうよう政府が、たとえば通産局長なんかも今朝の新聞によりますとそのための折衝に行かれるようであります。とても１０億円では足らないということはよくわかるわけでございまして、この面は市としても政府に強く要請していかなければならないと、このように思つております。それから予算の総体的な落ち込みにつきましては、その補償は本土の通貨政策による損失でありますのでこれは一般の県民の持つておるドルの交換と同様に、政府の政策によつて落ち込んだ差額でありますので当然政府にわれわれは要求すべきだとこのように考えております。それじや補償の見通しはどうかということでございますが、これはどうにも私たちはお答えすることができないわけでございまして、そのために副主席もその問題で行つておると思います。さらに各種の団体が行なつておりますがなかなかそのドルと円の交換問題についての発表は、何も日本政府は明確な回答をして下さらない。それはいろいろ国際通貨の問題、あるいはその投機的な通貨の流れ等もあつて発表できないかと思いますので、その見通しにつきましては今こちらでいつたというお答えをするわけにはまいりません。また私自身資料も持つておりませんので確答はできません。いずれにいたしましても通貨政策による問題でありますので日本政府に強く要求していいんじやないかと考えております。現在はアメリカの施政下にありますが、アメリカのほうに要求しましても高等弁務官はそれは自分の権限じやないということで、何ら得るところがなかつたというようなことが報じられております。われわれは仮に本土が円の切り上げをしますと、日本の一つの政策から出たことであるので日本本土にそれを訴えていいんじやないかとこのように思つております。今申し上げましたとおり予算の措置に対する補償の見通しについてはちよつと確答はいたしかねますのでご了承お願いいたします。






○　水道局長（佐久川寛貞君）


　　２０番議員のご質問にお答えいたします。先ほど米国民政府の公益事業部長が那覇市は２０万ドルの剰余金があるはずだ、それで充当したらどうか、ということだつたということでございますが、アメリカがつくつてある水道公社のつくられた基本法と現在那覇市の水道局でできておる基本法は基本的に違います。水道公社設立の基本法は布令第８号によるもんであることはご存じのとおりでございまして、これには当初から独立採算制ということは打ち出されております。ところが現在のわれわれ那覇市の水道局、あるいは水道事業をやつている分に対しては水道法ならびに公営企業法によつて、水道は独立採算制であるということが基本的に打ち出されていますので、こういうことに対して向こうの干渉、この利益金をどう使うかという釆配は一切受けないんじやないかとこういうふうに思つております。もちろん那覇市の利益剰余金は一切、未給水地区の解消のために、すでに処分されておることは那覇市の議会もよくご承知のとおりだと思います。先の答弁にありましたように、もしこういうふうに各市町村あるいは立法院、琉球政府全部が立ち上つてこういうふうな反対運動をしても、もしこれが強行された場合にはどうするかということでございますが、この分水協定につきましては６３年の時点において那覇市の議会で議決されたものでございます。従いましてこの分水協定の最も重要な項目である分水料金の変更については、そういう時点においては当然那覇市の議会におはかりしなければいけないとこういうふうに考えております。その時点はいつかと申し上げますと、現在の通告からいたしますと１１月の９日から効力を発生するということになつておりますので、１１月末の検針、１２月１０日ごろの請求書によつてはつきりあらわれてくると思います。この時点においてわれわれの阻止行動にもかかわらずこれを強行するかまえであるという解釈に基づきまして、１２月の定例議会に出して議会の皆さんの意向を聞きたい。これによつて行動したいと思つておりますが、現在当局自体の考え方としてはあくまでもこれを阻止していきたいとこういうふうに思つております。その時点で議会にはおはかりしたいとこういうふうに思います。






○　黒潮隆君


　　最後にお尋ねしたいが、ドル危機によつて円の変動相場制が実施されたことによつて沖縄の経済にも大きな影響を与え、そうして市民の生活にも大きな不安を与えているという点は皆さんお認めのとおりでありますが、このドル防衛の政策から発生してきた円の変動相場制の実施という過程が、どうして起きてきたかという点を明らかにしていただきたいと思います。なぜならばそういうことが明らかにされてはじめて、私たちはその闘いを大きく前進させることができるものだと考えております。結論から申し上げるならばアメリカの貿易収支の悪化、そこからドル防衛しなければならなくなつた。そうしてアメリカの経済に深く従属している日本経済などに大きな影響を与えているというふうに基本的にはいえるわけであります。そこでアメリカは今年の３ヵ月間で５５億ドルの赤字を出しております。そうしますと今年このような調子で赤字を出すとすると、年間２２０億ドルの赤字が予想されるわけであります。ところで去年の赤字は１０６億８,６００万ドルであります。そうしますと倍の赤字を出すということが明らかになつているわけであります。しかもそれは、これまでの１０ヵ年間の統計などももつておりますが、毎年毎年貿易収支が悪化して、しかもその赤字の３分の１がベトナム侵略戦争に使われているということは、アメリカの発表した予算数字の中でもあらわれております。年間３０億ドルもベトナム侵略戦争だけに使つております。もうけるのとそういうふうな軍事費に使うバランスが崩れてしまつております。そういう中から資本主義社会の中で通貨の王様として君臨していたドルの価値が下がつてしまう、そういうところから外国の資本家もアメリカに対して、ドル紙弊と金の交換を要求してくる。実際に発行されているドルの裏打ちとしての金、準備金もそれをまかなうことができないほど激しく減つてきているわけであります。こういうなかで同盟諸国である日本にも円の切り上げなどを強く押しつけ、そうして貿易の自由化などというふうな統制を避けてきているわけであります。したがつて、そうなるとアメリカのドル危機というのは単なるアメリカ経済の深刻化を意味するのじやなくて、資本主義世界全般の大きな経済的な危機だと思います。しかしそれは経済的な危機だけではなく、ベトナム侵略戦争に見られるように軍事的にも敗退をする。そうして政治的にも追い込まれる、経済的にもそういう方向に追い込まれるとみなければならないわけであります。したがつて私たちは、この問題はヨーロツパ諸国のようにアメリカのドル防衛の犠牲になるような方向での施策をするのではなく、やはり日本国民独自の国の経済を守つていくような立場からの円の問題の政策を進めていかなければならないのじやあないか、こういうふうに考えております。そこで時間があと４分ぐらいしかありませんので、かいつまんでどういうふうな姿勢に立つて進められていくのかという面をお伺いして私の質問を終わりたいと思います。






○　第一助役（稲嶺成珍君）


　　ご質問にお答えになるかどうかよくわかりませんですけれども、アメリカのいわゆるドル危機というものはよくわかりますが、そのよつて来たる原因につきましては、私は浅学非才でよくわかりませんが、問題はアメリカのドル危機に直面したところの沖縄住民の経済をどうするかに問題があるんじやないかと思います。いま欧州諸国もアメリカの経済政策の中で非常に困つておるわけでございますが、ニユースを見ますと、フランスの大統領は切り替え、切り下げなんてばからしい、フランスはフランスだけの政策を取るんだというようなことを発表しておりまして、非常にアメリカの政策に対して反発しているようであります。そういう国際的な問題は私よくわかりませんが、問題は直面したこの通貨危機で大衆の損失、公共的な予算の損失をどのように補償していくか、これが大きな問題だと思います。これはご質問にお答えになるかどうか知りませんが、本土政府は、かつてドルを一生懸命ためました。たとえば十数年前までは沖縄の子供たちが本土に出かせぎに行きましても儲けた金も送れない。それはドルのワクがあつたからであります。ドルを外国に流出させないようなドルの額の制限がありまして、十数年前までは沖縄の中高校を卒業した子供たちが本土に就職しても金も送れない、そうして日本は一生懸命にドルをためました。そうして小さいながらも沖縄は本土にとりましてはドル箱であつた。そのようにドルの制限をしながら沖縄の労務者がせつかく親に送金しようにもできなかつたように一生懸命ドルをためました。ドルが余り、そうしてドルが下がりました現在、本土ではドルの蓄積が膨大なものになつた今日、沖縄が余儀なく通貨として使つておつたドルにつきまして、本土の日本政府が考えないというほうはないと思います。沖縄の通貨はドルでありますから日本の円と替えて送くらなければなりませんが、それも制限されて送れなかつた。そういうふうに制限の上に立つてためたドルが膨大になりますと逆に今度はその沖縄のものを顧みないというほうはないと思います。私たちは沖縄の損失、あるいは市や県の予算におけるそういう損失につきましては、もつと強力に闘いを進めるべきだとこのように思つております。ただその姿勢だけを申し上げましてお答えになつたかどうかわかりませんが以上申し上げたいと思います。


○　議長（辺野喜英興君）


　　一般質問を終わります。時間を延長いたします。


○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩いたします。



（午後３時５４分　休憩）




（午後４時０５分　再開）




○　議長（辺野喜英興君）


　　休憩前に引き続き会議を開きます。


○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第３、議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について。議案第９４号、町字界の変更について。議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算までの事件を一括して議題とし総務委員長の審査報告を求めます。






○　総務常任委員長（黒潮隆君）


　※　議案第８９号　那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について


　※　議案第９０号　那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について


　　以上の２件については関連しますので一括してご報告申し上げます。


　　改正の内容といたしましては、市長、助役、収入役の三役と、市議会議員並びに監査委員の報酬額を増額するとともに職業訓練所の入所試験委員等の報酬日額を新設し、あわせて条例を整備することであります。


　給与額改定に当つては、市長、助役、収入役の給与の現行は１９６７年７月１日に改定されたまま、４ヵ年間も据え置きになつており、琉球政府の主席、副主席や各公社の役員、および本土の類似都市と比較しても低く、また毎年改善されている一般職員の給与ベースとの関連等諸般の事情を考慮し、適正な給与額になるよう図つたのであります。市議会議員の現行の報酬額は２００ドルで議長、副議長も一律であつたのが、今回の改定においてはその報酬を職責に応じて議長３６０ドル、副議長３２０ドル、議員２８０ドルに改正しようとするものであります。


　なお、市長、助役、収入役、市議会議員の給与額および報酬額については、那覇市特別職報酬等審議会に諮問し、その答申に基づき改定しようとするものであります。以上の説明を聴取したのち、質疑に入つたのであります。


　その主なるものを申し上げますと、今回の三役および市議会議員の給与および報酬の増額について本土類似市との比較、およびその実施時期、かつ財源の裏づけについて述べよということに対し、当局説明は、ちなみに那覇市に類似する本土８市を例示すれば、






　　　　　　　　　　　　議長　　　　副議長　　　　議員


　　　　　　　　　　　　　　ドル　　　　　ドル　　　ドル


　　　松山市　　　　３６１　　　　３１９　　　　２９２


　　　宇都宮市　　　４４４　　　　３８９　　　　３３３






　　　　　　　　　　　　議長　　　　副議長　　　　議員


　　　　　　　　　　　　　ドル　　　　　ドル　　　　ドル


　　　高松市　　　　４０３　　　　３４９　　　　３１１


　　　富山市　　　　３３３　　　　３０６　　　　２７８


　　　浦和市　　　　３８９　　　　３３３　　　　３０６


　　　大分市　　　　３６１　　　　３１９　　　　２７８


　　　秋田市　　　　３６１　　　　３１９　　　　２９２


　　　高知市　　　　３８９　　　　３４７　　　　３０６






　であり、その実施時期については、議案に示すとおり４６年１月１日である。なお、財源の裏づけについては６月定例会においては、財政需要の関係で操作できなかつたが三役、市議会議員を合わせおよそ１万３,０００ドル程度であり９月定例会において財源の目途がついたので今回提案をした。


　なお、今回の那覇市特別職報酬等審議会の答申に基づき増額を決定したということであるが、その具体的内容を示せということに対し、当局説明は、答申の内容は全会一致であり、第１点として、一般職は過去４ヵ年において約３９％の給与改定をみているが、特別職は６７年７月１日以降その改定をみてない。かりに特別職の給与が一般職員なみに改定されるとすれば、市長約８３３ドル、助役６５３ドル、収入役５００ドル、市議会議員２８０ドル、となる。第２点としては、本土復帰を目前に控え、先に述べた本土類似都市８市と比較し、平均値をとれば以上のごとくなる。


　さらに、電電公社、住宅公社、下水道公社等の役員等の給与ならびに報酬を考慮に入れ、平均値をとると


　　　　議長　　　　　３６８ドル、


　　　　副議長　　　　３２５ドル、


　　　　市議会議員　　２８０ドル、


　となり、本土類似都市８市の平均値に近い。さらに、市民から行政サービスをより多く要求される今日において、今回の給与ならびに報酬の増額に対して市民の間より相当の批判が出てくることが予想されるが、市の苦しい財政事情の中にあつて、なにゆえ来年の１月実施をあえて、今９月議会で条例改正を先んじてなさねばならなかつたのか、ということに対し当局説明は、諮問委員会の答申を得た以上は、その答申に対して最大限かつ早急に実施すべき義務があると思料し、去る６月定例会において提案すべきであつたが、財政の目途がつかないために遷延したが、１２月に実施するよりは現時点のほうが見通しが明るいということで今回提案したのである。


　以上の当局説明を聴取し修正案を聴取したのち、若干の質疑を交わし討論に入つたのであります。


　　　反対討論


　　議案第８９号「那覇市報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について」には反対するものでありますが、その前に、三枚目の監査委員の項の改正と、職業訓練所の手当については賛成であります。議員の報酬増額については反対いたします。


　理由といたしましては、現時点では妥当ではないと考えるからであります。いままで各委員からのご質問、当局のご答弁等によつて示されました本土の類似県や県内の民間企業、電々公社、その他の公社関係と比較なされていますように低いということは認める訳けであります。本土並みに引き上げることは重要でありますが、問題は現情勢では妥当じやないと考える訳けであります。と申しますのは水田大蔵大臣が８月２８日晩、記者会見で「２８日以降、従来の変動幅の制限を暫定的に停止する」と発表しました。これはただちにＩＭＦ（国際通貨基金）に通告されております。これによつて、本土の外国為替市場は「２８日から変動相場制に移行することになり、円は実質的に切り上げられることになつた」と２８日の琉球新報タイムス両新聞は報道しています。水田蔵相が発表しました変動相場制は「あらかじめ介入点を定めず、実勢に応じて随時介入する」というものですが、実際には円の対ドル相場が１０％に近づいた場合には介入を決意するものと見られている。と専門家もいつています。たとえば、最近の円相場を見た場合いちぢるしく変動があります。毎日の相場値の数字を申し上げますと、９月１５日の最終値が１ドルに対して円が３３７円７０銭（１６日　３３７円５５銭）（１７日　３３７円２８銭）（１８日３３７円０８銭）（２０日タイムス、夕刊では３３６円９６銭）７％を割つています。２１日朝刊に２０日の相場が３３７円００銭であります。


　このようにして、毎日々々円が切り上げられている現状からして専門家が発言しましたとおり１０％台まで来ることは間違いないと思います。


　ドル建てで補助金を要請した場合、切り上げられた値で交付されますと１０％落ちこむことは明らかであります。そうなりますと、那覇市の予算にも大きく影響することは予想されます。日本政府はドル危機を緩和するため１１億円の緊急支出をするといわれていますが、「１１億円のうち１０億円は生活必需物資安定資金で、１億円が本土留学生補助」で宣伝だけは大きくなされていますが現実には県民や市民は苦しい生活をしています。これも沖繩が本土に依存している必需物資のわずか２０％で焼石に水だということです。１００億円は必要とされています。ニクソンのドル防衛政策発表依頼物価も値上がりしています。輸入品の８割を本土に依存している沖繩では実質的に物価も１７％～２３％の物価上昇によつて生活の場で損失を受けています。ですから県民の不安は大きいのであります。平良市長を初め、市当局や更に県民が本土政府や、アメリカ民政府あたりに強力に折衝してこられた労は多とするものであります。また総務部長のご答弁にもありますように、きびしい情勢のなかではありますが、前向きの姿勢でドル危機を解決して行くべきであるというお言葉はもつともであります。しかし現実に県民の不安は大きく損失も受けて大きいのであります。特に台所を預かる婦人達にとつては深刻であります。１９日には３５名の婦人団体が本土へ折衝に行つています。財源はあるかも知れませんが、琉球政府の予算でも４５万ドル落ちこむことが予想されます。


　那覇市の予算にしましても大巾に落ちこむことが予想されます。さらに物価上昇によると市の予算に及ぼす影響も考えられます。そういうことでこれまで申し述べましたように日本政府の１ドル対３６０円の交換レートも或いは差損補償のメドもまだはつきりしない時点で報酬値上げを決定することは出来ませんので人民党を代表しまして反対を表明します。


　　　賛成討論


　　本員は社大党を代表し、修正案に反対し、原案に賛成する討論を行ないます。修正案の提案理由説明によると、議員報酬の引き上げについては異論はないが時期に問題があると言つている。しかしその点は来年１月１日施行ということで配慮されている。また、修正案は議員のみを削り、他は原案を認めているが他のものも報酬である以上は理論的にゆくならば矛盾するものである。


　したがつて修正案はただ政治的配慮、即ち心情的なことであつて、冷静な判断からするならばそのような態度は妥当ではないと考えます。


　　ところで、原案は当局説明にもあるように、


　㋑　本土との比較。


　㋺　過去４ヵ年余り上げてないこと。


　　さらに去る３月に私たち那覇市議会が全会一致で可決した那覇市特別職等報酬審議会条例による同委員会の諮問によつて一部改正が行なわれているのであり、何ら問題はないと思います。依つて、本員は当局提案に賛成し、一部修正案に反対いたします。委員各位のご賛同をお願いします。


　　　賛成討論


　　修正案に反対し、原案に賛成いたします。


　先に行なわれた賛成討論の理由とおなじである。本議案は去つた３月定例会において、那覇市特別職等審議会条例が全会一致で可決となり、その審議会の答申により条例化されている。この件につきましては反対討論の中にもあるように、それについては認めるが実施の時期については妥当ではないと云うことだが本議案については実施の時期が理由になつているが、これは、あくまでも妥当であるか如何が主たる理由であると考慮されるので修正案に反対し、原案に賛成する。


　以上、討論を聴取したのち採決に入つたのであります。


　採決の結果、賛成多数で原案通り可決すべきものと決定いたしましたので議員各位のご賛同を得たいのであります。


　　議案第９４号「町字界の変更について」審査の経過および結果について報告をいたします。本案は１９７０年６月の定例議会の議決を得て告示した旧市街地の町界町名整理事業は土地区画整理事業の換地処分認可手続きの準備とあわせて、関係課をはじめ政府関係庁と実施の準備を進めているのであるが、那覇法務支局との調整の中であらたに編入手続きをとる地域が生じたのであります。


　　すなわち、先に告示した泉崎２丁目の区域に上泉町１丁目および２丁目の一部を編入することと、上泉町３丁目の一部を字二中前にそれぞれ編入するものであります。委員会は、若干の質疑を交わしたのであるが、結論として本案については全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしましたので各位のご賛同を得たいのであります。


　　議案第９６号「１９７２年度那覇市一般会計補正予算について」審査の経過と結果についてご報告申し上げます。当局説明を聴取したのち歳入歳出ともに款をおつて審査をしたのであります。


　　まず、歳入について質疑の主なる点を申し上げますと、


　※　第１款、「政府支出金」、第１項政府補助金、１目消防費政府補助金について申し上げますと、


　問　4,500ドルは消防ポンプ車の購入費であるが、歳出第９款、第１目消防施設費において4,500ドルの減になつているが、その理由について説明せよ。


　答弁　１９７１年度において、消防ポンプ車を購入すべく予算計上したが、予算繰越となり、政府補助金は事業が完了しないと入らないので、消防車を購入した段階で政府補助金が入いるときに振り替えするということである。


　問　政府補助金について、これを市が一般財源から立替え、のちに振り替えるということだが、このような方法は妥当か如何、市財政に余裕があつたからいいものの、もしなければどうするか、理論上おかしくないか。


　答弁　立替える余裕がなければ再計上するということであるが、たまたま決算の時期に事業が完成しないので、年度内事業については年度内に執行するのが原則であるが、補助金というものは事業が完成しないと入らないので年度半ばの事業についてはかかる問題が起きる。


　　次に、第２款の第２項「寄附金」について申し上げますと、


　問　　当初予算で１６万ドル計上され、市長は努力してその目的を達成するということであつたが、その後どのような努力をはらつたか、なかんずく、国場組、赤丸宗、大扇会への各々の１万ドルの寄附依頼の件はその後いかようになつたか。さらに市長は本土にも寄附金募集に赴き、新聞紙上においても相当の成果をおさめたとあつたが、その額はいくらに達したか。


　答弁　すでに納入済額は全国市長会の分を加え、９万２,９６２ドル５３セントであり、日本自転車振興会の３万１,１１１ドル１１セントを加えると、１２万４,０７３ドル４３セントであり、そのうち琉煙　１,０００ドル、大扇会　１,０００ドル、琉鵬会　１,０００ドル、となつており、国場組は未納であり、さらに先の収納済額９万２,９６２ドル５３セントを本土と沖繩に分けるとおよそあいなかばしている。


　　次に歳出について質疑の主なものを申し上げます。


　問　　第２款、第１項総務管理費、２目財産管理費、１５節工事請負費の金城町危険防止柵工費４００ドルについて説明せよ。


　答弁　該土地は市有地であり、樋川不良住宅の改造にあたり立退者を移転させてあるが、そこは道路が２本あつて崖になつているので、子供の遊び場等の関係から危険なので柵をつくつてある。


　問　　該土地には樋川不良住宅街立退者が何世帯移転し、その割当面積は何坪か。また賃貸料の納入成績および滞納者の有無について説明せよ。


　答弁　該土地は総坪　１,４３２坪、割当筆３１筆　９３４.４０坪　であり、賃貸料は３仙～４仙で、


　　　※　賃貸契約者　　　２９世帯、


　　　※　賃貸借未契約　　　　４件、


　　　※　使用して賃貸料納入しているもの　１７件　５０２.３８坪


　　　※　使用して滞納しているもの　８件　　２２９.０２坪、


　　　※　未利用残地　２筆　　８２.００坪


　　　であります。


　問　　第２款第２項、１目戸籍住民登録費３節　職員手当５,５６１ドルについて、当局説明によると、法務局からの指示により、１１月末日までに戸籍関係事務を早急に処理せよということだが、本土と沖繩の関連において行なう業務についてこれを施行するに当たり、それに伴う経費について政府からなんらかの内示があつたか。また、那覇市自らの経費でまかなうということか。


　答弁　業務処理に要す経費の内示はない。なお、政府からの経費負担ないし補助金もない、ということであり、以上の当局説明を一応了承したのであります。


　　なお、経済民生教育委員会に係る


　　歳出


　　　　　　第３款　　「民生費」


　　　　　　第４款　　「衛生費」


　　　　　　第５款　　「労働費」


　　　　　　第６款　　「商工費」


　　　　　　第８款　　「教育費負担金」


　については要望として


　　１．老人ホーム建設用については市債によらず市有地を充ててもらいたい。


　　２．福祉事務所設置準備費の補助については、今後も強力に政府に要請してもらいたい。


　　３．衛生費の塵芥処理費については年度中途の補正予算であるため、残滂の埋立用地購入費６２,４００ドルの予算措置がなされているのみであり、したがつて次年度においては大幅な予算獲得に最大の努力をはらい、長期的展望にたつところの塵芥処理場についての抜本的施策を講じてもらいたい　旨の要望を付し、原案通り全会一致可決いたしました。との報告があり、さらに、建設委員会に係る


　　　　歳出　７款「土木費」については全会一致原案通り可決した旨の報告があり、討論は本会議において行なうということであり、表決の結果、賛成多数で可決すべきものと決定いたしましたので、よろしく各位のご賛同を得たいのであります。


○　議長（辺野喜英興君）


　　ただいまの委員長報告に対し質疑に入ります。






○　久高友敏君


　　ただいまの委員長報告に対して若干質問をいたしますが、議案第８９号についてでありますが、現在出されている議案は執行が１月からということになつています。その審議の中で１月からは財政の見通しが明かるいということも審議されているようでございますが、はたして１月からは市の財政、あるいは沖繩の経済が安定すると見て審議されたのかどうか。１月にあかるいというなら、１２月の定例議会でもおそくはないんじやないかというふうに私は考えますが、いさみ足でぜひ今度提案して今度審議しなければならない理由について審議されたかどうか。その点について委員長からご説明を願います。






○　総務委員長（黒潮隆君）


　　この１月１日から実施するものをあえて今回なぜ提案したかという質問がなされ、ただいまの委員長報告にもありましたように、特別職の給与の審議する審査委員会ですか、そこに諮問して全会一致で答申が出てきている、というところから早急にこの案を提出したい、というのが委員長報告にもありましたとおりであります。１２月あるいは１月にいくと市の財政事情が明かるくなるというふうな点については突つ込んだ質疑はなされておりません。ところが反対討論の中にもありますとおり、総務部長がきびしい情勢にはあるけれども、前向きの姿勢でドル危機を解決していくというふうな答弁が委員長報告にあります。さらに修正案を提案したときの質疑の中に、今回のほうがむしろ時期はいい、来年は選挙、市長選挙、県会議員選挙、さ来年はまた市会議員選挙があつて、３ヵ年ぐらいはこの時期を除いてはそういう特別職、議員の報酬を上げ、改正する時期はないんじやないか、というふうな議論はありました。






○　久高友敏君


　　私がいま質問しているのは、諮問委員会が諮問に答申したのは去つた６月議会以前である。しかし、その後沖繩にドル危機というような大きい嵐が来ております。そういうような情勢の変化が急に来ているけれども、それでも諮問委員会が６月以前に答申されたのは依然として正しいというように受け取つたのかどうかというような問題であります。つまりいま情勢が非常にこんとんとして今度決議されようとしているドル危機の問題でもいま市民がこのドル危機によつて非常に不安な生活を送つている。その中で、議案が決定されようとしているけれども、来年は選挙である。さ来年も選挙である。ということは、すなわち来年は市長選挙、さ来年は議員選挙だから、市民の抵抗が激しくないいまのうちに上げておかぬといかぬじやないか、というような心情的なもので審議したのかどうか。そのような審議あるいは発言、質疑等、何か説明等があつたのかどうか。これについてご説明願います。






○　総務委員長（黒潮隆君）


　　このドル危機によつて、円の変動相場制によつて沖繩の経済が苦しくなつた、市民も苦しくなるというふうなことは、つまりこの議員報酬や三役の給与を本土に比較しても低いという、そういうふうなのは基本的に認めるけれども、時期が悪いということについてはやはりそういう心情的なものか、というふうな質疑がありました。ところが来年も時期が悪いとか再来年も時期が悪いということについては、質疑の中で意見として出ていて、それについてはどうなのか、という質疑は交わされておりません。






○　久高友敏君


　　じやこの条例が可決されこの予算案が可決された場合、現行の７２年度那覇市歳入歳出予算において当初に組まれたもろもろの事業の対応費、あるいは消耗品費、あるいは通信費、ご承知のように郵便料もうんと上がつているし、ざつとこれらを計算しても相当の落ち込みが出てくるんじやないかと本員は予想するわけでございますが、たとえそのような落ち込みが生じたにしても現行予算に計上されている事業等を次年度に繰り越すような心配はないかどうか。そういう点についても言及されたかどうかそれについてお答えを願います。






○　総務委員長（黒潮隆君）


　　質疑の中で、たとえばこの紙類とか市が使つておる消耗品などはすでに値上がりしているのではないかというふうなご質問がありました。それについて当局は、そういう消耗品については年度当初で業者と契約している。またこの業者から何とも言つてこないのでその点は心配はないのではないか、というふうな答弁でございました。それから郵便料金も上がつているというふうなことが意見として出ておりましたが、それについての具体的な質疑、答弁などは交わされておりません。






○　久高友敏君


　　私の質問に委員長はまだ十分に答えてないわけですが、つまりそういうような小さい問題ではありますけれども、さらに今那覇市が今計画しておる事業、予算内に組まれておる事業には日政援助等が相当あります。琉球政府を通じて日政援助が入るがそれの対応費が相当あるわけでございます。このようなドルの危機、変動相場制によつてでも、現行予算で事業の執行ができるか、そのしわ寄せによつて来年に繰り越すような心配はないかどうか。そのようなことは審議はされたかどうか。






○　総務委員長（黒潮隆君）


　　今質疑されておるような形でのつっ込んだ質疑はなかつたんじやないかと思います。しかしそういうふうな市の予算の落ち込みはないか、というような質疑はなされております。ところがそれは今すぐはわからないんだと、たとえば１０億円の差損補償するけれどもそれになお追加していきたいという答弁はあつたが、どうなつていくということは今はわからないじやないかというふうなことだつたと記憶しております。






○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑を終結し討論に入ります。






○　瀬長フミ君


　　議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定については反対するものでありますが、その前に３枚目の監査委員の項の改正と職業訓練所の手当については賛成であります。議員の報酬増額については反対いたします。先ほど委員長の報告にもございましたとおりの趣旨での反対でありますが申し上げます。黒潮議員から先ほどドル問題について詳しいお話もありましたが、現時点のドルシヨツクの中で報酬を値上げすることは妥当ではないと考えております。今まで委員会の中での各委員からのご質問、当局のご答弁等によつて示されました本土の類似県や県内の民間企業、電々公社その他の公社関係と比較なされていますように低いということは認めるわけであります。もちろんこれはあくまでも当局が示された類似市の報酬の面でございまして、この類似市の予算規模については示されておりません。類似市でありましても沖繩に比べて予算規模は大きいのであります。さらに国庫からの交付金も多いのでございます。だからその面だけを比較して出すということには私たちはひつかかりがあるのであります。もちろんすべて本土並みということが今言われておりまして、報酬の面についても本土並みに引き上げることは重要ではありますが、現時点で報酬を値上げするということはちよつと考慮しなければいけないんじやないかと考えるわけであります。と申しますのは水田大蔵大臣が８月２８日の晩記者会見で「２８日以降、従来の変動幅の制限を暫定的に停止する」と発表しました。これは直ちにＩＭＦ（国際通貨基金）に通告されております。これによつて本土の外国為替市場は２８日から変動相場制に移行することになり、円は実質的に切り上げられることになりました、と２８日の琉球、タイムス両新聞は報道しています。水田蔵相が発表しました変動相場制は「あらかじめ介入点を定めず、実勢に応じて随時介入する」というものですが、実際には円の対ドル相場から１０％に近づいた場合には介入を決意するものと見られている。と専門家も言つています。たとえば、最近の円相場を見た場合、著しく変動があります。新聞に載つております毎日の相場値の数字を申し上げますと、９月１５日の最終値が１ドルに対して円が３３７円７０銭、１６日が３３７円５５銭、１７日が３３７円２８銭、１８日が３３７円０８銭、２０日が３３６円９６銭となつて７％を割つています。さらに２１日の朝刊では３３０円でございます。そしてきようの新聞を見た場合にはＩＭＦは各国の蔵相会議に１５.６％の値上げを要求するということが載つておりますが、日本政府はこの相中を取りまして１２％を押えているということでございます。そうなりますと、この円が１２％も切り上げられますと、沖繩県民に対する損失は非常に大きいのであります。今私たちの生活を見ましてもみんな非常に不安を感じております。そうなりますと那覇市の予算にも大きく影響することが予想されます。日本政府はドル危機を緩和するため１１億円の緊急支出するといわれていますが、この１１億円のうち１０億円は生活必需物資安定資金で１億円が本土留学生補助と宣伝だけは大きくなされていますが、現実には県民や市民は苦しい生活をしています。これも沖繩が本土に依存している必需物資のわずか２０％で焼石に水だと言われております。先ほど黒潮議員が言われておりましたように沖繩に１３０億円は差損補償として必要とされております。輸入品の８割を本土に依存している沖繩では実質的に物価も１７％～２３％の物価上昇によつて生活の場で損失を受けています。ですから県民の不安は大きいのであります。平良那覇市長をはじめ市当局や、さらには県民が本土政府やアメリカ民政府あたりに強力に折衝してこられた労は多とするものであります。また総務部長のご答弁にもありますようにきびしい情勢の中ではありますが、前向きの姿勢でドル危機を解決してゆくべきであるというお言葉はもつともであります。しかし現実に県民の不安は大きく損失も大きいのであります。特に台所をあずかる婦人たちにとつて深刻であります。１９日には３５名の婦人団体が本土へ折衝に行つております。当局は報酬値上げのための財源はあるかもしれませんが、さらに支給が来年の１月からということになつておりますが、しかし私たちは時期が今度の場合悪いと申しましても、しかし来年１月からよくなるという保証はないのであります。琉球政府の予算でも４５万ドル落ち込むことが予想されます。那覇市の予算にしましても大幅に落ち込むことが予想されます。さらに物価上昇による市の予算に及ぼす影響も考えられます。そういうことでこれまで申し述べましたように、ドル危機に関する要請決議案の上程も予定されておりますがその中にも円の変動相場制移行により、沖繩は大きな損失をこうむり極度の経済混乱に陥るとともに深刻な生活不安にさらされている。と謳われております。ですから私たちはこのような情勢の中で報酬値上げをするということは現時点では、人民党を代表しまして反対するものでございます。






○　中村昌信君


　　議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について、議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について、社大党議員団を代表して当局提案に対して賛成の討論を行ないます。本件につきましては去つた２０日の本会議において当局の提案説明のとおり、さらに去る２１日の総務委員会の審議の中において親泊総務部長、宮平人事課長の説明にもありましたように、今回の改定の理由は１つ、１９７１年３月議会において全会一致で可決し設置した那覇市特別職報酬等審議会の答申を尊重し改定が行なわれた。２つ、一般職員の給料が過去４ヵ年で３９％の改定がなされているのに対し議員並びに三役の給料は１９６７年７月１日以降改定がなされてなく、４ヵ年間すえ置きにされている。仮に一般職並びに３９％改定された場合、市長８３３ドル、助役６５３ドル、収入役５００ドル、議員２７８ドルになるわけであります。３つ、復帰前であり本土の類似市の議員並びに特別職の報酬等との均衡をはかる必要があり、県庁所在地の類似市８市を調査いたしましたところ、松山市、議長３０６ドル、副議長３１９ドル、議員２９２ドル、市長７５６ドル、助役６０６ドル、収入役５４４ドル。宇都宮市、議長４４４ドル、副議長３８９ドル、議員３３３ドル、市長７７８ドル、助役６１１ドル、収入役４７２ドル。高松市、議長４０３ドル、副議長３４７ドル、議員３１１ドル、市長７５０ドル、助役６１１ドル、収入役５２８ドル。富山市、議長３３３ドル、副議長３０６ドル、議員２７８ドル、市長６６７ドル、助役５４２ドル、収入役４４４ドル。浦和市、議長３８９ドル、副議長３３３ドル、議員３０６ドル、市長７７８ドル、助役６１１ドル、収入役５２８ドル。大分市、議長３６１ドル、副議長３１９ドル、議員２７８ドル、市長６６７ドル、助役５００ドル、収入役４４４ドル。秋田市、議長３６１ドル、副議長３１９ドル、議員２９２ドル、市長８６１ドル、助役６２５ドル、収入役４８６ドル。高知市、議長３８９ドル、副議長３４７ドル、議員３０６ドル、市長６９４ドル、助役５８３ドル、収入役５００ドル。以上のように本土との報酬平均額を取つた場合、市長７４４ドル、助役５８６ドル、収入役４９３ドル、議長３８０ドル、副議長３３５ドル議員３００ドルとなつているようです。４番目に、琉球政府や公社および民間企業の役員の報酬額等も考慮したようです。以上のようにあらゆる点から検討し、一日も早く格差是正を行ないたいとのことであります。監査委員の報酬額においても１９６８年以降増額されてなく、さらに近年市の行政事務が増大しているとともに、市町村自治法の改正に伴い１９７１年７月１日から代表監査委員制度が設けられ、その職責に応じ改正がなされたとのことであります。また、反対討論をしている３番議員もこの改正案に対して別に異論はないが、ただ時期に問題があると言つていますが、このことは１９７２年１月１日施行ということで配慮されております。もしそれでもだめなら、その時期を明示すべきであると思います。それこそが議員としての責任ある態度だと思います。以上申し上げましたとおり当局の提案を全会一致で可決し、さらに円切り上げ等によるドルシヨツクについては全県民の問題として、また当議会におきましても３０万那覇市民の生活を守るために、本日の議会において〞決議案第３号〞として上程されております。今後はわれわれ議員は与野党をとわず全県民が一体となつて対処していくべきものだと本員は思います。よつて当局提案の議案第８９号、議案第９０号に対し議員各位のご賛同をお願い申し上げまして、社大党を代表いたしまして本員の賛成討論を終わります。






○　議長（辺野喜英興君）


　　討論終結し採決に入ります。議案第８９号、那覇市報酬および費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例制定について賛成の諸君のご起立を求めます。






○　議長（辺野喜英興君）


　　起立多数であります。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　議案第９０号、那覇市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例制定について賛成の諸君の起立を求めます。






○　議長（辺野喜英興君）


　　起立多数であります。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　議案第９４号、町字界の変更について、委員長報告どおり可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　議案第９６号、１９７２年度那覇市一般会計補正予算について賛成の諸君の起立を求めます。






○　議長（辺野喜英興君）


　　起立多数であります。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第４、議案第９３号、市道路線の認定および廃止についてを議題とし建設委員長の審査報告を求めます。






○　建設常任委員長（比嘉佑直君）


　　議案第９３号　市道路線の認定及び廃止について本委員会の審査の経過及び結果をご報告申し上げます。委員会は現場視察の後、当局の説明を聴取したのであります。それによると先ず、ＣＳ７８号線（首里）については、幅員１.５ｍ、現在設計中で、今年中に着工する予定である。ＣＭ２３６号線（上間）については、設計を９月中に完了し、１１月着工予定であり、道路敷地については地主の譲渡を受けておる。ＣＭ４７２号線（上間）、ＣＭ２２号線については、部落内の主要道路として、管理者により定められたもので、道路敷地は地主の協力により譲渡を受けている。工事計画は現在ないが早急に計画着工したい。ＣＭ７１７号線（識名）については、本年１０月着工し、来年３月完成予定であり、道路敷地は地主から譲渡を受けている。


　ＣＭ３９３号線（与儀）については、本年中に物件及び用地買収をすべく予算計上してあるが、工事の施行は未確定である。Ｓ７４号線（樋川）については、都計事業として完了した道路で、道路敷地及び物件補償については都計課でやるようになつている。Ｃ０７３号線、Ｃ０１０２号線（小祿）、Ｃ０１０４号線、Ｃ０１０３号線の道路は小祿地内の主要道路として管理者が定めたもので、市道の形態を備えるため認定するものである。この各路線は土地調査庁の一筆調査の成果図で、道路敷の所有権は放棄されている。工事計画はまだ立ててないが、早急に実施したい。安謝埋立道路については、那覇市字義理地原先の公有水面埋立地５６１,６４７.８㎡が１９７１年６月２８日に市の行政区域に編入されているので、市道の認定については差し支えなく、また、この件については１９７１年８月３０日立法院で可決されております。一部廃止するＣＭ１４号線（与儀公園内）は、与儀公園内に位置する道路で、当該道路は園路として利用されるべき性質のものであるが、現在認定道路として一般に供用されているため、管理面で支障があり、今後は園路として維持管理したい。とのことであります。


　　以上の当局説明に対し、主なる質疑を申し上げますと、ＣＳ７８号線（首里）の市道認定については市民の通行の利便を図ることが目的とのことだが、幅員１.５ｍの道路を市道として認定すると、これが前例となつて、幅員４ｍという市道認定基準がくずれる。また幅員２～３ｍで車が通れる所でも認定されてない所が多く、４ｍの基準に満たないということで不採択になつた陳情もある。しかも、該地は通学路であり、かつ歩道であり、他に及ぼす影響が大きいが、市の道路認定基準とその根拠は何か。と質したのに対し、


　　市道認定の基準は道路法第６条に基づくものであるが、市道認定の根拠は市の全体的道路網の整備、今日の道路問題の重要性、車道の利用価値、一般市民の利便、歩行者の安全のための交通施設の整備の点から道路行政を判断して、認定整備し、さらに適正な維持管理をしなければならないと考える。那覇市でも道路法に則つた道路施行基準に基づき７１年５月１８日に市道認定基準に関する規程を制定し、市道認定基準に設定した。それは路線の認定基準と市道の構造条件が骨子になつている。この地域は、横道路は二線あるが、それに通ずる縦道路がなく、通学路としても相当の利用価値があるが、勾配が急で、現在のままでは危険度が高い。しかも地域住民が維持、管理、補修するには困難な地域である。また、観音堂から琉大女子寮に抜ける道路との接点部分の取りつけが不完全であるため、それによつて地域の危険度を増し不便を来たしている。しかし、本件が前例となつて、あちこちで問題になるという懸念については、あくまでも市全体の道路網の問題、道路密度の問題、地域の日常交通量の問題、市の認定基準の根拠によつて認定されるから、さほど混乱は予想されない。


　　また、本土においても、今後は車道のみの道路行政は問題であり、大きな転換をすべく、即ち、歩行者の安全のための歩行者専用道路の整備についても当然やつてしかるべきであるということで、「交通安全対策等整備事業法」という特例法が立法され、その事業の一環として、たとえば横断歩道橋、歩行者専用の地下道等が設けられている。今後はこのような見地から、歩行者専用道路、及び道路網の整備を基本的な問題として歩行者の安全を図るべく今回市道に認定したい。なお、車道を市道として認定する場合の幅員の限度は４ｍ以上が根拠になつているが、歩行者専用道路は１.５ｍ以上であれば認定することができる、とのことであります。


　　委員会は以上のほか、なお若干の質疑が交わされたのでありますが、結論として本案については全会一致で承認すべきものと決定いたしました。


　　よろしく各位のご賛同を得たいのであります。






○　議長（辺野喜英興君）


　　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。



（「質疑、討論なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑、討論なしと認め採決に入ります。議案第９３号、市道路線の認定および廃止について委員長報告どおり原案を承認することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は承認されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第５、議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について。議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について。議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算までの事件を一括して議題とし経済民生教育委員長の審査報告を求めます。






○　経済民生教育委員長（大浜長弘君）


　　議案第９１号「那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について」


　　議案第９２号「那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について」


　　議案第９７号「１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算」


　　以上３件について審査の経過及び結果の報告をいたします。


　まず議案第９１号について


　本案は経済的理由により修学が困難な学生に対し奨学基金を給付するためのものでありますが、７１年度においては奨学基金給付申請者が９名しかおらずそのため４３７ドル２２セントの残金が出たので、本条例第５条の規定に基いて今回奨学基金に編入するものであります。従来、奨学生は三大学の学長の推薦によつていたが、今後は方法を変えて各高校長に推薦させる方法をとり、年度内に定数の１６名に達するように努力したい。また額の問題についても現在の支給額を１０ドルにアツプするには１６,５２６ドルの資金を必要とするが、これの一般会計から繰り入れて充てることについても検討して次年度から改訂できるように努力したいということであります。委員会は以上の当局の説明に対し、現在の支給額は条例制定当時からの額であり、次年度から増額すべく極力努力してもらいたい旨の要望を付し本案については全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしました。


　　次に議案第９２号について本案は７１年度事業として大道保育所が総工事費６４,７００ドルで去る４月に着工し１０月末に完成の予定であるので、今回これを条例化しようとするものであります。


　　本案については若干の質疑を交わしたのち当局説明を一応了承し全会一致可決すべきものと決定いたしました。


　　次に、議案第９７号「１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算」について。今回の補正予算は、歳入として「市負担金」４４,８９８ドル、「政府支出金」２１,６３５ドル、「繰越金」５６,０００ドル計上されておりますが、「政府支出金」２１,６３５ドルについては、小、中学校の校長及び教頭に対する管理職手当を支給するためのものであり、「繰越金」５６,０００ドルは真和志中学校の校地拡張費及び石田中学校の体育館の備品購入費が主なものであります。


　　更正の分としては、教育区債で充当すべき幼稚園々舎建築費が、資金運用部の都合で減額されたため、一般財源で充当する２２,７４０ドルが追加計上されております。


　　歳出の内訳を経費別に分類して説明しますと、まず、１９６９年度分追加費用の共済費として教育総務費で２,２４７ドル、小中学校及び幼稚園で１２,５７２ドル、計１４,８１９ドル追加してあります。


　　次に、那覇市清掃条例の汚物取扱手数料改正に伴いこれを参考にし、那覇市内の小中学校及び幼稚園の便所のくみ取りは業者に委託しておるが、その委託契約では、児童生徒一人当り１.３セントですがこれを２セントに改めるためその手数料の値上げ分として、小中学校及び幼稚園で３,５１７ドル追加してあります。


　　校地拡張関係では校地測量及び登記料８５５ドル、農作物補償費１,０８０ドルは城東小学校校地拡張に伴なう小作人に対する補償費であります。


　　真和志中学校屋内運動場用地購入費３２,５４５ドル及び建物の補償費１７,６００ドルは、前年度予算で１０３,０００ドル計上したものですが、そのうち５２,０００ドルは契約が全部済んで執行されておりまして、残りの５１,０００ドル余が諸種の事情で未契約で残つており、これを繰越して執行するためのものであります。


　　中学校の需要費の印刷製本費２,３７９ドルは、１９７２年４月より中学校教科書の改訂による年間指導計画書の印刷に要するものであります。


　　古島幼稚園用地の借地料１,３６３ドルは借賃安定法を参考にして借賃として坪１５セントで１,００９坪を借受けるための費用を計上してあります。以上審査の概要を申し上げましたが、結論として本案は全会一致原案どおり可決すべきものと決定いたしました。






○　議長（辺野喜英興君）


　　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。



（「質疑、討論なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑討論を省略し採決に入ります。議案第９１号、那覇市奨学基金条例の一部を改正する条例制定について委員長報告どおり原案を可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　議案第９２号、那覇市保育所設置および管理条例の一部を改正する条例制定について委員長報告どおり原案を可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　議案第９７号、１９７２年度那覇教育区歳入歳出補正予算について委員長報告どおり原案を可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は原案どおり可決されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第６


　　陳情第１２号、下水道工事遅延による市税の減免道路復旧舗装費の早期計上方について。


　　陳情第５０号、バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について。


　　陳情第　３号、市立図書館の早期設立について（陳情）。


　以上３件を一括して議題とし総務委員長の審査報告を求めます。






○　総務委員長（黒潮隆君）


　　陳情第１２号、下水道工事遅延による市税の減免、道路復旧舗装費の早期計上方について陳情第５０号、バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免、土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について、以上の２件は関連しますので一括してご報告申し上げます。


　　まず公課の減免については、事業税及び市民税は実績課税であるので工事期間中の事業税、市民税の減免については７１年度の申告の時点で考慮されている。また、固定資産税については固定資産そのものが工事によつて被害を蒙つた場合は減免の対象となるが、それ以外の場合については、税法第２８条の減免規定にいう「特別事情」に該当せず、したがつて減免の対象とならない。なお、これについては、(1)負債のある故をもつて固定資産の評価額を減じ、あるいはそれによつて減免措置を講ずることはできない（昭和２５年８月、自治省課長回答）。(2)土地建物より生ずる収益が税額を甚しく下回わる場合のみの理由をもつて固定資産税を減免することはできない（昭和２６年３月、自治省課長回答）とする行政実例がある。次に、該地域の道路舗装工事については、既に工事は完了しており、下水道工事についても７１年１１月までに工事は完了するということであります。これに対し、委員会は、種々検討を加えた結果、結論として「陳情第１２号　下水道工事遅延による市税の減免、道路復旧補装費の早期計上方について」は全会一致採択すべきものと決定いたしました。


　　また、陳情第５０号「バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免、土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について」は４点にわたつて陳情がなされているが、


　(1)　「関係当局により実態調査の上、７０年７月１日以降工事完成に至るまの間の企業損失、並びに生活補償」という項目については市の工事と関係がないのでその部分を除く。


　(2)　「工事により企業経営及び住居として条件が悪化した建物又は土地建物に対する損害賠償をしてもらいたい」という項目。


　(3)　「工事完成日から３ヶ年、市税及び市の公課（事業税、市民税、固定資産税、所得税）」という項目から「所得税」を除く。


　(4)　「高架道路の下を公衆駐車場にしてもらうよう取りはからつてもらいたい」については、市とは関係なく政府に対して要請すべき項目であり、その部分を除いて全会一致一部採択すべきものと決定いたし、なお市長において措置することを適当と認め、市町村自治法第６５条の規定によりこれを市長に送付し、かつ、これの処理の経過及び結果の報告を請求することも併せて決定いたしました。


　　以上ご報告申し上げ、各位のご賛同をお願いいたします。


　　陳情第３号、市立図書館の早期設立についての陳情。本陳情は沖繩の首都たるべき那覇市に市民のための市立図書館が一館すらもないということは文化、教育の面から好ましいことではないので、市民のための調査資料センターとしての役割を果たす機関として市立図書館を早期に設立していただきたい、ということであります。


　　該陳情についての当局見解も、その必要性を強く認め、将来において琉米文化会館の市移管等、総合的に調査検討し、市民のための民族資料センターを設立する基本的な考え方を持つているとのことであります。委員会は以上の当局見解を一応了承し、本陳情は全会一致採択すべきものと決定いたし、なお市長において措置することを適当と認め、市町村自治法第６５条の規定により、これを市長に送付し、かつ、この処理の経過及び結果の報告を請求することも併せて決定いたしました。以上ご報告申し上げ、各位のご賛同をお願いいたします。






○　議長（辺野喜英興君）


　　ただいまの委員長報告に対して質疑に入ります。



（「質疑討論なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑討論を省略し採決に入ります。


　陳情第１２号　下水道工事遅延による市税の減免道路復旧舗装費の早期計上方について


　について委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第５０号　バイパス並びに下水道工事遅延による公課の減免土地建物に対する損害賠償及び同工事完成に至る間の企業損失と生活補償について


　委員長報告どおり一部採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」というものあり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本案は一部採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第３号　市立図書館の早期設立について（陳情）


　委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」というものあり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　　ご異議なしと認めます。よつて本案は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第７、


　陳情第２３号、石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について。


　陳情第２７号、国場地内の排水溝整備拡張について。


　陳情第６１号、土地買上げに対する陳情。


　陳情第２９号、若狭海岸埋立並びに観光センター建設について。


　までの４件を一括して議題とし建設委員長の審査報告を求めます。






○　建設委員長（比嘉佑直君）


　○陳情第２３号　「石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について」


　○陳情第２７号　「国場地内の排水構整備拡張について」


　○陳情第６１号　「土地買上げに対する陳情」


　○陳情第２９号　「若狭海岸埋立並びに観光センター建設について」以上４件について、一括して本委員会の審査の経過及び結果をご報告いたします。


　まず、陳情第２３号「石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置について」


　本陳情の主旨は、同団地内への路線が未開通のため、朝の出勤時や緊急を要する際に、バス及び車輛の利用にかなりの時間を弄すること。さらに、団地内には保育所が設置されているが、勤務時間外の利用ができないため、幼児は塀を乗り越えて利用している状態である。従つて、団地内へのバス開通及び子供の遊び場設置について、早期に措置して貰いたいということであります。これに対し、当局の見解は、子供の遊び場設置については那覇市が造るのではなく、自治会の方で補助の要求をさせ、自治会をして造つて貰う方法をとりたい。敷地については、団地内の適当な場所を指定し、設置費については、市が７０％補助し、遊具については、全額補助する。なお、同施設は自治会の財産であるので自治会が管理することとなる。住宅課では、多額の予算を投じ、団地内をきれいに改造していきたいと考えているが、さしあたり民生事業としてやりたい。


　　さらに、バス開通については、那覇署交通課の見解として、現在の道路を改修しなければ、バスの開通を認めないということであるので、種々検討した結果、未改修部分を改修することになり、１８０ｍの設計を進め、１０月下旬から３か月間の工期で着工し、来年始め完成予定である。改修が終り次第、再度警察とバス会社の合同調査を経て許可を得たい。また、改修後の通行が可能かどうかについては、ある部分では、大型バスの対面交通は無理だが、大型バスと乗用車の対面交通は可能である。なお周辺の地主の承諾が得られれば、設計変更は可能であるが、承諾を得ることは難しい。しかし努力したいとのことであります。さらに、バスの対面通行が無理であれば、一方通行にしてはどうかと質したことについては、該道路は距離が長い上、利用者が多いので、無理であるとのことであります。また、工事課の説明では、１８０ｍ区間の改修が済めば、警察は許可するとのことであり、道路管理課としては、改修してもバスを通すのは問題であるとのことである。バスを通す場合、その通行は安全でなければならないので、全体の幅員を拡げることはできないかという質疑に対し当局は、１８ｍの都計道路にするには相当の費用を要し、その時期の見通しも立たない状態である。普通の状態にない所にバスを通すことについては、問題はあり、道路管理者としても、警察や陸運課への呼びかけは難しい。しかし、市としては完全な道路ができるまで待つことはできず、どうしてもバスを通す必要から、また、他の幅員の狭い道路と比較して全く不可能でもないので、お互いに無理してでも、バスを通すべく建設部と土木部が協議会をもつて検討しているとのことであります。委員会は以上の当局説明により、本陳情の願意は満たされる態勢にあるとの判断に立ち、全会一致採択すべきものと決定いたしました。


　　次に、陳情第２７号「国場地内の排水溝整備拡張について」、該地域は農耕地帯（前原）であるが、毎年来襲する台風や、梅雨時期になると、住宅地域への浸水、農作物への被害等で多大な影響を及ぼしているので、既設排水溝を早急に整備拡張するとともに、政府道４４号線を横断して、該地域まで延長整備して貰いたいという陳情主旨であります。当局の説明によりますと、陳情書に添付されている図面の北側（幅員４尺、長さ約３００ｍ）及び中央（幅員４尺、長さ約３００ｍ）の２ヵ所については９月か、１２月までに予算要求して施行することになつており、南側（幅員４尺、長さ約１５０ｍ）については、昭和４７年から５１年までの都市整備５ヵ年計画の中に、当排水溝整備も含め、できるだけ同計画の前半で施工していきたいということであります。


　委員会は以上の当局説明を了とし、本陳情については、全会一致採択すべきものと決定いたしました。


　　陳情第６１号「土地買上げに対する陳情」本陳情の主旨は、安謝―儀保間の道路建設計画にともなう用地買収に関して、


　１．評価の段階（３区分）をなくし、一律１２０ドルで買上げを実施すること。


　２．現在道路の潰地も計画道路潰地と同額で買上げを実施すること。


　３．残地補償の実施即ち、用地買収と同時に、残地についても一律１２０ドルで買上げを実施することの３点であります。これに対し、当局の見解は


　１．一律１２０ドルで買上げを実施することについては、道路延長が１,６００ｍもあり、地価は立地条件、経済的条件等により決定すべきであり、その間の土地について同一価格で買上げることはできない。


　２．現在道路の潰地も計画道路潰地と同額買上げを実施せよということに対しては、現在道路となつているところを用地として買上げる場合には、減価率というものを設定し、それによつて買収しなければならないというように決定されており、市は、現在道路については、減価率を最高限度の５０％で買上げしているので、これ以上買収額の価格を上げることは基準に抵触し、その実例もないので不可能である。


　３．残地補償については、利用価値が著しく減少するものについては考慮する。しかし、原則的には、残地を買上げるわけではなく、工事に必要な経費を補償することが基準になつており、個々のケース・バイ・ケースで処理するようになつている。従つて、残地の買収実施ということについては、願意が容れられないということであります。これに対し、主なる質疑を申し上げますと、現在道路潰地については、潰地になることにより、地主は何年間も土地から得るべき収益を上げてなく、財産権が行使できなかつたことを勘案した場合、実際問題として、当地主は隣接地に較べ損をしている結果となるので、これに対しては、もつと減価率を高めるべきであるということに対し、当局は、建設省で決められた補償基準要綱によると、現在道路については、減価率を１００％ないし５０％で補償することが妥当であるということになつているので、市としては、その基準が行政処理上最も適格性のある妥当な処理方法であるとのことであります。


　　委員会は結論として本陳情については、全会一致不採択とすべきものと決定いたしました。


　　陳情第２９号「若狭海岸埋立並びに観光センター建設について」


　本件は１９６３年２月７日付、若狭海岸の公有水面を海水浴場として利用すべく、琉球政府の許可を得て、１９６６年６月、同海岸に砂を投入したが、泊港側に砂が流出するので、泊港側を埋立てて、湾にし、そこに人口ビーチをつくるとともに、観光センターを建設したいので、市の埋立許可を得たい旨の陳情であります。これに対し、市の見解は、


　①　過去の例からして、個人に公有水面の埋立を許可することは、後で都計上支障をきたす恐れがある。たとえば、那覇自動車練習所の埋立地、水族館の埋立地、鏡原町の埋立等において、いろんな問題が惹起しており、工事後の管理、埋立後の利用条件の担保が取りにくいということで、議会でも問題になり、個人に対する埋立許可はするべきでないとの確認もなされている。従つて本件については、慎重を期すべきである。


　②　広く市民が利用できる市内唯一の海岸線であるが、企業投資ということになると、営利追及が先行する恐れがある。


　③　該地は、那覇港、泊港、那覇新港を結ぶ港湾道路計画の中に含まれている。


　④　那覇港、泊港、那覇新港を結ぶ航路との関係から、該地域の状況をもつと検討する必要がある。


　⑤　該地は、海浜公園の整備計画がある。


　⑥　以上の問題を総合的にもつと検討する必要があり、現時点で埋立許可を与えるべきでないとのことであります。


　これに対する主なる質疑を申し上げますと、


　①　過去における例から、個人に埋立免許を与えることは、好ましくないとのことだが、具体的にはどういうことかと質したのに対し、当局は、例えば水族館用地として埋立られた所は、現在既に護岸は決潰し、土砂が流出して水族館が実現するかどうかわからない状態である。また、那覇自動車練習所敷地は、娯楽センター用地として埋立認可されているが、埋立人は該地を処分し、自動車練習所となつており、法的拘束力がない。さらに、鏡原町内の埋立地については、既に公園計画、都市計画道路、那覇大橋の延長道路に抵触し、買収の必要性が生じた。従つて、公共性を十分勘案し、土地利用についても、当初の目的が遂行されないと後で問題が起きるとのことであります。


　　次に、復帰記念事業として臨港道路を建設すべく日本政府に要請したとのことだが、現年度予算に、調査費も計上されてなく、計画書もないが、実際にその実現は可能かということに対しては、


　　計画書はないが礎案はある。市としては港湾道路に指定して貰い、市の予算を使わず、政府補助で調査すべく、７３年度で要求するようにしている。とのことであり、港湾道路計画による道路幅員が海浜にはみ出した場合、その部分について陳情人は喜んで市に無償で提供する意思があるか。また、公正証書の作製等の条件にも従うか。と陳情人に質したところ、陳情人は、喜んで提供する。要は市民のためになるかどうかであつて、個人の利益追及が主眼ではない。また公正証書の作製等法的措置による条件に従うことは勿論、その必要すらない。とのことであります。


　　委員会はその他なお若干の質疑を交わした後、討論に入つたのであります。






○　反対討論


①　当局の見解は、埋立免許を与えることは、特定人であるため、営利追及の面が強くなり、従つて市独自の開発計画を進めるに当つて、支障をきたす恐れがあるので、埋立免許を与えることはできないとのことであり、また、水族館敷地、波の上の自動車練習所敷地、鏡原町等過去数件の埋立許可を与えた結果、いろんな支障が出ている。


②　政府から出された、奥武山公有水面埋立についての諮問は勿論、６２年１２月議会における諮問第３号「字鏡水崎原地先公有水面埋立」についても、支障ありと答申している。


③　埋立問題は、市の将来の都計上重大な問題があり、市議会でも、今後特定人に埋立免許を与えないとの確認もなされている。


④　この陳情の内容は、どうしても埋立しなければならないことになつており、直ちに、現時点で採択することは問題がある。


よつて、本陳情の採択については反対する。






○　賛成討論


①　市民は北は恩納村から南は名城ビーチまで遠出して海水浴をしている現状であり、市民福祉を第一に主張する市長は、陳情の願意を容れて、市内にビーチを建設させ、市民に利用させるべきである。


②　なお、漫湖の埋立の場合は、埋立によつて流水地域が狭くなり、上流が浸水するので、埋立てるべきでないというのが理由になつていたが、当陳情箇所の場合は、砂を入れなければビーチにならず、砂を入れること自体が埋立になるので、埋立申請をせざるを得ないとのことであり、他の埋立とは性質が違う。


③　該地は港湾道路計画に抵触するとのことだが、その完成は相当の期間を要することが予想されるので、同計画が実現するまで該地を市民に利用させるべきである。


④　陳情者は、市の計画に抵触する部分については、市への協力を惜しまない


　といつており、公正証書等による法的措置をとつて、陳情の願意を満たすべきである。よつて本陳情の主旨に賛成する。


以上の討論の後、採決の結果本陳情については賛成多数で採択すべきものと決定いたしました。なお、採択すべきものと決定いたしました陳情第２３号、第２７号、第２９号の３件については市長において措置することを適当と認め、市町村自治法第６５条の規定にもとづき、これを市長に送付し、且つ、その陳情の処理の経過及び結果の報告を請求することも併せて決定いたしました。


よろしく各位のご賛同をお願い致します。






○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑討論を省略し採決に入ります。陳情第２３号、石嶺団地内へのバス開通と子供の遊び場設置についてはただいまの委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」というものあり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第２７号、国場地内の排水溝整備拡張についてはただいまの委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第６１号、土地買上げに対する陳情はただいまの委員長報告どおり不採択とすることにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は不採択と決定されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第２９号、若狭海岸埋立並びに観光センター建設について委員長の報告どおり採択とすることにご賛成の方ご起立を求めます。






○　議長（辺野喜英興君）


　　多数であります。よつて本件は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第８、


　陳情第１６号、Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情


　陳情第２４号、第二牧志公設市場使用料減免措置の継続


　陳情第１９号、農産市場の早期設置方について


　を一括議題として経済民生教育委員長の報告を求めます。






○　経済民生教育委員長（大浜長弘君）


　　陳情第１６号、第２４号、第１９号、以上３件の陳情について審査の経過及び結果の報告をいたします。


　まず陳情第１６号「Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情」について、本陳情の主旨として


　１．教育費を増額してもらいたい。


　２．備品整備を教材基準にそつて年次計画をたてて実施してもらいたい。


　３．学校管理運営費を大巾に計上してもらいたい。


　４．修繕費の大巾増額をしてもらいたい。


　５．給食単独校の給食準備室の改善充実をはかつてもらいたい。


　　以上の５点にわたつて陳情がなされておりますが、これに対する当局の説明は、１の「教育費の増額」については市教育費負担金は前年度より３５万ドル増額している。


　　２の「備品の整備」については、７２年度の教具教材達成率は、小学校で前年度より１０％増の７８.９％、中学校が同じく１０％増の７８.５％の達成見込みであるが、これについては、各学校別に具体的な調査資料の提出を要求しており、その結果が判明すれば、それに基いて「本土の備品基準」の達成に努力していきたい。


　３の「学校管理運営費の増額」については小学校で１４.８％、中学校が１９.７％の伸び率をしめしている。


　４の「修繕費」については教育委員会法に謳われている「１㎡当り５１セント」の額を全建物について計上して予算措置を講じている。また、


　５の「給食単独校の給食準備室の改善、充実をはかつてもらいたい」ということについては給食準備室の内部の修繕関係と備品関係の経費を計上している。ということであります。


　　委員会は以上の当局説明を了承し、結論として本陳情については全会一致採択すべきものと決定いたしました。


　次に陳情第２４号


　「第２牧志公設市場使用料減免措置の継続」について


　　本陳情の主旨は、該市場の使用料の減免措置を７２年度も引続き講じてもらいたい。ということでありますが、これに対する当局の説明は該市場使用料の徴収については、７月以降の使用料についても３０％減免の措置がなされている。とのことであり、委員会は本陳情の願意は充分満たされている。


　との結論に達し、全会一致採択すべきものと決定いたしました。


　　なお、採択すべきものと決定した陳情第１６号、第２４号については、市長において措置することを適当と認め、市町村自治法第６５条の規定によりこれを市長に送付し、かつその処置の経過及び結果の報告を請求することも併せて決定いたしました。


　　次に陳情第１９号


　「農産市場の早期設置方について」本陳情の主旨は、首里を中心とした農産市場を設置してもらいたい。ということであります。これに対する当局の説明は、農産市場設置の必要性は認めるが、敷地の買収等に多大の予算を要すること、また現在の首里地区の実情からして該地域に農産市場を設置することには問題があり、従つて現段階では早急に実施することは困難である。ということであります。


　　これに対し委員会は種々検討を加えた結果、現段階では本陳情の趣旨にそいがたい。との結論に達し、全会一致不採択とすべきものと決定いたしました。


　以上ご報告申し上げます。






○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑討論省略し採決に入ります。陳情第１６号、Ｐ.Ｔ.Ａ公費負担の軽減に関する陳情はただいまの委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第２４号、第二牧志公設市場使用料減免措置の継続はただいまの委員長報告どおり採択することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は採択されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　陳情第１９号、農産市場の早期設置方についてはただいまの委員長報告どおり不採択とすることにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本件は不採択することに決定されました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第９「継続審査申出について」おはかりいたします。


　本件については、総務、建設、経済民生教育委員長から、目下委員会において審査中の事件につき、会議規則第１０２条の規定により、お手元に配付いたしました申出書のとおり、閉会中継続審査の申出があります。委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査に付することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて、各常任委員長から申出のとおり、閉会中の継続審査に付することに決しました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　９月２１日付、那覇市字宇栄原８２番地、自治会長比嘉太郎外７名から「宇栄原子供遊園地の設置について」９月２２日付那覇市字壺川３２番地寄川孝信ほか６名から「壺川地内道路アスフアルト舗装について」陳情書が提出されておりました。以上２件の陳情については、会期等の都合により、お手元に配付の「陳情文書表」のとおりそれぞれ所管の常任委員会に付託して閉会中の継続審査に付したいと思います。これにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて、本件については、お手元に配付の「陳情文書表」のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託し、閉会中の継続審査に付することに決しました。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第１０「水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議」を議題といたします。


　提案者の説明を求めます。






○　人民（国吉辰雄君）


　　水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議を提案いたします。提案の理由は、公共料金の値上げは諸物価の高騰をまねくので、これを阻止するため、この案を提出するものです。読み上げて提案といたします。


　水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議、米「民政府」は、去る９月９日関係市町村に対し、１１月９日から浄水の卸値を８.４％値上げすると発表している。この一方的な値上げは、米軍の独善的な行為であるばかりでなく、水道公社と関係市町村との間に結ばれた分水協定にも違反する不当なものであり、ドル危機から来る諸物価の値上がりを懸念している沖繩の現状にてらし、断じて容認することはできない。よつて米軍の一方的な水道料金値上げ通告は速かにこれを撤回するよう強く要求する。１９７１年９月２４日那覇市議会。


　　あて先は琉球列島高等弁務官ジエイムス・Ｂ・ランパート、琉球列島米国民政府民政官ロバート・Ａ・フイアリー、琉球水道公社総裁大浜博貞殿としたいと思います。



（「質疑討論なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑討論省略して採決に入ります。決議案第２号、水道料金値上げ通告の撤回を要求する決議案、本案は原案どおり可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本決議案は可決されました。なお、あて先は琉球列島高等弁務官ジエイムス・Ｂ・ランパート、琉球列島米国民政府民政官ロバート・Ａ・フイアリー、琉球水道公社総裁大浜博貞の三ヵ所をあて先といたします。



～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








○　議長（辺野喜英興君）


　　日程第１１、決議案第３号、ドル危機に関する要請決議を議題として提案者の説明を求めます。






○　金城吾郎君


　　ただいま議題となりました決議案第３号、ドル危機に関する要請決議の趣旨説明をいたします。アメリカのニクソン大統領が去る８月１６日に２０分にわたりまして、国際、国内経済に関する重要演説をやつたわけでありましたが、その中で〞一時的に金とドルの交換を停止する〞〞輸入品に対し一時的に１０％の輸入課徴金を実施する〞、あるいは〞９０日間すべての賃金、物価を凍結する〞等の８項目にわたる方策を発表した。こういうことがなされたわけであります。これに伴いまして世界の経済情勢は大きくゆれ動いたわけでありましたが、わが国におきましてもこれに伴いまして非常に混乱を招く状況下にございました。その中で８月２７日午後８時、水田大蔵大臣は記者会見をいたしました。〞２８日以降、従来の変動幅の制限を暫定的に停止する〞という発表をしたわけであります。これによりまして戦後２７年間の歴史をもつところのＩＭＦ体制、国際通貨基金体制でありますが、これは完全に息の根をとめられる結果となつた。そこでこの水田大蔵大臣の記者会見は沖繩への対処策を何らとらず、このまま新体制に入いるならば貿易、送金、旅行と沖繩には大きな打撃を与えるばかりでなく、為替市場の一時停止、あるいは思惑による貿易停止で、また流通機構と物価体系にも大混乱が避けられなくなる。こういう立場から琉球政府ならびに立法院もこの打開のために全勢力を集中したわけであります。私ども市議会、地方公共団体である議長会長としての辺野喜議長を中心とする、市議会議長会もこの問題をひつさげて本土政府に要請をしたわけでありましたけれども、少なくともこの問題はアメリカの経済政策の行き詰まりから来ておる。したがつて単に日本政府に対してこの問題の収拾策を要請するだけではなくて、施政権者のアメリカがその責任において問題打開のために日本政府とともに努力をすべきであるという立場から、琉球政府に対して要請決議をしなければならないという考え方のもとに、去る１８日、ならびに本日の議会運営委員会におきまして案文がまとまつたわけであります。それではその案文を朗読いたします。


　　ドル危機に関する要請決議、ニクソンアメリカ合衆国大統領は、去る８月１６日金とドルの交換停止、輸入品に対する課徴金制度の実施を主体とするドル防衛政策を発表した。アメリカの突然の政策変更により混迷する経済状勢の中で日本政府は８月２８日円の変動相場移行にふみきり、実質的な円切上げを行なつている。このことにより沖繩は、大きな損失を蒙り極度の経済混乱に陥るとともに深刻な生活不安にさらされている。われわれは第二次世界大戦の結果祖国から分断され、一方的なアメリカの軍事統治下におかれ、犠牲と忍従の生活を余儀なくされてきたが、アメリカの経済政策のゆきづまりにより、いま又かゝる犠牲をしいられることは如何なる国内事情があるにせよ、断じて承服できるものではない。よつて日米両国政府は領土主権国たる責任と、唯一の施政権者たる責務において次のことをすみやかに実施するよう強く要請する。記　１．ドル通貨を即時円通貨に切り替えること。１．交換レートは１ドル対３６０円とすること。１．変動相場制採用等一連の措置に伴なう損失については、完全補償をすること。１．課徴金制度の適用を除外すること。　１９７１年９月２４日　　那覇市議会。


　なお、あて先は日本政府内閣総理大臣、大蔵大臣、通産大臣、アメリカ合衆国大統領、以上のとおりとなつております。議員各位のご賛同をお願いいたします。



（「質疑討論なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　質疑、討論を省略し採決に入ります。決議案第３号、ドル危機に関する要請決議については原案どおり可決することにご異議ありませんか。



（「異議なし」という者あり）








○　議長（辺野喜英興君）


　　ご異議なしと認めます。よつて本決議案は可決されました。


　　なお、あて先は日本政府内閣総理大臣、大蔵大臣、通産大臣、アメリカ合衆国大統領、さらに沖繩衆参国会議員にはその趣旨を送付することにいたします。






○　議長（辺野喜英興君）


　　以上で全日程を終了いたしました。これにて１９７１年第１３２回那覇市議会定例会を閉会いたします。



（午後６時００分閉会）　









～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～








上会議録を調整し署名する。






　１９７１年９月２４日











議長　　　辺野喜英興　　㊞　　









署名議員　椿秀義　　　　㊞　　









署名議員　大浜長弘　　　㊞　　
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